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			モンスターのご主人様⑫

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　あの幸せな日のことを　～ローズ視点～

			02　人形少女の誓い　～ローズ視点～

			03　灯火の世界での攻防

			04　逃避行での防衛戦　～ローズ視点～

			05　逃避行の果て　～ローズ視点～

			06　停滞した時間の終わり

			07　あの夜の夢　～ローズ視点～

			08　人形の秘策　～ローズ視点～

			09　人形少女の恋　～ローズ視点～

			10　暴走

			11　人形少女の戦い方　～ローズ視点～

			12　人形少女の奮戦　～ローズ視点～

			13　人形の抗い　～ローズ視点～

			14　わたしの望みは叶わない　～ローズ視点～

			15　行き付く先の片鱗

			16　目覚め

			17　少年のもたらしたもの

			18　取り戻すための戦い

			19　もう二度と離さない

			20　正義の証明

			番外編　真島孝弘の使者　～ケイ視点～

			番外編　ずっと一緒に
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			01　あの幸せな日のことを　　～ローズ視点～

			　

			　まだ日も昇らない早朝。昼でも薄暗い樹海は、濃い暗闇に包まれている。

			　マクローリン辺境伯領軍の手を逃れたわたしたちは、『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュの奇襲により昏こん倒とうしたご主人様を連れて、開拓村のエルフたちとともに逃とう避ひ行こうの日々にあった。

			　眠る必要のないわたしは、夜通し周囲の警戒を務めていた。

			　敵は迫りくる辺境伯領軍ばかりではない。樹海には多くのモンスターが生息しており、本来であれば、人々は周囲を高い壁で囲った集落でしか生活できない。このように大勢で樹海を移動するのは、危険極まりないことだった。

			　たとえ夜であろうと警戒は欠かせない。その点、わたしのように睡眠を必要としない者が混じっていたのは、まだしも幸運なことだっただろう。

			　あたりには、ケド村とラファ村のエルフたちが寄り添い合って眠っていた。

			　過酷な環境でやつれて汚れた姿は、こうして眠っていると死んでいるようにも見えた。

			　満足な旅の準備もできず、堅い地面の上で寝ていては体力の回復にも限界がある。また、これだけの数で移動している以上、モンスターに見付かって襲われることも多々あるし、わたしのような夜や番ばんが対応するにしても、すぐそばで戦闘があってはおちおち眠ってもいられない。そのたびに飛び起きる彼らの負担は大きかった。

			　逆にいえば、それだけの過酷な状況にいながらも、彼らはよく堪たえていた。

			　開拓村育ちの彼らの精神力が強いのもあるが、それ以上に、わたしたちに対する信頼もあるのだろう。わたしたちであれば、この状況をなんとかできると信じているのだ。だから、ぎりぎりの状況でも歯を食いしばることができている。

			　モンスターであるわたしたちを受け入れてくれた人々だ。

			　守りたいと思う。守らなければならない。

			　そこには、ご主人様がずっと求めてきて、この地で勝ち得た信頼があった。

			「ご主人様……」

			　無意識のうちに、わたしは胸元に手を伸ばしていた。

			　服の下に小さなペンダントの感触があった。

			　アケルに来たばかりの頃、ご主人様とのデートのあとに贈っていただいたものだった。

			　茜あかね色の丸い宝玉。あの夕刻を閉じ込めたような、わたしの宝物。

			　その存在を感じるだけで、照れて笑うご主人様の顔と、そのときの幸せな想いを思い出せる。まだ言葉にできない気持ちが、確かにそこにあるのを感じる。わたしはご主人様のことを、主としてだけではなく想っている。それがわかる。感じられる。

			　あともう少し。本当に、もうちょっとで手が届く。だから――。

			「……時間ですね」

			　わたしは胸元から手を離すと、一瞬のうちに込み上げた想いを胸の奥に沈めた。

			　みんなを起こして回らなければいけない時間になっていた。

			　今日も一日が始まる。わたしたちはまだ、誰ひとり諦あきらめてはいない。

		

	
		
			　

			02　人形少女の誓い　　～ローズ視点～

			　

			　距離を稼ぐために、日が昇る前には出発する。

			　体力の消しよう耗もうを抑えるために黙々と、周囲に警戒を張り巡らせながら歩いていく。

			「そろそろ休憩にしましょう」

			　シランさんが休憩を提案したのは、昼過ぎのことだった。

			　エルフたちは足を投げ出すように地面に腰を下ろした。みんな疲れた顔をしていた。

			　無理もない。生まれ育った村から逃げ出すだけでも精神的につらいものがあるのに、敵の辺境伯領軍には、この世界の正義の象徴ともいうべき聖堂騎士団が付いているのだ。心折れずにいるだけでも精一杯。そのうえ、夜と短い休憩時間を除いては一日中歩き詰めだ。

			　その夜にしたところで、危険な樹海ではそうそう休めない。体力の消耗は激しかった。

			　なかでも一番、体調が悪そうなのはシランさんだった。

			　アンデッド・モンスターの肉体を持つ彼女は、魔力の供給をご主人様に頼っているため、引きずられて魔力欠けつ乏ぼうに陥っていた。ご主人様の体に宿っているアサリナや、サルビアさんと違って、まったく動けないわけではないだけましだが、具合は非常に悪そうだった。

			　そんな状態でも気き丈じようにエルフたちに指示を出しているのは、そうしなければ集団を維持できないと知っているからだろう。

			　無理をしている。ただ、それはかつてのように破滅的な性質のものではなかった。

			「申し訳ありません、ローズ殿。みなの様子を見てきてもらえませんか」

			　そう言って、シランさんは地面に腰を下ろした。少しでも魔力の消しよう耗もうを抑えるためだ。いまの彼女は、自分にできることを冷静に判断していた。

			「無論、かまいません。他にもやることがあれば言ってください。シランさんに倒れられるわけにはいきませんから」

			「倒れはしませんよ」

			　わたしが気遣いの言葉をかけると、シランさんは気丈な笑みを見せた。

			「あと２日の我が慢まんですから」

			「そうですね。頑張りましょう」

			　わたしは頷うなずき、エルフたちの様子を見回り始めた。その途中で、折れた腕を三角巾で吊ったロビビアと、ラファ村の村長の妻リアさん、孫のヘレナさんが声をかけてきた。

			「ローズ。おれも手伝う」

			「わたしも見回りましょう」

			「あ。じゃあ、わたしが包帯持ってきます！」

			　手分けして同行者の安否を確認する。先日のトラヴィス率いる聖堂騎士団の襲しゆう撃げき、辺境伯領軍の攻撃で大怪け我がをした者も多く、荷車で移動せざるを得ない者もいる。彼らには、必要に応じて傷薬や包帯を供出しなければならなかった。

			　そうしながらも、周囲の警戒は忘れない。

			　これまで辺境伯領軍の攻撃はなかったが、間違いなく追跡はされているはずだ。この大人数では、移動の痕こん跡せきを隠すのは難しい。徐じよ々じよに追い付かれていると考えたほうがいいだろう。

			　この状況を打開するための策はある。

			　だが、そこまで敵に追い付かれないまま、落らく伍ご者しやを出さずに辿り着くのが難題だった。

			「おい、人形」

			　そうして見回りをしていると、ベルタが声をかけてきた。

			「スライムに声をかけてこなくていいのか。そろそろ、交代の時間だろう」

			「……ああ。そうでしたね」

			　気を回すことが多過ぎて忘れていたのを、わざわざ教えてくれたらしい。

			「ありがとうございます」

			「ふん。礼などいい」

			　そっぽを向くベルタに感謝の言葉を告げたわたしは、自分たちの魔動車に向かった。

			　なかには、ご主人様が寝かされていた。

			　エドガールの攻撃で毒を喰らってしまい、継続的な回復魔法を受けなければ衰すい弱じやく死ししてしまう状態に、改善の兆きざしはない。たまに起きることもあるが、意識は朦もう朧ろうとしているようで、いまも苦しげにしていた。

			　痛々しい姿に胸が痛む。けれど、回復魔法の使えないわたしにできることはなかった。

			「リリィ姉様。そろそろ交代の時間です」

			「うん。ありがとう、ローズ」

			　ご主人様に回復魔法をかけていたリリィ姉様が、こちらに笑顔を向けてきた。

			　疲れた笑みだ。手元の魔法の輝きが消え失せる。

			「短い時間ですが、休んでください」

			「うん。そうさせてもらうね。あとはよろしく……」

			　そういうと、リリィ姉様はふらつきながら車を出て行った。

			　魔力を回復させる一番効率の良い方法として、スライムの姿に戻って休息を摂とるためだ。

			　姉様の本来の姿は大きいため、外に出る必要があった。

			　わたしは、ご主人様の護衛を引き継いだかたちになる。

			　ただし、もうひとつの役割である治療役については、代わりになることはできない。

			　わたしは車の隅すみで膝ひざを抱えて眠る真ま菜なの肩を揺すった。

			「起きてください、真菜」

			「ふ、ぁ……ん。ろーず、さん？」

			　真菜は珍しく寝ぼけた様子を見せた。こちらも疲れているのだろう。

			　回復魔法を使えるのは、リリィ姉様、ケイ、そして、真菜の３人だけだ。残りのひとりのケイもまた、車内で死んだように眠っている。魔力を振り絞ったせいだった。

			　真菜が寝ていたのも同じ理由で、少しでも魔力を回復させるためだ。

			　負担は大きいが、ご主人様に回復魔法をかける役は、この３人で回すしかない。

			　本来ならもう少し余裕のあるかたちになるはずだったのだが、辺境伯領軍の攻撃のせいで、移動しながらという無茶な状況になってしまっていた。

			　もともと、他のふたりとは比べものにならないくらいに、真菜の体は弱い。魔力量だって少ない。現在の状況が大きな負担になっていることは間違いなかった。

			「すみません、真菜。体がつらいとは思いますが、時間です」

			「……ああ。そうでしたね。すみません」

			　頭痛でもするのか、真菜はこめかみのあたりを押さえていた。

			　立ち上がろうとして、その体がふらつく。わたしはすぐに肩を支えた。

			「ありがとうございます」

			「いえ」

			　細い肩だ。ちょっと力を込めたら、砕けてしまいそうに思える。

			　けれど、いまは真菜に頼るほかない。

			　ご主人様の枕元に、真菜が腰を落とした。その手に回復魔法の白い光が宿った。

			　そのときだ。

			「……加か藤とうさん。それに、ローズか」

			　掠かすれた声があがった。

			　思わずわたしは、腕を回したままだった真菜の体を抱きすくめた。

			　横になったご主人様の目が、薄うつすらと開いていた。

			「ご、ご主人様！　目をお覚ましになったのですか」

			「……ああ」

			　返答があり、わたしは真菜と顔を見合わせた。移動中、何度か目を覚ましてはいたのだが、はっきりと意識が戻ったのはこれが初めてだったのだ。

			「おれは、トラヴィスと……あれは、夢だったのか？　いや。違う。あれは……」

			　曖あい昧まいな口調でつぶやきながら、ご主人様は上体を起こそうとする素そ振ぶりを見せた。

			「い、いけません、ご主人様。まだ無理はなさらないでください」

			　わたしは慌てて押しとどめた。

			　もっとも、そうするまでもなく、ご主人様は満足に半身を持ちあげることができなかった。

			　触れた体には、悲しくなるくらいに力がなかった。エドガールが用いた毒――『霊薬』が、その体を蝕むしばんでいるのだ。ただ、こちらに向けられた目は力を失っていなかった。

			「……悪いが、状況を説明してもらえるか」

			　わたしが体を支えながら水を飲ませたあとで、ご主人様は尋ねてきた。

			「ここはどこで……なにがあった？　どういう状況だ……？」

			「エドガールに襲しゆう撃げきされたのは覚えていらっしゃいますでしょうか。ご主人様は、エドガールの用いた勇者の遺産『霊薬』によって、お倒れになったのです」

			　真菜には回復魔法に集中してもらったほうがいい。ご主人様の疑問には、わたしがお答えすることになった。

			「『霊薬』……？」

			「伝説のなかでは、騎士の祈りを込め、命を込めることで発動する魔法道具として語られているものです。『殉じゆん教きよう者しやの矢』ともいいます」

			「なるほど。勇者に由来する毒物か。それで、おれは倒れたんだな……」

			　受け答えは少しつらそうだったが、思考はしっかりとしているようだ。

			　納得した様子で顎あごを引いたご主人様に、わたしは続けた。

			「ご主人様が意識を失ったあと、わたしたちは村を出ました。いまは樹海を北の方角に向かっております。マクローリン辺境伯領軍が迫っていると、報せがあったためです。辺境伯領軍について知らせてくださったのは、ディオスピロに駐留するアケル国軍のアドルフさんでした。偽勇者としてご主人様の討とう伐ばつを謳うたった辺境伯領軍の兵力は約５０００。その陣じん容ようをガーベラが確認しましたが、正面から攻撃を受ければひとたまりもないと言っていました」

			「辺境伯領軍が……？」

			「はい。恐らく、エドガールの奇襲もそれに呼こ応おうしたものだったのでしょう。最初、わたしたちは『ご主人様が偽勇者だ』という誤解を解こうと考えました。しかし、村にやってきたベルタにとめられました。それは無意味だと」

			「ベルタがいるのか？　……ああいや。それはいい。それよりも、誤解を解こうとするのが無意味というのは、どういうことだ？」

			「実のところ、アドルフさんから話を聞いた時点で、辺境伯領軍は思った以上に近くに迫っていたのです。具体的に言えば、隣のラファ村までです」

			「ラファ村まで……」

			　ご主人様は顔を歪ゆがめた。嫌な予感でもしたのかもしれない。そして、それは正しかった。

			「はい。残念ながら、ラファ村は辺境伯領軍の攻撃で滅ぼされました。村から逃げてきたエルフの証言では、話し合いの余地すらなかったと言います。これでは説得などできるはずがありません。ベルタの言い分は正しいものと考えて、わたしたちは村から逃げ出しました」

			「……馬鹿な。そんなの滅茶苦茶だ。おれのせいでラファ村が攻撃されたっていうのか」

			　さすがにショックを受けた様子のご主人様に、わたしは首を振った。

			「いいえ。ご主人様のせいではありません。わたしたちのことは口実だったのではないかというのが、リアさんやヘレナさんをはじめラファ村のエルフたちの住人の考えです。実際、村を襲った辺境伯領軍の者は『邪悪なエルフを殲せん滅めつする』と言っていたそうです」

			「エルフを精霊使い……というか、モンスター使い、人類の裏切者だと見み做なしてか」

			「そういうことになります」

			　もともと、アケルという国自体が、歴史的にマクローリン辺境伯に対して良い感情を抱いていなかったのもあり、エルフたちは辺境伯領軍への怒りを燃やしていた。この逃避行がどうにか成立しているのには、その憤いきどおりが発はつ奮ぷん材料になっている部分もあるかもしれないと、真菜が語っていたくらいだった。滅茶苦茶なことをしたマクローリン辺境伯への敵意が、ただでさえ結束の固いエルフたちを強くひとつに纏まとめているのだ。人は意思をひとつにしているとき、殊更に大きな力を発揮する。いまはどんなものでも、役に立つならありがたかった。

			「不幸中の幸いは、村長であるメルヴィンさんが生きていたことです。村のエルフの大半を逃がしたあとで、メルヴィンさんは戦える村人たちの一部を指揮して、辺境伯領軍に抵抗したのですが、いよいよ村が滅ぼされるという段になって、乱入したベルタに命を救われたのだそうです。大怪け我がをしていますが、命に別状はありません」

			「そうか。それは、本当によかった。ベルタには礼を言わないとな」

			「はい。ベルタはその後も、わたしたちの護衛をしてくれています。また、工く藤どう陸りくからの手紙も携たずさえていました」

			「……手紙？」

			「それについてはわたしから」

			　真菜が口を開いた。

			「すみません。先輩宛あての手紙でしたが、緊急事態でしたので、わたしとリリィさんとで読ませてもらいました」

			「それはかまわない。どんなことが書いてあったんだ？」

			「工藤陸は『連絡を取り合おう』という先輩の申し出を受け入れて、情報交換をしようとベルタに手紙を持たせたのだそうです。手紙には、偽勇者の正体について書かれていました。工藤陸の話によれば、帝国南部で噂話が流れている偽勇者の正体は、探索隊の離脱組だったということです。詳細については省はぶきますが、どうも離脱組がモンスター討とう伐ばつに失敗して、それが結果的に偽者の仕し業わざと解釈されたということでした」

			「……そうか」

			　ご主人様は顔を顰しかめていた。言いたいことはあるのだろうが、いまは他にもっと大事なことがあると判断したのだろう。真菜も話を先に進めた。

			「本物の転移者が偽者扱いされている以上、わたしたちも偽勇者と勘違いされる可能性があると書かれていました。もっとも、それはあくまで今後帝国を訪れる機会があれば、注意をしたほうが良いという話であって、離れたアケルにいる先輩がすでに偽勇者扱いされていることまでは、どうやら予想できなかったようですけれど」

			「それはそうだな。なにもかもが滅茶苦茶だ」

			「そうですね」

			　真菜は頷うなずいて、眉根を寄せた。

			「それにしたところで、少し度が過ぎる気がしないでもないですけど」

			「真菜？」

			「……いえ。なんでもありません」

			　わたしが首を傾げると、真菜はかぶりを振った。

			「ローズさん、続きを」

			「あ、はい。わかりました」

			　なにか気になったことがあったようだが、確かにいまは説明が優先だった。

			「ええと、ご主人様。とにかく、わたしたちはエルフたちと一緒に、村から逃げ出したわけです。これが３日前のことになります」

			「３日も……」

			　ご主人様は軽く目を見開いた。

			「よく追い付かれなかったな」

			「そのあたりは、真菜に手段を講こうじてもらいました」

			「どうしたんだ？」

			「わかりやすく言えば、身代わり作戦です。わたしたちが村を出て、辺境伯領軍がやってくるまでの間に、ガーベラとあやめには別行動を取ってもらいました。ガーベラには近隣のモンスターを捕獲して村に集めてもらい、あやめには辺境伯領軍がどれだけ近付いてきているのかを確認してもらったのです」

			　モンスターの捕獲は、強大な単独戦闘能力を持ち、他者の捕獲に長たけたアラクネのガーベラだからできたことだった。また、リリィ姉様がご主人様の治療をしていて動けない現状、小さな体で敵に見付かりづらく、鋭い嗅きゆう覚かくで索さく敵てきができるあやめの働きも必須のものだった。

			「あとは辺境伯領軍がやってくるタイミングを見計らい、集めたモンスターを解き放ちました」

			「村に放ったモンスターと、辺境伯領軍を噛み合わせたわけか」

			　ほうと、ご主人様が息をついた。

			「足留めできるうえに、こちらの戦力の摩耗も防げる。さすがは加藤さん。頼りになるな」

			「本当に。容よう赦しやがないのが素敵だと思います」

			「……褒ほめてくれているのはわかるんですけど、その表現はちょっと複雑です」

			　褒めたのになぜか真菜には眉尻を下げられてしまったが、実際、その働きは称賛に価あたいするものだった。

			　今回の策は、その場で思い付いたのではなく、真菜はだいぶ前から――それこそ、こんなふうに辺境伯領軍の攻撃がある前から、何者かに襲しゆう撃げきを受けた場合のことを考えていたらしい。想定していたのは聖堂騎士団の襲撃だったようだが、いくつか考えておいた策のひとつが嵌はまったかたちだった。

			　ちなみに、他の策としては、繁はん殖しよくした群ぐん青じよう兎うさぎの巣穴の近くをすり抜けることで、追ってきた辺境伯領軍と戦わせるというものもあったのだが、これについては断念している。わたしたちだけならともかく、村のエルフたちと同行している以上、リスクが大き過ぎたからだ。残念ではあったが、いまの自分たちにできるベストを尽くすしかなかった。

			「辺境伯領軍は、村に集められたモンスターを攻撃したことで、時間を浪費しました。もともと、ベルタが辺境伯領軍の存在を知らせてくれたお陰で、早く村を出られていたのもあって、かなり距離は開けたはずです」

			「それはなによりだ。よくやってくれたな」

			　ご主人様はそう労ねぎらったあとで、心配そうに眉を寄せた。

			「だが、これからのことはどうするんだ？　いつまでも逃げ続けてはいられないだろう。行くあてはあるのか？　……いや待て。さっき、北に向かっていると言っていたか」

			　尋ねているうちに気付いたらしい。目を細めたご主人様に、わたしは頷うなずいた。

			「お気付きになられましたか。そうです。方法がひとつだけあるのです」

			　わたしたちは、ただ闇やみ雲くもに逃げているわけではない。ちゃんと目的地があった。

			　提案したのはロビビアだった。

			　普段なら意外だが、今回に限っては必然と言ってもいい。なぜなら、そこは彼女にとって最初に思い付く場所だからだ。

			「アケル北部の昏くらき森……正確に言えば、その周辺を覆おおい尽くした『霧きりの結界』が目的地になります」

			「……なるほど、考えたな。あの霧は迷いの魔法がかかっている。大軍の統制なんて取れない。それに、たとえ統制が取れたとしても、逃げる相手の追跡は困難だ。加えて、おれたちにはロビビアがいる」

			「その通りです。あの霧は、ドラゴンにだけは効果が及びません。あのなかでなら、わたしたちが辺境伯領軍に捕まることはないでしょう」

			「そこまで逃げられるなら希望はあるか。『霧の結界』に辿り着くまでどれだけかかる？」

			「急げば２日です。多少無理をすることになりますが、明後日あさつてのお昼頃には辿り着くことができるでしょう。このままいけば、恐らく、辺境伯領軍に追い付かれる前に逃げ込めます」

			　どちらかといえば、落伍者を出さないように気を付けることのほうが重要だった。

			　もちろん、気を抜くことはできないが、絶望的な状況というわけではない。それがわかったのだろう。ご主人様は深く安あん堵どの吐と息いきをついた。

			「……そうか。よかった」

			　言ったところで、何度か強く目を瞑る。目の焦点が微妙に合っていなかった。

			　安心したせいで疲れが出たに違いなかった。

			「お疲れでしょう。無理はなさらないでください」

			　起きていたのは短い間だが、その身は毒に蝕むしばまれている。体力なんてゼロに等しい。現状について、他にも話をしたいことはあったし、他のみんなとも言葉が交わせればよかったのだが、こればかりは仕方ない。次の機会を待つべきだった。

			「心配なさらないでください、ご主人様。『霧の結界』で時間を稼げば、状況は変わります」

			　安心して眠っていただくために、わたしは言葉を重ねた。

			「いまのところ身動きが取れないアケルの軍にも、いずれは開拓村での出来事が伝わります。シランさんの見立てでは、自国の民が理不尽に殺されたとなれば、アケルとしても黙っていないということです。聖堂騎士団がいる以上、積極的な攻勢には出られないにせよ、わたしたちを保護する方向で動いてくれる可能性は大いにあります」

			　そうでなくても、『霧の結界』に逃げ込みさえすれば、ゆっくり対策を立てることが可能だ。打開策を練ることは可能なはずだった。

			「お休みください。その間のことは、お任せを」

			「……わかった」

			　そう言ったときには、ご主人様はすでにまどろみかけていた。

			　その唇が、輪郭の不明瞭な声を紡つむいだ。

			「眠ったら、また……いや。おれも、戦わなきゃ……だな」

			「……ご主人様？」

			　よくわからない台詞せりふだった。けれど、どういう意味なのか話を聞く時間はなかった。

			　ご主人様は、もう半分以上、眠りのなかにいたからだ。

			「なあ、ローズ……ちょっとでいい。手を握っていてくれないか？」

			　まぶたを閉じたまま、ご主人様は、うわ言のように言った。

			　体が弱れば心も弱るというし、不安なのかもしれない。

			　あるいは、それだけが理由ではないのかもしれないが。

			　いずれにしても、拒否などするはずがなかった。

			「わかりました」

			　わたしはご主人様の手に触れた。すると、わたしよりも一回り以上大きな手が、指先を掴んだ。指の間を指で割るようにして、しっかりと手と手が繋がれる。

			　躊躇ためらいつつも、こちらからも握り返した。

			　こんなときだというのに、胸のなかに生まれたのは喜びだった。求められることが、ただただ嬉しい。喜びが膨ふくれ上がって、なにか大きな衝動が生まれるのが自覚できた。

			　まだわたしには、それがどういう感情なのかわからない。だから衝動は行き先もなく、ほんの一瞬、どうしようもなく全身を震えさせた。戸惑うほどに強くて原始的な感情のうねり。それをやり過ごすと、代わりに別の衝動が沸き上がった。

			　今度は、それがなんなのかわかった。

			　強烈なまでの庇ひ護ご欲。主の盾として在る、わたしの存在理由だった。

			「ご主人様……」

			　戦鬼の奇襲を受けたとき、傍にいたのに守れなかった悔しさ。不甲が斐いなさ。

			　守りたいという衝動とともに思い出される、これまでの日々。

			　そして、まだ名前を付けることのできずにいる、ご主人様へのこの想い。

			　目の前で、弱り切ったご主人様の姿を見ていると、ありとあらゆる感情が綯ない交まぜになって、シンプルな決意に帰結する。

			「なにに代えてでも守り抜きます、ご主人様」

		

	
		
			　

			03　灯火の世界での攻防

			　

			　――そして、おれは目を開けた。

			　そこにあるのは、灯ともし火びの世界。どこまでも続く暗闇に、おれは灯火と化して浮かんでいる。

			　灯火には、二重写しになって、自分自身の像が見えた。

			　前にも来たことのある不思議な空間だ。おれと眷けん属ぞくたちだけが存在できる場所だった。

			　だが、いまはそこに腐臭が漂っていた。エドガールの攻撃で受けた『霊薬』がもたらしたもの。堪たえがたく吐き気をもよおす悪臭だった。

			「お帰りなさい、真ま島じま孝たか弘ひろ。悪夢の世界にようこそ」

			　暗闇の奥底から、かつて開拓村を襲った聖堂騎士団第四部隊隊長、トラヴィス＝モーティマーの顔が現れた。

			　酷ひどい有様だった。横断した深い裂傷に両目は潰されて、顔の輪りん郭かくはどろどろに溶けている。元が端たん整せいな顔立ちだっただけに、その様はよりいっそうおぞましかった。

			　出来の悪い粘ねん土ど細工のように成り果てたその手が、おれの手首を掴んでいる。

			　握る力は凄すさまじい。手首が、みしみしと嫌な音を立てていた。

			「ぐ……」

			　身の毛がよだつ。自分の根幹が脅おびやかされる感触があった。

			　思わず顔を顰しかめたおれを見て、トラヴィスが溶けた口元を大きく歪ゆがめた。

			　笑ったのだ。悪意が滴したたり落ちるような表情だった。

			「魂たましいを侵される気持ちはどうですか」

			　……魂。

			　そうか、ここにいる自分は魂だけの存在なのか。

			　初めて告げられる事実ではあったが、あまり驚きはなかった。すんなりと納得していた。これまでにあった出来事から、そんなところではないかと考えていたからだ。

			　だから、重要なのはそこから導き出される現在の状況のほうだった。

			　悪意を込めてトラヴィスが告げた事実からすると、おれは魂そのものを攻撃されていることになる。勇者の末まつ裔えいであるトラヴィスが受け継いだ『聖眼』の異能には、そのような機能はないはずだから、これはローズから聞いた『霊薬』の効果だろう。

			　これで、およそ状況は把は握あくできた。吐と息いきをひとつついてから、おれは問い掛けた。

			「……トラヴィス。お前、どうしてここにいるんだ？」

			「不思議ですか。わたしがここにいるのが」

			　溶けた顔が、にたりと歪んだ。

			「どうして自分が苦しめられるのか、疑問ですか」

			　苦しむおれの姿を見るのが楽しいらしい。見た目以上に、その感情こそが醜しゆう悪あくだった。

			「つらいですか。苦しいですか。惨みじめですか」

			　かさにかかって言い立ててくる。

			「ふ、ふふ。ふはっ。いいザマですね。あなたは……」

			「勝手に勘違いして悦えつに入いるなよ、みっともない」

			　口を挟むと、トラヴィスが嘲笑を固まらせた。反撃が来るとは思っていなかったらしい。

			　もっとも、こいつに付き合ってやる義理はなかった。

			「勘違いするな。『お前はどうしてここにいるのか』って、おれは訊きいたんだ。おれが魂たましいだけの存在だってことは、お前もそうなんだろう。お前こそ、そのザマはどうしたんだ？」

			　状況を把は握あくしたいま、予想することは難しくなかった。

			「過去の勇者の遺物のひとつ『霊薬』……あるいは『殉教者の矢』か。騎士の祈りを込めて、命を賭とすことで発動する特級の魔法道具だそうだな。お前がここにいるのは、その効力だ。だけど、だとすれば、おかしなことがひとつある。なにがあろうと、お前が自分の命を捧げるわけがないことだ」

			　大した付き合いがあるわけでもないが、トラヴィスが自じ己こ犠ぎ牲せい精神とは無縁な人間であることくらいはわかる。それなのに、トラヴィスがここにいる理由は……。

			「お前、魂を引き剥はがされたな？」

			　無論、詳しい経緯はわからない。おれたちとの抗争とは無関係に目を潰されていたことが関係しているのかもしれないが、実際のところは知らない。ただ、確かなことがひとつある。

			　自分の立りつ身しん出しゆつ世せのために他人を使い潰してきた男は、最後に使い潰されたということだ。

			「……ぁあああ！　貴様！」

			　トラヴィスが激げつ昂こうした。

			　当たらずとも遠からずと言ったところだったのだろう。噛かみ殺さんばかりの表情だった。

			「貴様！　貴様のせいだ！　貴様のせいで、わたしはぁああ――ッ！」

			　やはりこの状況はトラヴィスの本意ではないようだ。

			　とはいえ、おれのせいというのは筋違いだったが。

			「おれのせい？　馬鹿を言うなよ」

			　シランの故郷のケド村に身勝手な理由で攻撃を仕掛けてきたのはトラヴィスだ。反撃を受けて、その結果どうなろうと、そんなのは自業自得だ。責任転てん嫁かも甚はなはだしい。

			　付き合ってなどいられなかった。だから――。

			「……き、貴様!?」

			　狼ろう狽ばいした声があがった。こちらの手首を握り締めて、のしかかるようにしていたトラヴィスを、おれがわずかに押し返したからだ。

			「貴様……！　どうやって！」

			「……別に。不思議なことじゃない」

			　凄すさまじい負荷があったが、表情には出さない。おれは鼻を鳴らした。

			「『霊薬』は『騎士の祈り』を力とするものだそうだな。だけど、この分だと、それが他のどのような念であっても『霊薬』は稼働するんだろう。たとえば、お前のような怨おん念ねんであったとしてもだ。魂たましいを込めて、その意志力を毒の刃と化す勇者の遺物。それが『霊薬』の正体だ」

			　込めた魂が強力なものであるほど持続性は上がり、対象への攻撃的な意思を持つほど威力が増す。その点、トラヴィスを生いけ贄にえに選んだ人間は、よくわかっている。

			　何十、何百という他者を踏み躙にじり、食い物にする捕ほ食しよく者としての心。

			　良し悪しは別にして、トラヴィスという男が特級の精神力を持っていることは間違いない。

			　加えて、おれに反撃され、破滅したことへの恨みと怒りの念は強烈なものだ。

			　そうした負の感情が、対象を蝕むしばむ『霊薬』の力の源泉になっている。

			　恐らく、『霊薬』としての効果は、過去、類るいを見ないほどに性質の悪いもののはずだ。

			　対象者はひたすら堪たえるほかにすべはない。

			　普通ならば。

			「魂に作用する勇者の力と、他者を踏み躙にじる悪意ある魂。確かに『霊薬』トラヴィスは凶悪だ。だがな……」

			　おれは正面から、トラヴィスの顔を睨にらみ付けた。

			「それらに対抗するものを、こちらも持っていれば、話は別だろう？」

			「貴様……」

			「能力を深めることによる『魂の変質』。前からシランに指摘されていたことだが、言い換えれば、おれの能力は魂に作用しているということだ」

			　そもそも、魂なんてものを攻撃する『霊薬』トラヴィスには、本来なら一方的に蝕まれるしかない。それなのに、こうしてトラヴィスを認識できているのは、おれの能力によって作られたこの灯火の世界もまた、魂に作用する性質を持っているからだった。

			「だ……だからどうしたというのです！」

			　トラヴィスが表情を引き攣つらせた。

			「その程度で、わたしを打ち破れるとでもいうつもりですか！」

			　のしかかる圧が強くなった。

			　拮抗していた力関係が、また劣勢に変わっていく。負荷が大きくなり、苦しさが増す。

			　けれど、これでいい。

			　それはつまり、トラヴィスに消しよう耗もうを強いているということでもあるからだ。

			　おれと違って、こいつは肉体を離れている。消耗すれば、それまでだ。

			　悪い状況ではない。付け加えれば、これで終わりでもなかった。

			「は、はは……はははははっ！　少し驚かされましたが、所詮、あなたはそこどまりです」

			　優位を取り戻したことで、トラヴィスの怨霊が嗤わらった。

			「あなたでは、わたしを打ち破ることなどできはしない！」

			「……ああ。その通りだ。分くらい弁わきまえてるよ」

			　トラヴィスの言い分を、否定はしなかった。

			「おれの力なんて、ここどまりだ」

			　そんなの言われるまでもなかった。自分の力の限界なんて、とうの昔に知っている。

			　だからこそ、こう言い返すこともできた。

			「それがどうしたっていうんだ？」

			「な……っ！」

			「そんなの、どうだっていいことだ」

			　おれはそう言い切れた。なぜならば……。

			「悪いけどな、この力は、おれひとりで戦うためのものじゃないんだよ」

			　

			「その通りよ、旦那様」

			　落ち着いた声が暗闇に響く。次の瞬間、灯火の世界に白い霧が満ちた。
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			「なに……!?」

			　これは予想外だったのだろう。慌てふためくトラヴィスが状況を把は握あくするより前に、薄らとした霧きりが渦を巻き、無数の蔓つるに姿を変えた。

			　四方八方から伸びる蔓が、瞬く間にトラヴィスの体に巻き付いた。

			「こ、これは……？」

			「よくやってくれた」

			　おれが労ねぎらいの言葉を口にすると、唖あ然ぜんとしていたトラヴィスは憎々しげな目を向けてきた。

			「まさか、これは貴様の眷けん属ぞくの……」

			「ああ。そうだ」

			　頷うなずいた。

			「サルビアとアサリナ。ふたりとも、おれと一体になっているせいで、ここで一緒に『霊薬』に蝕むしばまれていた。だから、逆におれが反撃するときには、こうして力を貸してくれることもできるわけだ」

			　殴られる距離にいるのなら、殴り返すこともできるのが道理だろう。ましてや、ここはおれたちの世界なのだ。

			　勇者の遺物を用いたトラヴィスに対抗するために、サルビアとアサリナのふたりは力を合わせる方法を選んだようだ。それが、トラヴィスを拘こう束そくする、この蔓だった。

			「サルビア。アサリナ。力を貸してくれ」

			「もちろんよ、旦那様」

			「サマッ！」

			　求めれば、力強い声が返ってくる。

			「旦那様から、離れなさい！」

			「サマ――ッ！」

			　おれからトラヴィスを引き剥はがそうと、蔓つるが力を加え始めた。

			　それに合わせて、おれも全力で抗った。

			「剥がれ落ちろ、トラヴィス……！」

			　全身全霊を振り絞る。歯を食いしばって負担に堪たえる。

			　脳裏には、眠りに落ちる直前に交わしたローズとの会話があった。現実世界では、彼女たちも必死で頑張っている。だったら、自分だって力の限り戦わなければならなかった。

			「ここは、おれたちの世界だ。出ていけ、トラヴィス！」

			　形成が逆転する。トラヴィスの腕は、わずかずつ引き剥がされていった。

			「旦那様、頑張って！」

			「サマー！」

			　トラヴィスの存在が揺らぐ。この世界から剥はく離りし始める。

			　あと少しだ。もうちょっとで……！

			「……く、くくくっ」

			　と、そのときだった。

			　灯火の世界に、嗤わらい声が響いた。

			「くふっ、ふふふ。ふふふふふ」

			　トラヴィスが笑っていた。

			　特有の嫌らしい笑い方だった。

			　無視してもよかった。けれど、なぜだろうか。そこには不吉な空気が漂っていた。

			「なにがおかしい……？」

			「いえなに。まさか、こんなことになるとは思いませんでしたからねえ」

			　不気味なくらいに静かな返答だった。

			　こうしているいまも引き剥はがされそうになりながら、トラヴィスは余裕を取り戻していた。

			「さすがは数々の危機を乗り越えてきただけのことはあります。……ですが、いいのですか？」

			　なにがトラヴィスを余裕ぶらせているのか。嫌味たらしい口調で問い掛けてくる。

			「自分の内側に集中しているうちに、取り返しのつかないことになるかもしれませんよ？」

			「なにを……」

			　と、言いかけて気付いた。

			　というより、届いたと言うべきか。

			　暗闇が震えていた。

			「これは……」

			　どこにいようと感じ取れる。たとえ、このような特殊な場所にいようとも。

			　おれたちは繋がっているのだから。

			「みんな……？」

			　それは、パスを介して届いた眷けん属ぞくたちの動揺だった。

		

	
		
			　

			04　逃避行での防衛戦　～ローズ視点～

			　

			「敵！　近付いてきます！」

			　精霊によって周囲を警戒していたリアさんが叫んだのは、夕刻前のことだった。

			　ご主人様と言葉を交わしたあとしばらく経って、休憩を終えたリリィ姉様と護衛を交代すると、わたしはエルフたちと肩を並べて歩いていた。

			「攻撃！　上です！」

			　悲鳴のようなリアさんの警告と、敵の攻撃は同時だった。

			　まだ距離はかなり離れていたが、敵は遠距離攻撃を仕掛けてきたのだ。

			　森のなかの道を歩くエルフたちを横合いから襲う、弓矢による攻撃だった。

			　山なりに放たれた矢は、エルフたちの頭上に雨のように降り注いだ。

			「おのれ、敵襲か！」

			「させるものか！」

			　ぎりぎりでガーベラとベルタが動いた。

			　矢を防ぐために蜘く蛛も糸が振り回され、触手が飛び交う。

			　遅れてエルフたちの悲鳴があがった。

			　位置的に近かったのもあり、わたし自身は、ご主人様や真菜が乗っている車を守るために動いていた。

			　斧を振り回して矢を弾く。そのときには、周囲はパニックに陥りかけていた。

			　蜘く蛛もの子を散らすように、エルフたちは安全な場所を探して動き出そうとした。

			　その寸前、シランさんが叫んだ。

			「落ち着きなさい！」

			　頬ほおをひっぱたかれたかのように、エルフたちが動きをとめた。

			　そうさせるだけの力が、彼女の声には含まれていた。

			「みんな、一箇所に集まりなさい！」

			　守る対象がばらばらに動かれてはやりづらい。戦える頭数が少なければ尚更だ。さすがは同盟騎士団の元副長と言うべき、速すみやかで的確な判断だった。

			　不幸だったのは、その指示に従うだけの素早さが、エルフたちになかったことだった。

			　とはいえ、これは責められない。彼らはただの村人であって、騎士でも兵士でもなく、村から逃げ出したせいで精神的に参っており、不意打ちを喰らって混乱していた。

			　それに加えて、敵の動きが早かった。エルフたちがやっと反応したときには、すでに第二射は放たれていたのだ。今度は魔法まで混ざっていた。

			　シランさんのお陰で、ばらばらになっていなかっただけましとはいえ、それでも集団は少し広がっていた。さすがのガーベラとベルタも守り切れず、方ほう々ぼうで悲鳴があがった。

			「なんなのだ、これは！」

			　ガーベラが呻うめき声をあげた。

			　彼女は蜘蛛糸を放ったあとで、エルフを狙って放たれた炎弾を咄とつ嗟さに蜘蛛足で叩き潰した。かなりの力量の魔法使いの放ったものだったのか、魔法道具の助けでも借りているのか、白い毛が飛び散って、ガーベラの体勢が崩れた。

			「ぐっ、まさか追い付かれたというのか……！」

			「そんなはずはありません！」

			　シランさんが否定した。

			「５０００の大軍ともなれば移動速度に限界があります。我々の足も速くはありませんでしたが、それでもまだ追い付くような時間ではないはずです！」

			「だが、現に我らは攻撃を受けておるではないか！」

			「……問答をしている暇ひまはない。次がくるぞ！」

			　ベルタが唸うなり声をあげる。容よう赦しやのない攻撃が再び襲いかかってきた。

			　なんとか凌しのぐが、また怪け我が人が出てしまい、苦痛に喘あえぐ呻き声が増えた。

			「くそっ！　好き勝手やりやがって！」

			　先頭付近でエルフたちを守っていたロビビアが舌打ちをした。

			　服を纏まとめる帯を引き抜いて、小柄な体をドラゴンのものに変える。

			「ガアァアア！」

			　ロビビアは咆ほう哮こうをあげると、折れた腕を庇かばいながらも、矢の飛んできた方向に駆け出した。

			　これ以上やられる前に、先手を打つしかないと考えたのだろう。咄とつ嗟さの判断としては、悪くないもののように思えた。

			　だが、そこでシランさんが、ばっと振り返った。多人数での戦闘経験が豊富な彼女は、常に視野を広く保っていた。そのために、最初に気付いたのだろう。

			「逆側！　来ます！」

			　さっきまでとは逆方向から矢の雨が飛んできたのは、次の瞬間のことだった。

			「まさか、二手に分かれておったのか……!?」

			「ぐるぅうう……！」

			　ガーベラとベルタがエルフたちを飛び越えて逆側に回り、からくも攻撃を防いだ。

			「ぎゃおっ！」

			　あやめも防御に加わり、炎弾を吐き出して矢を迎撃した。

			　背後が大変なことになっていることに気付いたロビビアが、慌てて振り返った。

			　こちらに戻ってこようとする、その背中に、矢と魔法が降り注いだ。

			「グァアァ!?」

			　攻撃を集中されたロビビアが、足を滑らせて転倒した。

			　かなりの痛手だったのか、苦痛に喘あえぐ彼女はすぐに立ち上がれない。

			　そうする間にも、挟み撃ちの矢はエルフたちに降り注いでいて――

			「わたしがフォローするよ！」

			　――魔動車のなかから、リリィ姉様が飛び出してきた。

			「やぁあ！」

			　軽やかに駆け回り、槍やりを片手に防衛に回る。飛んできた矢が、次々に弾き飛ばされた。

			　さすがの働きだが、姉様の表情は厳しい。

			　この状況なら、槍を振り回すよりも風属性の魔法のほうが使い勝手はいいはずだ。広範囲に展開すれば、敵の矢も魔法も同時に防ぐことができるからだ。それを使わないのは、魔力量が心こころ許もとないからだろう。

			　リリィ姉様も状況を悪化させないだけで精一杯。いまはできることをやるしかない。

			　ケイも剣を片手に車内から飛び出してきて防衛に回り、魔力欠乏に陥おちいったシランさんでさえも剣を握っていた。

			　みんな、エルフたちを守るのに手一杯だった。

			　その防御さえ満足なものではなかった。

			　エルフたちが一箇所に纏まとまってくれていればよかったのだが、そうでないために、この人数では守る範囲が広過ぎた。

			　さっきのシランさんの指示に、エルフたちがすぐに従ってくれれば、話はまた違っただろう。だが、ただの村人でしかない彼らにそこまでの臨りん機き応おう変へんさは求められない。いまとなっては、すでに怪け我が人が出てしまっているために、尚更、指示に従うことは困難だ。対処をするのなら、こうなる前でなければならなかった。

			　これが普段のわたしたちなら、もう少しうまくやれただろう。

			　けれど、いまのわたしたちは様々なものを欠いていた。

			　

			　――精神的な主柱であるご主人様が不在なこと。

			　――頭脳として貢こう献けんし続けた真菜の知恵を借りられないこと。

			　――最大戦力のひとりであり、長姉であるリリィ姉様の参戦が遅れたこと。

			　

			　欠けた歯車のせいで、すべてが少しずつずれていた。

			　このままでは、いいようにやられてしまう。

			「一度、態勢を立て直さないと……！」

			　わかってはいるのだった。

			　けれど、誰もがすでに手一杯で、現状打破の一手を打つ余裕がなかった。

			　わたし自身、ご主人様の乗る車を守ること以外できなかった。斧を振るいながら打開策を必死で考えるが、妙案なんてそう都合良く思い付くはずもない。

			　破滅という単語が脳裏を過よぎった。絶望的な想いが、胸のなかで水位を増していく。ああ。駄目だ。このままではいけない。どうにか、どうにかしなければ……。

			　と、空転していた思考が、次の瞬間、硬直した。

			「……え？」

			　気付いたのは、わたしが最初だったはずだ。

			　守っている魔動車のなかから、ふらりと現れる人影があったのだ。

			「だ、駄目です、先輩！」

			　ご主人様だった。傍そばには真菜の姿があり、外に出るのをとめようとしていた。

			　それも当然。ご主人様の顔は青白く、ひどく憔しよう悴すいしていた。どう見ても立ち歩いていいような状態ではなかった。矢の飛び交う外が危険だというのもあったが、それ以前の問題だ。体だってふらついており、いつ倒れてもおかしくなかった。

			　それでも、表情だけは決然としていた。

			　自分の為すべきことをわかっている者の顔だった。

			　……為すべきこと？

			　それは、なにを？

			　そこまで考えたところで、人形の体が崩れてしまいそうな衝撃が心に走った。

			　ご主人様がしたいことは、いつだって決まっている。

			　大事なみんなを守ることだ。

			　もう二度と、取り落とさないことだ。

			　それはとても美しく、決して曲がることのない願い。

			　ゆえに迷いなく手をかざすと、ご主人様はかさついた唇で言葉を紡つむいだ。

			　

			「――魔法『霧きりの仮宿』」

			　

			　それこそが、現状打開の一手。

			　爆発的な勢いで発生した霧が、周囲一帯を覆おおい尽くした。

			　視界が潰れ、ありとあらゆる行動が制限される。

			　だが、ご主人様と、その眷けん属ぞくにとってはそうではない。

			　そもそも、わたしは視界で世界を見ているわけでもないので関係ないが、それ以外のみんなにもパスを介して、ご主人様とサルビアが『霧の仮宿』で得ている情報が流れてきていた。防衛戦を続けることに支障はない。

			　もうひとつ大きく状況を変えたのは、魔法の霧が敵を捕ほ捉そくしていたことだった。

			　１００名ほどの部隊がふたつ、道の左右にそれぞれ配置されているのがわかった。

			　大軍に追い付かれたにしてはあまりに早過ぎると思っていたが、どうやら追い付いたのは敵の本隊ではなかったらしい。

			　だとすれば、やりようはあった。

			「あやめ！　ロビビア！　いまのうちにやれ！」

			　ご主人様が叫んだ。

			　場所がわかっていれば反撃ができる。部隊のそれぞれに対して、あやめの吐き出す炎弾と、上体を起こしたロビビアの竜の炎が吐き出された。

			　距離はあったが、それでも悲鳴があがった。

			　その間にも、敵からは散発的な攻撃があった。

			　けれど、それはわたしたちに対処可能な範はん疇ちゆうに留まっていた。

			　形勢逆転だった。奇襲を仕掛けてきた敵に、一矢報いることができたのだ。

			　そのままいけば、大きな損害を与えることさえできたかもしれない。

			　けれど、敵は賢明だった。

			「撤てつ退たいしていく……!?」

			　これ以上は損害が大きいものと判断したのだろう。

			　追い打ちをかけるチャンスではあった。

			　けれど、こちらにその余裕がなかった。

			　エルフたちは傷付いており、すぐにでも態勢を整える必要があった。

			　そうでなければ、攻撃が再開されて元もとの木もく阿あ弥みということにもなりかねなかった。

			　それに、わたしたちに有利をもたらしてくれた霧きりの魔法は、これだけの濃さで展開しては数秒程度しかもたない。撤退する敵の位置はすでに曖あい昧まいなものになっていた。

			　そして、それ以上に大きな問題があった。

			「どうにか、なったな……」

			　急速に晴れていく霧のなかで、ご主人様がつぶやいた。

			　真菜に寄り添われてかろうじて立っているものの、顔色は真っ青だった。

			　全力疾走でもしたかのように大きく肩が上下している。

			　たとえ数秒でも、魔法を展開できたのが信じられないくらいだった。

			「ご主人様！」

			　わたしは駆け寄ろうとするが、その前にご主人様の体が傾いた。

			「急いで、態勢を……また敵が来る前に、早く……」

			　指示を出す声が途切れる。意識を失った体が、その場に崩れ落ちた。

		

	
		
			　

			05　逃避行の果て　～ローズ視点～

			　

			　ご主人様の魔法での介入により、わたしたちはからくも危険な場面を凌しのぐことができた。

			　けれど、それで一安心とはいかない。

			　わたしたちは変わらず、辺境伯領軍の本隊から逃げ続けなければならなかった。

			「……負傷者が問題ですね」

			　短い小休止を取ったところで、シランさんが疲れた声で言った。

			　襲しゆう撃げきのあと、わたしたちは負傷者の手当をするのに時間を取られてしまった。

			　また、怪け我がを押して移動は苦しい。速度はどうしても落ちていた。

			　もっとも、問題はそれだけではなかった。

			「……それよか、ちまちま攻撃されてることのほうがまずいだろ」

			　体中に包帯を巻いたロビビアが、ぼそりと言った。

			　彼女の言う通り、先程の追跡部隊は、あれから何度も攻撃を仕掛けてきていた。

			　もちろん、こちらも備えていたので、今度はきちんと対抗することができた。いまのところ、エルフたちにこれ以上の負傷者を出すことなく、敵を撤退させることに成功している。

			　しかし、その一方で、敵に大きな損害を強しいることはできていなかった。

			　恐らく辺境伯領軍は、大軍であるために動きの遅い本隊とは別に、精鋭の追跡部隊を編成したのだろう。どうも聖堂騎士団の助けを借りている気配もあった。

			　そのうえ、追跡部隊は狙いをエルフたちに絞っており、決して無理をしなかった。

			　エルフの集団は的が大きいため、遠距離からの攻撃が比較的容易であり、追跡部隊は距離を詰めることはなく、ほとんど嫌がらせみたいな攻撃を繰り返した。

			　だからと言って、こちらが反撃に出ようとすると、ふたつに分かれたもう一方の部隊が、別の方向から近付いてきて、エルフたちを脅おびやかした。

			「くそっ、鬱うつ陶とうしい」

			　がりがりと赤毛を掻かいて、ロビビアが罵ののしり文句を口にした。

			「正面からくれば、叩き潰してやんのによ！」

			「くぅー……」

			　あやめがぐったりとしながら鼻を鳴らした。

			　ガーベラがゆるゆると首を振った。

			「そうならないように、敵は動いておるのだろうな」

			　さすがにうんざりした様子だった。

			　向こうが好きなタイミングで攻撃を仕掛けてくるのに対して、常に敵を警戒していなければいけないこちらの消しよう耗もうは激しい。ガーベラでさえ、多人数を守る慣れない戦いをしていることもあり、一日以上にわたる執しつ拗ような攻撃で少し参っていた。

			　エルフたちは、その比ではない。

			「……間違いなく、敵の目的は足留めだろうな」

			　ベルタが唸うなった。

			「『霧きりの結界』への到着は、もう半日近く遅れが出ている。敵の本隊に、今日中には追い付かれてしまってもおかしくない。追い付かれてしまえば、そのまま呑のみ込まれて終わりだろう」

			　認めたくはない現実だが、否定することはできなかった。辺境伯領軍の本隊に追い付かれてしまえば、エルフたちも、ご主人様も、守り切ることは不可能だ。

			　それがわかっているから、みんな表情は優れない。あまり良くない雰囲気だった。

			「……とにかく、いまはみんなで力を合わせて頑張るしかありません」

			　そうした状況を把は握あくしたうえで、わたしはあえて声をあげた。

			　集まる視線を受けとめる。

			「『霧の結界』の範囲までは、あと少しなのです。ここを切り抜ければ、どうにかなります」

			　落ち込んだ者同士で顔を突き合わせていれば、どんどん暗くなってしまう。

			　それでは、できることもできなくなってしまいかねない。

			　現実を見据えるのは大事なことだが、未来には光を見なければいけない。

			　ご主人様がそうしてきたようにだ。

			　さいわい、話し合いをしているみんなのなかで、唯一、わたしだけは疲労と無縁だった。

			　戦いでの損傷も、部品を交換することで対応ができている。

			　身体的な負担がなく、まだしも余裕のある自分が、みんなを励はげます必要があると思った。

			「これからどうするかを考えましょう」

			「そうですね」

			　わたしの意図を理解したのか、シランさんが話の流れに乗ってきてくれた。

			「こうなれば、仕方がありません。ここからは休憩なしで一気に行きましょう」

			　シランさんからの提案に、わたしは少し驚いた。

			「一気に、ですか？」

			「ええ。『霧きりの結界』まで辿り着くだけでよいなら、みなの体力ももつはずです。無論、わたしたちはともかくとして、村のみんなは体力を使い果たしてしまうでしょう。しかし、たとえ体力が残っていたところで、追い付かれてしまえばどうしようもありません」

			「……なるほど」

			　説明をしてもらえば、シランさんの言い分には一理あると思えた。

			　もっとも、問題がないわけではない。

			「ですが、シランさん。そうすると『霧の結界』に辿り着いたときには、エルフのみなさんはろくに移動もできないくらいに疲ひ弊へいしていることになるのではありませんか」

			　わたしはシランさんの案の問題点を指摘した。

			「『霧の結界』に辿り着いても、十分に奥まで辿り着く前に足がとまってしまっては、結局追い付かれてしまうように思いますが」

			「そうですね。その可能性は、おおいにあるでしょう」

			　わたしの懸け念ねんを、シランさんは否定しなかった。

			「ですが、場所が『霧の結界』であるのなら、こちらが先手を取れます」

			「ほう！」

			　ガーベラが声をあげた。

			「それはつまり、反撃をするということかの？」

			　さっきまで翳かげりのあった表情に、光が差していた。

			「はい。どうせ追い付かれるなら、『霧の結界』でのほうが勝算はあるかと」

			「ふむ。なるほどの。それは悪くない。悪くないぞ」

			　ガーベラが不敵な笑みを浮かべた。

			　鬱うつ憤ぷんが溜まっているのだろう。戦いになることを歓迎している様子だった。

			　わたしも少し考えて、納得した。

			「……確かに『霧の結界』のなかなら、追跡をしている部隊も、いまのように遠くから攻撃はしづらいでしょうね。エルフたちを守る人手も少なくて済むというわけですか。リスクはありますが、このまま大軍に呑のみ込まれることを思えば勝算はありますね」

			　結局のところ、追い付かれるのを先さき延のばしにしているだけだが、この場合、その先延ばしには意味があった。

			「そのときは『霧きりの結界』で自由に動けるロビビアを頼ることになるわけですか」

			「そういうことになりますね」

			　わたしとシランさんが視線を向けると、ロビビアは唇を引き結んだ。

			「……ん。おれなら『霧の結界』のなかのことはわかるぞ」

			　以前に、キャスさんに竜りゆう淵えんの里まで連れていってもらったことがあるが、そのときは、濃い霧のなかを彼女の感覚頼りで案内をしてもらった。ドラゴン限定ではあるが、ご主人様の『霧の仮宿』の魔法と似たような効果が『霧の結界』にはあるのだった。

			「そのときは、頼りにさせてもらいますね」

			「……わかった」

			　ロビビアは、喉のどの奥をクルルルと鳴らした。戦意は十分のようだった。

			　ロビビアだけではない。みんな、表情が明るく力強いものに変わっていた。

			　反撃という言葉には、それだけの効果があったのだ。

			「ただし」

			　そうしたみんなの様子を確認したあとで、シランさんは続けた。

			「ここまで来れば、敵もこちらの意図を悟っているはずです。我々が『霧の結界』のなかで自由に動けることまでは知らなくても、逃げ込まれるだけでも厄やつ介かいだと認識はしているでしょう。これまで以上の妨害が予想されます。気を引き締めてください」

			　これからの状況の厳しさについて触れる言葉だったが、意気消沈する者はいなかった。

			「わかった。確実にみなを守ってみせようではないか！」

			「……やることは変わらない。むしろ積極的に妨ぼう害がいしてくれば、敵にも隙すきができるかもしれないな」

			「ふん。遠くからちまちまやってくるから面倒なんだ。下手に踏み込んで隙を見せたら、噛み砕いてやる」

			「くぅー！」

			　ガーベラが拳を握れば、ベルタは冷静に意見を述べ、ロビビアは気炎を吐いて、あやめは高く鼻を鳴らした。

			　戦意は十分。これなら、自分の為すべきことを為せるだろう。

			　わたしも改めて気合いを入れ直すのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから簡単な打ち合わせを終えて、各おの々おの、自分の仕事に向かった。

			　その直前、シランさんが声をかけてきた。

			「ローズ殿。ありがとうございました」

			「なんの話でしょうか」

			　足をとめたわたしのもとに、シランさんがやってきた。

			「ローズ殿の言葉で空気が変わりました。お陰で士気を立て直すことができました」

			「わたしは大したことはしていませんよ」

			　小さくかぶりを振ってみせた。

			「みなをまとめて、気持ちをケアして、方針を定める。そうしたことは、これまでご主人様やリリィ姉様、真菜がしてきたことです。しかし、ご主人様たちが動けないいま、ここにいるわたしたちだけで、どうにかしなければなりません。わたしがしているのは、ご主人様たちの拙つたない真似事に過ぎません」

			　基本的には近接戦闘しかできないわたしは、現状、できることがあまりない。

			　こんなことくらいしかできないのが、むしろ申し訳ないくらいだった。

			　けれど、シランさんはかぶりを振った。

			「たとえ、それが真似事なのだとしても、ローズ殿のなさったことの価値がなくなるわけではありません。実際、大したものだと思いますよ。そもそも、孝弘殿やリリィ殿、真菜殿の真似をできるのは、最初からともにあったローズ殿だけでしょう」

			「そうなのでしょうか。だとすれば、嬉しいですが」

			「ローズ殿のお手柄ですよ」

			　実感のないわたしに対して、シランさんは笑みを向けた。疲れた顔だったが、強い笑みだ。それこそ彼女がいなければ、この集団はあっという間に離散してしまうだろう。彼女の助けになれたのならさいわいだった。

			「もう少しの間、頑張りましょう」

			「はい」

			　わたしは強く頷うなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アケル北域の国境に広がる昏くらき森と、その周りを覆おおう『霧きりの結界』。

			　わたしたちが以前にロビビアを連れて竜淵の里を訪れた際には、比較的拓ひらけているアケルの中央部を北上したが、今回はなるべく敵の大軍の動きを妨げるために、西部を覆う樹海を突っ切るかたちで移動していた。

			　前の休憩からずいぶんと時間が経った。エルフたちの疲労は蓄積している。体力のない子供をはじめ、すでに何人かは歩けなくなってしまい、荷車に乗せてガーベラが引いていた。

			　そろそろ、霧の結界に辿り着く頃合いだ。

			　いまのところ、予想された襲しゆう撃げきはない。それがさらに緊張感を増していた。

			「霧きりの結界を目前にしたいま、襲撃してこない手はないはずですが」

			　遠とお間まから攻撃を仕掛けられれば、わたしたちは足をとめざるをえない。ここまでくれば、向こうも先のことを考えずに、体力が続く限り足留めに徹してしかるべきだ。それなのに……。

			「どうして攻撃がないのでしょうか」

			「行く手で待ち構えているのかもしれませんね」

			　隣を歩いていたシランさんが口を利いた。

			　エルフたちに指示を出せる彼女は、一行のなかほどで周囲に目を配っていた。

			　集団の前半分はロビビアとベルタが、うしろ半分はガーベラとあやめが守っている。

			　保有する能力的に集団を守るのに向いていないわたしは、ご主人様の乗る車を守りながら、シランさんの補助をしていた。

			「ここまで襲撃がないとなると、簡単な陣地でも組み立てているのかもしれません。それなら、なるべく『霧の結界』の近くで待ち構えていたほうが、準備のための時間が稼げますから」

			「なるほど」

			「あるいは、罠を張っているという可能性もあります」

			「罠ですか。先頭はベルタが守ってくれているので、罠があれば気付いてくれるとは思いますが、一応、声をかけてきたほうがよさそうですね」

			「そうですね。お願いできますか」

			　やりとりのあと、わたしはシランさんのもとを離れた。

			　足を引きずるようにして歩くエルフたちを追い抜いて前に移動する。

			「どうした、人形」

			「シランさんからの伝言です」

			　先程、気付いたことをベルタに伝える。聞き終えると彼女は鼻を鳴らした。

			「……ふん。わかった。気を付けよう」

			　態度はぶっきらぼうだが、彼女は自分の割り振られた仕事に忠実だ。それに、意外と気遣い屋でもある。

			　彼女は一度、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのエルフたちに視線をやってから、狼の顔をこちらに向けた。

			「あと少しの辛抱だからな。この森を抜けたら、もう『霧の結界』なのだろう？」

			「はい。そう聞いています。森が切れたところは、『霧の結界』が広がる湿地帯になっているはずです」

			「……ふむ。考えてみると、襲撃が一番ありえそうなのは、樹海を出る直前かもしれないな」

			「どうしてですか」

			「こちらの疲労が最大に達し、目的地を直前にして気が抜けるだろう。弱みを見逃さない手はない。ふん。まあ、風向きは悪くない。兵を伏せていれば臭においで気付けるだろう」

			「お願いします」

			　言伝を終えると、わたしはシランさんのもとに戻った。今度はベルタとの会話を伝える。

			「ガーベラたちにも声をかけてきます」

			　こうして、何度も一行を行き来した。

			　同時に、シランさんの目が行き届かないエルフたちがいないかどうかもチェックする。

			　どんな状況になっても、なんとかできるように備える。

			　時間が経つ。

			　前に進む。襲しゆう撃げきはない。

			　やはり待ち伏せなのか。

			　じりじりとした時間が過ぎていく。そして――。

			「おお！」

			　集団の前方で歓かん声せいがあがった。

			「森を出るぞ！」

			　どうやら先頭が森の切れ目に辿り着いたらしかった。

			　目的地に着いた、ということだ。

			　攻撃があるとすれば、このタイミングだろう。しかし、警戒を最大にしているはずのベルタから、警告の声はあがらなかった。

			「……襲撃も待ち伏せもない、と？」

			　困惑の声が漏もれた。

			　そんな馬鹿なことがあるだろうか。敵にとって厄やつ介かいな『霧きりの結界』がここにある以上、逃げ込まれる前に攻撃を仕掛けない理由なんてないはずなのに。

			　とは思うが、事実は変わらない。先頭のエルフたちは、どんどん森を抜けていった。

			　わたしたちの考え過ぎだったというのだろうか。

			　襲撃はなく、悲鳴があがるようなことはない。

			　静かなものだった。

			　静かな……。

			　

			　――いつの間にか、歓声がやんでいた。

			　

			　森を出たエルフたちから、喜びの声が消えている。

			　様子がおかしかった。

			「なにが……？」

			　気付いたわたしは、足を速めた。

			　森を出てすぐのところで、エルフたちは足をとめていた。

			　すぐに追い付いた。

			　森を出た先にあったのは、予定通り、前にも来たことのある湿地帯だった。

			　やはり追跡部隊の姿はない。

			　矢が飛んでくることもなければ、魔法攻撃を仕掛けてくる気配もない。

			　わたしたちを待ち構える堅けん牢ろうな陣地も、罠わなの類も存在しない。

			　なにもない。

			　ただ、緩やかな丘きゆう陵りようが続く湿地帯が広がっていて――それこそが異常だった。

			「『霧きりの結界』は、どうしたんだ？」

			　呆然とロビビアが呻うめいた。

			　そう。森を抜けた先にあるはずの、視界を塞ぐような白い霧がどこにもなかったのだ。

			　遠くを見ると、薄らと視界をぼやけさせる程度の霧はかかっている。けれど、こんなのは、わたしたちの知っている『霧の結界』ではない。敵の目から隠れる役には立たないだろう。

			　いや、それよりも、いまはこの異常事態のほうだ。

			「残ざん滓しは、ある。別の場所って、わけじゃねえ。ここは確かに『霧の結界』だ……」

			　ロビビアがすとんと腰を落とした。見た目通り、無力な子供のような有様だった。

			「なにが……あった？　ほんとにこれじゃ、残骸だけ……まだ、魔法の感覚はちょっとだけあるけど、これじゃあ……」

			　勝気な表情は、哀れなくらいに蒼あお褪ざめていた。

			「ロ、ロビビア……」

			　なんと声をかけたものかわからない。

			　なにもかもわからない。

			　なにが起こっているのかも、これからどうしたらいいのかも。

			　そのとき、ロビビアが小さくつぶやいた。

			「……この感じは」

			　目がいっぱいに見開かれた。

			　何事かと思った次の瞬間、ロビビアは駆け出した。

			「ロビビア！　待ちなさい！」

			　制止の声は届かない。ロビビアの姿は、あっという間に小さくなった。

			「連れ戻してきます！　この場は任せました！」

			　このままにしておくわけにはいかない。とはいえ、近くに敵の気配はないにしても、ガーベラたちがエルフたちの傍を離れるのはまずい。咄とつ嗟さの判断で、わたしは駆け出した。

			　足の速さはロビビアのほうが上だが、彼女は怪け我がをしている。かろうじて追いすがることができた。

			「ま、待ちなさい！　ロビビア！」

			　何度も声をかけるが、耳に届いた様子はない。とにかく、いまは追い掛けるしかなかった。

			　しばらくして、先を走るロビビアが声をあげた。

			「いた！」

			　その視線の先に、うつ伏せに倒れた人影が見えた。

			　女性だった。湿った地面に、長い髪が広がっている。

			　髪の色は赤。ロビビアの着ているものと似た単ひと衣えの衣服は肩に引っ掛けただけで、乾いた血でまだらに黒く染まっていた。

			「キャス！」

			　悲鳴をあげたロビビアが駆け寄って、女性を抱き上げた。

			「……キャスさん？」

			　ロビビアの姉のひとりで、わたしたちを竜淵の里まで案内してくれた女性の名前だった。

			　思わぬ名前が出たことに混乱しつつ、わたしも追い付いた。

			　確かに、倒れていたのは、ロビビアの姉のキャスさんだった。

			　服が血で濡れてしまうくらいに大きな怪け我がを負っている。服がはだけているのは、ドラゴンの姿に変化したからだろう。そうしてなにかと戦って、服を着る余裕もなくこの場で行き倒れたというところだろうか。

			　困惑せずにはいられなかった。

			　キャスさんは『霧きりの結界』の奥深くにある、竜りゆう淵えんの里に隠れ住んでいたはずだ。

			　なのに、どうしてこんなところで倒れているのか。

			「キャス！　キャス！」

			　ロビビアが悲痛な声で呼び掛ける。その声に気付いたのだろう。閉ざされていたキャスさんの瞼まぶたが震え、ゆっくりと持ち上げられた。

			「ロビビア……？」

			　その目が、顔を歪ゆがめる妹の姿を映し出した。

			「……ああ。本当に、あなたなのね。よかった。ロビビア。もう一度、あなたに会えて」

			　震える手が持ち上げられて、確かめるように妹の頬ほおを撫なでた。

			　ロビビアはその手を握り返して、縋すがるように尋ねた。

			「なあ、キャス。この怪我はなんだ。いったい、なにがあったってんだよ……っ！」

			「……そうね。あなたに、伝えなければならないことがあるの」

			　答える声は、悲しみに満ちていた。

			　もはや二度と戻らないものを嘆く響きがあった。

			「わたしたちの里が襲しゆう撃げきされたわ」

		

	
		
			　

			06　停滞した時間の終わり

			　

			　襲しゆう撃げきは突然だった。

			　気付いたら、竜淵の里を守る『霧きりの結界』が解けていた。

			　視界を閉ざし、迷いの力を持つ結界は、この世界でドラゴンたちが隠れ潜んで生きていくために必要不可欠なものだった。

			　それが解けた。こんなことは、この地に里を築いてから一度もなかった。混乱するのは、仕方のないことだった。

			　即座に動き出せたのは、里の『守り人』レックスをはじめ数人だけだった。

			　彼らはとにかく、なにがあったか調べようとした。しかし、その矢先に奇襲があった。

			　里への侵入者がいたのだ。

			　数はたったの３人。だが、恐るべき使い手だった。

			　彼らは大規模な魔法攻撃を行い、里を吹き飛ばした。

			　建物は残らず薙なぎ倒されて、逃げ遅れた何人かが犠牲になった。

			　魔法攻撃が途切れ、立ち昇る噴煙の向こうに襲撃者の姿が現れた。

			　レックスたちは、ドラゴンとしての本性を剥むき出しにして応戦に出た。

			　ドラゴンは、通常のモンスターとは比べものにならないくらいの力を持っている。

			　そのうえ、何人か殺されてしまったとはいえ、まだ20体近くが残っていた。

			　兄弟の命を奪った襲撃者を圧おし潰すべく、彼らは牙きばを剥むいた。

			「グォォオオオ！」

			　猛たけり狂う竜の怒り。

			　レックスは兄弟たちの先頭に立ち、暴れ回っていた。

			　甲こう殻かく竜りゆうマルヴィナの子供である彼らは、強くその性質を受け継いでいる。

			　大きな体は頑丈な甲殻で覆おおわれており、通常のモンスターの攻撃ではびくともしない。

			　なかでも、レックスの体たい躯くは特に巨大だ。兄弟たちの平均が10メートル前後のなかで、20メートルを超える堂々たる巨体を誇っている。

			　甲殻はひと際分厚く、生半可な攻撃では傷付きさえしない。

			　そのはずだった。

			　しかし、敵は強かった。レックスたちの常識を、はるかに上回るくらいに。

			「おおぉおおお！」

			　雄お叫たけびとともに繰り出されたハンマーの一撃が、レックスの巨体をよろめかせた。

			「もらった！」

			　動きがとまったところに剣が振るわれて、甲殻に覆われていない箇所を抉えぐった。

			「グッ……グオォオオ！」

			「っと、あぶねえ」

			　レックスは反撃するが、効果はない。

			　絶大な威力を誇る爪は避けられて、ブレスは魔法によって相殺される。

			《レックス！》

			　苦戦する弟の姿に、エラが悲鳴をあげた。

			《さがっていろ、エラ！　ええい、忌いま々いましい人間どもめ！》

			　姉の呼び掛けに、レックスは叫び返した。

			　歯は軋ぎしりをして目の前の人間たちを罵ののしるが、その言葉は相手に通じない。

			　ドラゴンの姿になっている間は、人間の言葉は使えないからだ。

			　ただ、今回の場合、どちらにしても言葉は通じなかったかもしれない。

			「硬いな、こいつ」

			　巨大なハンマーの柄えを肩に載せて、黒髪の、まだ年若い少年がぼやいた。

			　もうひとり、さっきレックスに斬り付けた剣士も少年だった。

			　とても戦い慣れているようには見えないが、その身に充じゆう溢いつする魔力は常じよう軌きを逸いつしていた。

			　振るう力は理不尽なほどに強い。

			　きっと世界を救えてしまうくらいに。

			《くそ！　やはりこいつら、転移者か！》

			　敵の正体を悟って、レックスは呻うめいた。

			　その声には、絶望的な響きがあった。

			　状況を正しく判断してしまったためだった。

			　竜淵の里の戦力は十分なものだったが、即座に全員が動員できたわけではなかった。

			　とにかく、想定を超えて事態は突発的だったのだ。

			　もともと、里に人間たちが攻めてくるにしても、『霧きりの結界』を強引に抜けるのには時間がかかり、逃げ出すだけの時間はあるはずだった。いきなり『霧の結界』が解除されるなんて、想像もしていなかった。だから、咄とつ嗟さに応戦してしまった。

			　当初、３人の転移者相手に、里の竜は有利な戦いを繰り広げた。

			　しかし、相手が防御に徹したために、わずかな時間を稼かせがれてしまった。

			　そのわずかな間に、敵の増援があった。

			　といっても、10人ほどだ。

			　けれど、その全員が転移者であったとすれば――もはや、勝ち目などなかった。

			　すでに、その場には２体のドラゴンが巨大な屍しかばねを晒さらしていた。

			《エラ！　キャス！　妹たちを連れて、逃げろ！》

			　叫んだレックスは、不用意に飛び掛かってきた転移者の少年に爪を叩き付けた。

			「おごっ!?」

			　咄とつ嗟さに防御したものの、少年は弾き飛ばされて地面に背中を打ち付けた。

			　悶もん絶ぜつする彼を、仲間のひとりが回収する。

			　そうして稼いだ時間も休むことはできない。レックスは別の敵に対して尻尾しつぽを振り回し、炎のブレスを吐き付けた。

			《ここは、おれたちに任せろ！》

			　襲しゆう撃げき者たちを牽制して、竜の咆ほう哮こうをあげる。

			　それに合わせて、傷だらけの弟たちも決死の叫び声をあげた。

			《そ、そんなこと……！》

			《キャス！》

			　反論しかけたキャスを、エラが制した。

			《……二手に分かれて逃げるわよ》

			　エラはグルグルと喉のどの奥を鳴らした。そこには、無念の響きがあった。

			　妹を窘たしなめこそしたものの、内心は同じようなものなのだろう。

			　それがわかったから、キャスは竜の牙きばをぎりぎりと鳴らした。

			《う、ううう……！　わかった！　わかったわ！》

			　震えるエラの言葉に応えると、兄弟に背中を向けた。

			　当然、半数近くが逃げ出せば、襲撃者たちもそれに気付く。

			「あ！　あいつら、逃げるぞ！」

			「逃がすな、追え！」

			《させるか！》

			　追い掛けようとする転移者たちの前に、レックスは立ち塞がった。

			《ここは通さんぞ……！》

			　決死の覚悟を固めるのに、躊躇ためらいはなかった。

			　レックスは、里の『守り人』である。

			　けれど、もとから誰かを守れるような強さを持っていたわけではなかった。

			　彼は泣き虫な子供だった。

			　幼い頃からしっかりしていた兄のサディアスに、ついてばかりいた。

			　けれど、元勇者の父が殺された日を境に、レックスは変わった。

			　父は幼いレックスとサディアスに『家族を守れ』と言い残したからだ。

			　年長の兄はみんな父親と一緒に死んでしまった。

			　自分たちが、弟や姉妹を守れるようにならなければならないと思った。

			　レックスの頑かたくななところのある人格は、元の弱気な性格を矯きよう正せいしたがために生まれた歪ゆがみだった。そうでもしなければ、彼は強くなれなかったのだ。

			　結果として、レックスはいまのような男になった。

			　心身ともに鍛え上げて、偉大な母を除けば最大の体たい躯くと、分厚い甲殻の鎧よろいを手に入れた。

			　すべては家族を守るために。

			　実際、レックスは真っ先に侵入者に挑みかかりながら、他の兄弟への攻撃を庇かばいつつ、ここまで食い下がってきた。

			　犠牲者がふたりで済んでいるのは、彼の奮戦の結果だった。

			《我らの里に踏み込んできたこと、後悔させてやるぞ、人間ども！》

			　巨体を活いかして、レックスは暴れ狂った。

			　生き残れるなどと考えているわけではなかった。

			　ただ、このまま踏み躙にじられるばかりではいられなかった。

			　家族のために一秒でも長く、時間を稼ぐ必要があった。

			　そのための力だった。

			　そう簡単には、甲殻竜レックスは殺せない。

			　……相手が条理を覆くつがえす理不尽の化身、勇者でさえなければの話だが。

			「よし、準備ができた。みんな、下がれ！」

			　後衛のひとりが合図を出した。

			　前衛が後退したのと同時に、煌こう々こうと赤く輝く巨大な魔法陣が宙に展開した。

			　およそ、尋常な魔力によって作り出せるものではなかった。

			《こ、これは……!?》

			　さすがのレックスも絶句した。

			　これこそが、第五階かい梯ていの炎魔法。

			　この世界における最大最強の暴力が、目前に残酷な顎あぎとを開けていて――

			《――みんな、下がれぇえええ！》

			「燃え尽きろ！」

			　勇者のなかでも一部の限られた者にのみ許された、極大魔法が発動する。

			　狙いは、ドラゴンたちの中心になって戦っていたレックスだった。

			《おおおおおおお!?》

			　レックスの巨体をも上回る大火球が、魔法陣から射出された。

			《レックス――ッ！》

			　振り返ったキャスが叫ぶ。その目の前で、レックスの体が火球に呑のみ込まれた。

			　灼しやく熱ねつの旋せん風ぷうが巻き上がり、大地が揺れた。

			　町のひとつくらいは吹き飛ばせてしまえるほどの大爆発だった。

			　直撃はしていないのに、レックスの近くで戦っていたドラゴンたちは全員が薙なぎ倒された。

			　凄すさまじい熱量に、離れた場所のキャスの体も煽あおられて、炙あぶられた甲殻は熱を持った。

			　これでは、直撃を受けたレックスは……。

			　血の気を失ったキャスの視界で、変化が起きた。

			《舐なめ……るなァ》

			　いまだに燃え盛る炎のなかで、大きな影が動いたのだ。

			　一歩、また一歩と前進する。負けるわけにはいかないと、ただただその一心で。

			　炎のなかから、巨体が抜け出る。

			　凄せい惨さんな有様だった。

			　分厚い甲殻はそこかしこが熱で炭化し、熱ねつ膨ぼう張ちようによるひびが縦横に走っていた。

			　庇かばい損ねた一方の眼球は白濁し、背中の翼は歩く振動だけで崩れて落ちた。

			　けれど、生きている。殺し切れていない。

			　長年にわたる執しゆう念ねんが、ついに勇者の理不尽さえも覆くつがえした瞬間だった。

			《この、程度で……死んで、たまるか……》

			　戦意を保ち、レックスは炎から抜け出す。

			　その姿は勇壮であり、それだけに――哀あわれだった。

			《おれは、まだ……あ？》

			　唖あ然ぜんとした声。

			　残った片側だけの眼球に、二重に展開された巨大な魔法陣が映り込んでいた。

			《な……んだと？》

			　愕がく然ぜんと、レックスは目を見開いた。

			　こちらもまた、第五階かい梯ていの極大魔法。

			　こともあろうに、ひとりの少年によって展開されたものだった。

			　通常ならば、ひとりに展開できる魔法陣はひとつだけだ。唯一の例外が精霊使いだが、それは単に精霊が自身で魔法陣を展開できるというだけのことに過ぎない。

			　単独での魔法陣の多重展開は不可能だ。

			　けれど、その非常識を現実にするのが、勇者という生き物だった。

			「すごい耐久力だね。ドラゴンにしても大したもんだ」

			　魔法陣を展開した少年が言った。

			　あとで援軍として合流した10人のうちのひとりだった。

			　気取った調子で腕を高く上げてみせる。

			「だけど、ぼくを相手にするには足りないかな」

			　少年の名は、岡おか崎ざき琢たく磨ま。探索隊では『万能の器』の二つ名で知られる少年だった。

			　掲げられた指が鳴る。

			　レックスの体を、上空から撃ち落とされた五本の巨大な氷の槍やりが刺し貫つらぬいた。

			《がっ、ぁああ!?　あああああ!?》

			　甲こう殻かくが砕け、穿うがたれ、血を噴き出す。

			　両手に両足、尻尾しつぽ。磔はりつけにされたレックスが、苦痛の呻うめき声をあげた。

			　けれど、それで終わりではない。

			　ふたつ目の魔法陣が発動し、大地が隆起した。岩と土で作られた巨人の腕が、天高く屹きつ立りつする。太く硬く、重量は莫ばく大だい。ゆえに鈍重だが、破壊力だけは絶大だ。

			　こんなものは避けるしかないが、磔にされていてはどうしようもなかった。

			　レックスの目に、振り下ろされる岩石の拳が映り込んだ。

			《おれは……みんなを……》

			　それが、最期の言葉だった。

			　轟ごう音おんが響いた。

			　ひとつの願いが、永遠に失われたのだ。

			　その光景を、キャスをはじめとしたドラゴンたちは、呆然と見守るしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いや。なかなか手強かったね」

			　先程の凄すさまじい光景などなかったかのように、あっけらかんと琢磨は言った。

			　さすがに極大魔法の連発には負担があったのか、少し疲れた様子ではあるものの、立ち振る舞いにはまだまだ余裕があった。

			「昏くらき森の主の討とう伐ばつ依頼。手助けに来てよかったよ。この分だと、ひとり、ふたりは犠牲者が出たかもしれないからね」

			　自慢げな物言いを聞いたひとりが、むっとした顔をした。

			　けれど、なにか言おうとする彼を、精せい悍かんな印象の少年が制した。

			「……ああ。助かったよ」

			　神じん宮ぐう司じ智とも也や。こちらもまた、かつて探索隊で『竜人』として知られた二つ名持ちだった。

			　そして、この地に琢磨を連れてきた人物でもあった。

			「協力に応じてくれて感謝している」

			「なに。気にすることはないさ」

			　琢磨は応じた。少し前に町角で、接触してきた神宮司智也に協力を請け負ったときと同じ、軽い口調だった。

			「昏き森は、この世界の人間の生活を脅おびやかすものだ。森の主は討伐しなくちゃならない。それが勇者であるぼくたちの責務だからね」

			　琢磨が口にしたのは、この世界で当たり前の常識だった。

			　疑問を差し挟む者は、その場にはいなかった。

			「だけど、そうすることにもリスクはある。なるべくなら、安全にやらないといけない。神宮寺くんの気配りは理解できるよ。だからぼくもこうしてここにやってきたわけだしね。とはいえ、少し慎重過ぎる気もするけれど」

			「それは……」

			「わかっているよ。この間まで、神宮司くんがいたっていう、東の小貴族領での出来事だろう。探索隊を離れて、自滅したやつらがいるんじゃないかって。考え過ぎだと思うけどね」

			「……だったらいいんだけどな」

			「なんにせよ、ここでは関係のない話だろう。これは絶対に安全な討とう伐ばつだ。なにせ、きみがいるし、ぼくもいるんだからね」

			　探索隊の二つ名持ちがふたり。加えて、10名以上の転移者たち。

			　これほどの戦力によって、昏くらき森が攻略されたことは過去になかっただろう。

			　付け加えて言えば、この昏き森は例外的にモンスターが少ない。これは、人間社会に被害が及ぶことで目を付けられないように、竜淵の里のドラゴンたちがモンスターを間引きしていたからだ。そのために、侵入者たちは大した疲労もなくここまで辿り着いてしまっていた。

			「さてと。話はまたあとにしようか」

			　琢磨が話を切り上げる。

			「ドラゴン退治を終わらせよう」

			　キャスたちに視線が向けられた。

			「あれが逃げ出したら、力のない人たちに被害が出るかもしれないからね」

			《う……っ》

			　さっきのレックスへの魔法行使の余波だけでも、キャスたちはかなり傷付いていた。

			　ましてや、直接攻撃を受ければひとたまりもない。

			　屈強なドラゴンも、こうなってはただの獲物でしかなかった。

			「行こうか」

			　絶望的な追走劇が始まる。

			　――このままなら、そうなっていただろう。

			「これは、予想外だったねえ」

			　そのとき、小さなハンターたちの頭上に影が落ちたのだ。

			　あまりにも巨大な影が。

			「なっ!?」

			　ぎょっとした様子で、転移者たちが足をとめた。

			「思いもしなかったよ。まさか『霧きりの結界』が、最初に解除されるなんてね」

			　翼を広げた甲殻竜マルヴィナが、子供たちへの追跡を遮さえぎる位置に割り込んだのだった。

			《お母様！》

			「遅れちまって悪かったね。足留めを喰らってさ」

			　呼び掛けるキャスに、マルヴィナが応える。

			　我が子を振り返ることはなかった。その目は転移者たちを油断なく睨にらみ付けていたからだ。

			「さあ、わたしが相手してやるよ、人間」

			《お母様！　いけません！　わたしたちも戦います！》

			　キャスが言うと、マルヴィナは鼻を鳴らした。

			「馬鹿なことを言うもんじゃないよ」

			《お母様……！》

			「逃げな、キャス。あんたたちは生き残るんだ。なにがあってもね」

			　そこに込められた切実な感情を聞き取ってしまえば、もう抵抗はできなかった。

			　キャスたちは未練を振り切って逃げ出していった。

			「こ、こいつが昏くらき森の主か！　みんな、気を引き締めろ！」

			　やりとりをしている間に、少年たちのほうも声を掛け合っていた。

			　さすがに、この巨大なモンスターを前にしては、警戒せずにはいられなかったのだろう。

			　それ自体は、マルヴィナにとっても好都合なことだった。

			　慎重になってくれた時間だけ、キャスたちが逃げられる可能性が増えるのだから。

			「にしても……」

			　キャスたちが遠ざかっていく気配を感じながら、マルヴィナは小さく吐と息いきをついた。

			「さっきからなにを言ってるのかさっぱりだねえ。まったく。恨うらみ言ごとのひとつもぶつけられないなんて、わたしも『翻ほん訳やくの魔石』を持っておけばよかったかね……」

			　子供たちとは違い、マルヴィナはドラゴンの姿のまま人語を操ることができる。

			　しかし、そもそも、異世界からやってきた転移者とは、たとえ人間であっても『翻訳の魔石』なしに言語による意思疎通は行えない。話し合いができない以上、自分たちが理性ある存在であることを訴えかけることは不可能だった。

			　もっとも、ことここに至っては、それは大した問題ではなかったかもしれない。

			　もはや言葉による和解などありえないのだから。

			「ふん。なるほどね。『霧きりの結界』を突破できたのは、そういうカラクリかい」

			　身の裡うちの魔力を高めつつ、敵の集団を観察していたマルヴィナの目が細められた。

			　その視線の先には、神宮司智也の姿があった。

			「あの人と同じ『その身をドラゴンと化す能力』か。そういや、馬鹿みたいにたくさんの転移者がやってきてたんだったね。同じ能力を持っているやつがいたとしてもおかしくないか」

			　神宮司智也は『竜人』の二つ名に相応ふさわしく、その背中に竜の翼を広げていた。

			　それこそが『霧の結界』を無効化したものだった。

			「ドラゴン以外はそう簡単に抜けられないはずの『霧の結界』も、相手が同じドラゴンじゃ意味を為さない。これはやられたね」

			　マルヴィナは吐と息いきをついた。

			「まあ、腑に落ちないところはあるが、言葉が通じないんじゃどうしようもないね。いいや。そもそも、今更、なにを訊きいたところで意味はないか。ふん。覚悟はしていたはずだったんだけどね」

			　マルヴィナは長い時間を生きてきた。もう十分に生きたと考えていたし、この里に人間たちが押し寄せてきたら、子供たちの囮おとりとなって討とう伐ばつされてもいいと思っていた。

			　なにがなんでも生き延びてやるという気力がなかった。

			　奪われて、逃げ落ちて、隠れ棲すむしかない生活に惓うんでいたのだ。

			　けれど、いまは少し違っていた。

			　なぜなら、彼女は『希望』に出会っていたからだ。

			　古い友人が連れてきた、かつて喪うしなった大事な人を思い出させる少年。その望みの行き付く先では、こんなふうに隠れ住む必要はなく、子供たちはのびのびと自分の人生を生きるのだ。

			　そこでなら、こじれてしまった小さな娘との関係もやり直せたかもしれない。

			　愛していると伝えられたかもしれない。

			　そんな未来が、きっとあったのだ。

			　だけど、自分はここまでだ。

			　それが、甲殻竜マルヴィナが理性的に紡つむいだ、最後の思考だった。

			　ここより彼女は、憎悪の怪物と化すと決めていた。

			「……よくもやってくれたね、人間ども」

			　常に理性的だった瞳ひとみの奥の光が、どす黒い感情に塗り潰された。

			　踏み出した足が、首なしのレックスの亡なき骸がらから広がる血の池を踏んだ。

			　愛しい子供たち。逃避と停滞の結果だとしても、穏やかだった日常。

			　奪われた。壊された。踏み躙にじられた。絶対に、許さない。

			　敵である彼らが自分たちの事情をなにも知らず、ただ正義感だけで襲ってきたのだとしても、そんなのはなんの免めん罪ざい符ふにもなりはしない。

			「ここまで好き勝手をした以上、ただで帰れると思うんじゃあないよ」

			　彼ひ我がの強度など関係ない。向けられた感情の強さとおぞましさこそが、対峙する転移者たちに息を呑のませた。

			　敵は世界を救う力を持つ勇者たち。憤怒と憎悪に身を任せ、狂気に落ちなければ、対抗することなどできない。ゆえに、大事な人からもらった心を投げ捨てて、いま一度、古き竜は理性なき怪物に立ち返ったのだ。

			　マルヴィナは、べっと口のなかのものを吐き出した。

			　攻撃かと思った転移者たちが警戒した。

			　吐き出されたものは、彼らの立つ場所より前の地面に叩き付けられた。

			　それきり、なにが起こるわけでもない。

			　なにかと思って目を凝こらした岡崎琢磨が、ひっと声をあげた。

			「あ……あああ。そんな、嘘うそだ！」

			　赤黒い塊でしかないそれが、噛かみ殺された友人だと認識できてしまったからだ。

			　里に侵入してから、マルヴィナの足留めをしていた少年だった。

			　先程、レックスの命を奪った第五階かい梯てい魔法の二重展開の際、そちらに気を取られた一瞬の隙を突いて、マルヴィナは彼を殺していた。

			　転移者たちは、本当の死線を越えたことがなかった。たとえ戦闘能力が超一級品であろうと、頭は平へい和わ惚ぼけした子供たちだった。

			　徹底的にそこに付け込み、差し違える覚悟でいれば、殺すことは不可能ではない。

			　無残極まりない仲間の死を目の当たりにして、浮き足立った転移者の隙を逃すことなく、山のような体たい躯くに相応ふさわしい咆ほう哮こうを迸ほとばしらせて、マルヴィナは前に出た。

			　子供たちのうち、その場に残った数体も、狂気と憎悪に突き動かされるように彼女に続いた。

			　

			　絶対安全なはずの討とう伐ばつは、血みどろの殺し合いにもつれ込んだ。

		

	
		
			　

			07　あの夜の夢　　～ローズ視点～

			　

			「大変です！」

			　わたしは声をあげて、魔動車に飛び込んだ。

			　ご主人様に回復魔法をかけていたリリィ姉様が、一拍遅れで顔を上げた。

			「……ローズ？」

			　動作は緩かん慢まんで、表情には力がない。疲れているのだ。もう何日も断続的に回復魔法を使っており、肉体的にも精神的にも、ろくに休まる暇もないせいだった。

			「戻ってきたんだね。どうなったの？　『霧きりの結界』がなくなっていて、ロビビアが飛び出していったって聞いたけど……」

			「ロビビアには追い付きました」

			　気遣わしげに尋ねてくる姉様のすぐ近くに、わたしは腰を下ろした。

			　早口で告げる。

			「いまは、キャスさんと一緒にいます」

			「え？　キャスさんと……？」

			「ロビビアが見付けたのです。キャスさんは大きな怪け我がを負っていました。放っておけば、強きよう靭じんな肉体を持つドラゴンであろうと、命にかかわりかねない重傷です」

			「それって……」

			　リリィ姉様は蒼あお褪ざめた。

			　胸が痛んだが、ここで伝えないわけにはいかなかった。

			「あまり激しく動かすのは良くないと思われたので、こちらには連れてきていません。残したロビビアには、止血はしておくように言っておきました。しかし、あれでは気休めがせいぜいでしょう。姉様の回復魔法でないと対処できそうにありません。わたしはこのことを伝えるために戻ってきました」

			「い、言いたいことはわかるけど」

			　リリィ姉様の顔に、苦く渋じゆうの表情が浮かんだ。

			「いま、わたしは……」

			　その目が、横になったご主人様に向けられた。

			　先の追跡部隊の奇襲で状況を打破するためにご主人様は魔法を使った。しかし、それは諸もろ刃はの剣だった。抵抗力を失った体を、ここぞとばかりに『霊薬』は蝕むしばんでいた。

			　姉様がキャスさんを治療するためにこの場を任せようにも、いまは真菜もケイも消しよう耗もうし切っていて、まともに回復魔法を使える状態ではない。無理をさせれば、倒れてしまうだろう。

			　キャスさんのところに行くためには、ご主人様を放っていくしかないということだ。

			　姉様は愛する人を苦しめることになる。

			　かといって、ここでご主人様を優先するのは、キャスさんを見捨てることに等しい。

			　残酷な決断を迫られて、リリィ姉様は唇を噛かんだ。

			　そんな姉様を救ったのは、横になっていたご主人様だった。

			「……行ってやれ、リリィ」

			「ご主人様。起きてたの？」

			「いま、目が覚めた」

			　とはいえ、別に回復したというわけではないのだろう。

			　呼吸は浅く、口を利くことさえつらそうだった。

			　それでも、ご主人様は迷うことなく言った。

			「行ってやってくれ」

			　断固とした意志の感じられる言葉だった。リリィ姉様が瞳ひとみを揺らした。

			「だ、だけど」

			「『霊薬』の進行にも、多少は慣れてきたからな。ちょっとくらいなら堪たえられる」

			　ご主人様は憔しよう悴すいし切った顔に、気遣いの笑みを浮かべてみせた。

			「おれなら大丈夫だ。ロビビアが待ってる。頼むよ」

			「ご主人様……」

			　リリィ姉様は、きゅっと唇を引き結んだ。胸のなかには、様々な想いが駆け巡っているのだろう。そのすべてを飲み込んだ表情で頷うなずいた。

			「……わかった」

			　回復魔法が解除される。

			　リリィ姉様は身を屈めると、ご主人様の頬ほおに唇を寄せた。

			「すぐに帰ってくるから」

			　切なそうに言って、立ち上がった。

			「ローズ。ご主人様の護衛、お願いね」

			　すれ違いざまに、肩に触れられた。

			「わかりました」

			「……ごめんね」

			　ひどく申し訳なさそうに告げて、リリィ姉様は出て行った。

			　もちろん、わたしはその言葉の意味を誤解しなかった。

			　リリィ姉様がいなくなってしまえば、ご主人様は蝕むしばまれるばかりとなる。ひどく苦しむことになるだろう。この場に残されるということは、そのすべてを見届けるということだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さっきご主人様は「ちょっとくらいなら堪たえられる」と言っていた。

			　その言葉はただの強がりというわけではなかった。実際、回復魔法が途切れてからも、『霊薬』の浸食はさほど大きくは進まなかった。

			　けれど、だからといって苦しまないわけではなかった。

			　むしろ浸食に抵抗しているからこそ、苦痛は増していたのかもしれない。

			「う……う……」

			　ご主人様の呼吸は荒く、かさついた唇からは、苦しげな呻うめき声が断続的に漏れていた。薄らと目は開かれているものの、どこにも焦点が合っていない。はっきりと意識があるのかどうかも怪しかった。わたしはその傍らに正座をして、急変があればすぐにでも姉様や真菜を呼べるように様子を見守った。

			　こうしていると、まるで世界にこの狭い空間だけしかないように感じられた。

			　もちろん、そんなはずはなかった。

			　いまも敵は動いている。下手をすれば、この瞬間にも攻撃を仕掛けてくるかもしれない。

			　キャスさんの容態を落ち着かせるだけの当面の治療を終えて、姉様が帰ってくるまでの短い時間が過ぎれば、こちらもすぐ動き出さなければならないだろう。

			　さいわいと言ってもいいものか、どうせエルフたちを休ませなければならなかったので、この時間は無駄ではない。むしろ休息のための時間としては、短過ぎるくらいだった。

			　果たして、まともに動けるかどうか……。

			　そんなふうに、胸のなかの不安を持て余していたときのことだった。

			「……ローズ？」

			　うわ言のように、ご主人様がわたしの名前を呼んだ。

			　掠かすれて小さな声だったけれど、聞き逃しはしなかった。

			「なにか御用でしょうか」

			　散漫な思考を中断して、わたしはご主人様の顔を覗き込んだ。

			「お水ですか。それとも、着替えですか。なんでもお言いつけください」

			「ああいや。そういうのじゃない。いてくれるのかどうかと思っただけだ」

			　なるほど。

			　わたしが無言でいたので、いるかどうかがわからなかったらしかった。

			　……それくらい、弱っているということだった。

			　少し迷ってから、わたしはご主人様の手を握った。

			　すぐに握り返された。その指先の力のなさが悲しかった。

			　苦しんでいるご主人様を見ると、自分のことのように苦しく感じた。

			　そしてなにより、なにもできないことがつらかった。

			「ご安心ください。リリィ姉様が帰ってくるまで、傍におりますので」

			　口にした言葉が、皮肉なものに感じられた。

			　なにが『傍にいる』だろうか。わたしには、それくらいしかできないのだ。

			　その事実がもどかしかった。

			「わたしにはなにもできませんから、せめて姉様の代わりをするくらいのことは、務めさせていただきます」

			　自分にもできること。

			　護衛として控えること。急変がないか見守ること。あとは、細々としたお世話。

			　それくらいしかなかった。

			　わたしは水みず桶おけに浸してあったタオルを手に取った。

			　身を乗り出して、ご主人様の額ひたいの汗を拭ぬぐい、その手首を握られた。

			「それは違う」

			「……あ」

			　朦もう朧ろうとしていたはずのご主人様と、目が合った。

			　いつもわたしたちに向けられている、優しい目だった。

			「代わりなんかじゃない。ローズが傍にいてくれると、おれは安心できるんだから」

			　ご主人様は、わたしが落ち込んでいることを敏びん感かんに察したに違いなかった。

			　毒に侵されて、苦しみに喘あえぎながら、それでも声をかけてくれた。

			　そして、その言葉はただ気遣いから出ただけのものではなかった。

			　本心からご主人様は、わたしがここにいることを喜んでくれていた。

			　その事実を感じられたことこそが、わたしにとって救いだった。

			「落ち込む必要なんてない」

			　震える手に、引き寄せられた。

			　子供でも振り払えそうな弱々しい力だ。けれど、抗うことなんてありえなかった。

			「ただ傍にいてくれるだけでいいんだ」

			　誘われるがままに、わたしはご主人様の胸に身を寄せた。

			　腕のなかに囲われた。

			　こんなときだというのに、幸福感が頭のてっぺんから足の爪先までを満たした。

			　この感覚に覚えがあった。ほんの一瞬のうちに、時間が遡さかのぼるような錯さつ覚かくがあった。

			　同じものを、ご主人様も感じていたのかもしれない。

			「懐かしいな」

			　掠かすれた声で、ご主人様が笑った。

			「前にも、こんなことがあった。覚えてるか」

			「無論です」

			　答えた声は、胸に押し付けられてくぐもった。

			「忘れたことなんてありません」

			　かつて樹海の奥地で、洞どう窟くつで寝泊りをしていた頃にあった一夜の出来事だ。

			　ずっと、わたしが追い求めていたものだった。

			　このまま時間が停まってほしいと、本気で願った。

			　

			　リリィ姉様が帰ってくるまで、わたしたちはずっとそうしていた。

		

	
		
			　

			08　人形の秘策　　～ローズ視点～

			　

			　さほど時間はかからずに、リリィ姉様は戻ってきた。

			　キャスさんは一命を取り留めたということで、そちらについてはひとまず安心した。

			　いまは意識を失っており、ご主人様と同じ車に運び込まれることになった。

			　引き続いて、姉様はご主人様の治療に戻った。

			　わたしは入れ替わりに、車の外に出た。ロビビアも一緒だった。

			「大丈夫ですか」

			「……うん」

			　頷うなずきはするものの、表情は暗い。そこに、シランさんが駆け寄ってきた。

			「少しよろしいですか、ローズ殿」

			　厳しい顔をしていた。

			「敵の動きについて、リリィ殿からお聞きになりましたか」

			「はい。湿地帯の向こうから、敵がやってきているとか」

			　それは意識を失う前に、キャスさんから伝えられた情報だった。

			「しかし、敵は樹海を進む我々を追い掛けてきていたはずですが……」

			「現状、敵戦力には大いに余裕があります。確実にここで仕留められるように、ふたつに軍を分けたのかもしれません」

			「まんまと挟み撃ちにされるところだったというわけですか」

			「ええ。キャスさんが伝えてくれて助かりました。竜りゆう淵えんの里については、残念ですが……」

			　シランさんは表情を曇くもらせた。

			　竜淵の里であった出来事については、キャスさんからロビビアに伝えられていた。

			　マルヴィナさんは、襲来した勇者たちと正面からぶつかり合って玉砕。

			　頑固だったあのレックスも、戦死したと聞いている。

			　キャスさんは他の兄弟と一緒に里を逃げ出したところで、待ち伏せていた勇者のひとりと遭そう遇ぐうしてしまい、大怪け我がを負いながらも命からがら逃げ出したのだという。

			　その際に、他の兄弟たちとは逸はぐれてしまったため、そちらの安否は不明だった。

			　家族と故郷を喪ってしまったロビビアの心情は、察するにあまりあった。

			「ロビビア。あなたはキャスさんのもとに付いていてもかまわないのですよ」

			「……いや」

			　わたしが声をかけると、ロビビアはゆるく首を振った。

			「おれは、戦わないといけないから」

			　頑かたくなな言葉だった。

			　泣いてうずくまっていてもおかしくないのに、彼女は無力であることを拒絶した。

			「そもそも、手が足りてねえだろ」

			　事実だった。

			　ここでロビビアが抜けてしまえば、守りの手は確実に足りなくなる。

			「申し訳ありません。わたしたちがもっと強ければ、負担をかけなくて済むのですが」

			「気にすんな。きついのは、みんな一緒だろ」

			　ロビビアは青い顔をしながらも、唇の端を吊り上げて強がった。

			　シランさんに水を向ける。

			「それよか、これからどうするつもりだ？」

			「……これまでわたしたちは、アケル北部の『霧きりの結界』を目指してきました。しかし、『霧の結界』はすでにありません。恐らく、敵はこの状況を知っていたのでしょう。情報源は同行している聖堂騎士団だと思われますが、このまま湿地帯を進めば、回り込んだ敵と鉢合わせになります。敵はうしろからも追ってきていますから、戻ることもできません」

			　現在位置からすると、おおまかに北か東に進めば湿地帯、南か西に行けば樹海だ。

			　湿地帯は危険、戻るのも無理となると、行き先は限られている。

			「とすると、残りは西の方角か」

			「はい。一度、樹海に戻って、今度は西に向かいます」

			　ロビビアに頷うなずいてみせるシランさんに、わたしも尋ねる。

			「しかし、ただ逃げても、追い付かれてしまうのでは？」

			「そうですね。ですが、少なくとも、立ち止まっていては呑のみ込まれるだけです」

			　もっともな話だった。

			「こうなった以上は、逃げながら打開策を練るほかありません。わたしはみなに声をかけてきます。ローズ殿たちも準備はしておいてください」

			　そう言うと、シランさんはエルフたちに声をかけ始めた。

			　この期ごにおよんでも、彼女はまだ諦あきらめていなかった。

			　状況がまずいことは百も承知だ。それでも、どうにかして活路を見出さなければならない。そのために必要なことをするシランさんの姿勢は、たくましいものを感じさせた。

			　……問題があるとすれば、その時間稼ぎさえできるかどうかわからないことだ。

			「ロビビア。わたしはガーベラたちに、さっきの話を伝えてきます。あなたはリリィ姉様に声をかけてきてください」

			「わかった」

			　いまのロビビアは少しでもキャスさんのもとにいたいだろうと判断してそちらを任せ、わたしは他のみんなに話を通しに行くことにした。その途中で、エルフたちの様子を確認した。

			　エルフたちはへたり込んでいるものが大半だった。

			　もはや体力も気力も限界なのだ。

			　なにより、精神的な面が心配だった。

			　ここまで来ればどうにかなると信じたからこそ、彼らはぎりぎりのところで踏ん張ってきた。しかし、辿り着いた先は安全地帯ではなかった。これでは、心がへし折れてしまっても不思議ではないくらいだった。

			　そんな彼らを励はげますために、シランさんと一緒に、リアさんとヘレナさんも同どう胞ほうに声をかけていた。ふたりとも酷ひどくやつれていたけれど、少しでも状況を改善しようとしていた。

			　声をかけられたエルフたちが、疲労した様子ながらも動き出していた。

			　けれど、心というのはそう簡単なものではない。

			　これでは逃げ切ることができるかどうか。やるせなさに、わたしは拳を握り締めた。

			　シランさんは自由にならない体を引き摺ずってでも、諦あきらめずに道を探している。

			　ロビビアは家族を失った現状でも、戦う意思を見せた。

			　エルフたちだって頑張っている。

			　それでも、どうしようもない現実があるとすれば――

			「――ローズさん」

			「真菜？」

			　呼び掛けに振り返ると、真菜がいた。酷ひどい顔色をしていた。魔法の使い過ぎと、逃避行の日々が体に大きな負担をかけているせいだった。

			「どうしたのですか。眠っていなくても……」

			「お話があります。ちょっとこちらへ」

			　こちらの質問を遮さえぎると、真菜はわたしの手を引いた。

			　そのまま車の陰にまで連れていかれる。どうやら内緒話がしたいということらしい。なんとなく……本当になんとなくだが、嫌な予感がした。

			「状況は聞きました」

			　開口一番、真菜は言った。

			　その表情は硬い。思い詰めたような顔をしていた。
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			　このような状況なのだから当然といえば当然だが、しかし、これは……。

			「考えがあります」

			　……駄目だ。

			　直観的に、そう悟った。

			「状況は確かに最悪です。しかし、手がないわけではありません。いいえ。これまでだって、やろうと思えば、反撃の手段はあったんです」

			「真菜。いけません」

			　言わせてはいけない。

			　そう思うが、真菜はとまらなかった。

			「ローズさんも、他のみんなもどこかでわかっているはずです。『エルフたちを連れているから駄目』なんだってことは」

			　言ってしまう。かさかさに乾いた声だった。

			「ローズさんたちだけなら、たとえば、群ぐん青じよう兎うさぎが大繁殖している地帯の近くをすり抜けていくこともできました。大軍にそんな器用なことはできませんから、群青兎とかち合ったでしょう。足留めは十分にできたはずです」

			　早口で言葉を紡つむぐ。語尾は震えていた。

			　まるでそうすることを強いられているかのようだった。

			「移動だって、もっと速くできました。あるいは、最悪、樹海の奥地に逃げたってかまわなかったでしょう。選択肢はいくらだってあったんです。いまからだって遅くはありません。簡単なことなんです。ここで、エルフたちを……」

			「真菜！」

			　わたしは声を強くして遮さえぎった。これ以上は、聞いていられなかったのだ。

			　残酷な提案をする真菜の顔色は、いまや真っ白だった。

			　すぐにでも倒れてしまいそうに強こわ張ばっていた。

			「いいのです、真菜。あなたが悪役をする必要はありません」

			　知っている。

			　わたしの親友は、とても優しいのだ。

			　のっぺらぼうの木製人形でしかなかった自分に、あれこれと世話を焼いてくれたくらいに。

			　村で子供たちと接しているときには、本当に楽しそうにしていた。

			　敵には容よう赦しやがないけれど、簡単に味方を切り捨てて、平然としていられるような精神はしていない。

			　なにより、もしもそんな選択をするならば、真菜は責任を取ってしまうだろう。

			　切り捨てたエルフたちのもとに、ひとりだけ残るに違いない。

			　そんなこと許すわけにはいかなかった。

			「あなたは疲れているのです、真菜」

			　肩に手を置いて、額ひたいを突き合わせる。

			「眠って落ち着けば、もっと良いアイディアも思い付きます。真菜はわたしの自慢の親友なのですから」

			「ローズさん……」

			「それまでの時間稼ぎは任せてください。わたしに考えがあります」

			「考えですか？」

			「はい。少し危険な作戦ですが、多少の時間稼ぎはできるでしょう」

			　とても近くにいる真菜と目を合わせて、微ほほ笑えみかけてみせる。初めての友達。大好きな真菜。彼女の心が、安らかであるように。

			　わたしは手早く説明をし始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　真菜に聞かせた作戦は、シランさんに話を通したあとで採用された。

			　すぐに行動は開始された。

			　もっとも、わたしが思いつく程度のものだ。作戦と言っても大したものではない。

			「すみません、ベルタ。残ってもらって」

			「……かまわない」

			　やりとりをしつつ、手を動かした。

			　作戦は単純だ。

			　ぎりぎりまでわたしが残って、軍を足留めできるような罠を設置する。

			　その間に、足の遅いエルフたちはなるべく遠くまで逃げる。

			　そして、罠が設置でき次第、わたしはこの場を離れる。ただ、それだけだと逃げ遅れてしまう危険性があるので、足の速いベルタにも残ってもらい、万が一の事態に備える。

			　これだけだ。

			　無論、リスクは大きい。

			　まずベルタがいたところで、罠を仕掛けたわたしが逃げきれる保証はなかった。

			　また、一時的にエルフたちの防御が薄くなるので、そちらを以前のように追跡部隊に攻撃されてしまえば、甚じん大だいな被害が出てしまう可能性もあった。

			　そこまでしても、有効な罠を仕掛けるだけの時間があるかどうかは未知数だ。

			　しかし、このような運に身を委ゆだねた手段を使わなければいけないくらいに、わたしたちは追い詰められているのだ。いまはやれることをするしかない。

			　そう主張した。

			　結果、この作戦は受け入れられた。

			　決め手は、いくつか開発していた魔法道具のひとつに、敵軍に大きなダメージを与えられそうなものがあると話したことだった。

			　いや。そうでなくても、他に手なんてなかったのだ。だからわたしはここにいる。

			「早く済ませろ」

			　ベルタが急かしてくる。

			「敵が来てからでは遅い」

			「わかっています」

			　応じつつ、魔法の道具袋の中身を取り出していった。

			　中身は把は握あくしているつもりだが、管理をしてくれている真菜ほどではない。

			「なんだ、それは」

			　地面に並べたもののひとつを見て、ベルタが尋ねてくる。

			「マトリョーシカという名前の人形です。モデルは姉様で、ここで割れると、なかから小さな姉様が出てきます。さらになかには、あやめの人形が入っていてですね……」

			「なにかの役に立つのか？」

			「いえ。ただのおもちゃです。ガーベラのお気に入りですね」

			「罠の設置はどうした」

			「とりあえず、全部出しているのです」

			　話をしながらも、手はとめていない。

			「申し訳ありません。あまり時間がありませんので、手伝ってもらえませんか」

			「護衛だけではなかったのか」

			　口ではこのように言ったものの、ベルタはすぐに触手を伸ばすと、魔法の道具袋を漁あさり始めた。言葉の割には、丁寧な作業だった。

			「……多いな」

			　おおよそ取り出してしまうと、ベルタはぼそりとつぶやいた。

			　少しだけ呆れた様子だった。

			「大おお袈げ裟さに言えば、これまでのわたしの歩みそのものですからね」

			　取り出した品々は、山のようになっていた。

			　そのひとつひとつが、想いを込めた品だった。

			　胸に去来するものがあったが、いまは感かん慨がいに耽ふけっている時間はない。

			「さてと」

			　わたしは必要なものを見み繕つくろい始めた。

			　そのままで使えるものはいいが、そうでないものは組み立てなければならない。

			　さいわい部品は潤沢だ。

			　ご主人様のために、ついつい作り過ぎてしまっていたのが、思わぬ形で役に立った。

			「今更だが、全部出す必要はあったのか」

			　ベルタが尋ねてくる。

			「ええ。ありますよ」

			　部品を組み立てつつ、答えた。

			「ここからは、わたしのすべてを費やさなければなりませんから」

			「……費やす？」

			　作業を見ていたベルタが、巨大な狼の鼻筋に皺しわを寄せた。

			　その目が細められた。

			「おい。人形」

			　低い唸うなり声があがった。

			「貴様、なにを組み立てている？」

			　ひどく訝いぶかしげな問い掛けだった。

			　もっとも、これは予想できたものではあった。

			「それが罠だというのか？　……いや。そんなはずがない。なにを考えているのだ？」

			　作業の手をとめて、わたしは顔をあげた。

			　こちらを見詰める狼の目を見返して、告げた。

			「ベルタ。あなたにひとつ、頼みがあります」

		

	
		
			　

			09　人形少女の恋　　～ローズ視点～

			　

			　ベルタは一拍の沈黙のあとで、深々と溜め息をついた。

			「……聞いてやろう」

			　わたしがなにを言い出そうとしているか、すでに察している様子だった。

			　申し訳なさが募った。けれど、ここでとまることはできなかった。

			「ベルタには、すぐにこの場を離れて、ご主人様たちを追ってほしいのです。わたしとあなたが抜けたことで、戦力は著いちじるしく低下しています。襲しゆう撃げきを受けては危険です」

			「その危険を覚悟したうえでの策……という話ではなかったのか。そもそも、ぎりぎりまで作業をするお前を連れて、この場を離脱するために、わたしはここに残ったはずだ」

			「その必要ならありません。わたしのことは気にせずに、みんなを追い掛けてください。ベルタは嗅覚が利きますし、気付かれないように距離を開けて、こっそりうしろから付いていくことは可能でしょう。もしも敵からの攻撃があったら、そのときは助けに入ってください」

			「お前の仲間たちには気付かれないようにしろというわけか。やはり、そうなのだな」

			　双頭の狼の目に、哀れむ色が浮かんだ。

			「ひとり残って、ここで敵の足留めをするつもりか」

			「はい」

			　頷うなずく。それこそが、わたしが伏せていた本当の作戦だった。

			「騙だますかたちになってしまい、申し訳ありません」

			「……罠の話は出まかせなのだな」

			「はい。そのような都合の良いものはありませんでした。ですが、誰かが足留めをしなければ、もうどうしようもない状況でしたので」

			　このままでは追い付かれてしまう。

			　敵の目的は、ご主人様の命だ。追い付かれてしまえば、容よう赦しやはするまい。

			　それだけは駄目だ。

			　誰かがどうにかしなければならなかった。

			「それは理解できるがな。お前が残る必要があるのか？」

			「わたしが一番、適役なのですよ」

			　ベルタの問いに即答する。そのあたりのことは、十分に考えたうえでの決断だった。

			「治療をしているリリィ姉様は当然として、眷けん属ぞく最強のガーベラがご主人様のもとから離れるわけにはいきません。逆に、あやめでは足留めをするには力不足。シランさんやサルビアさん、アサリナは、ご主人様に引きずられて動けません。ロビビアも怪け我がをしているうえに、精神的に追い詰められています。まともには戦えないでしょう」

			　すらすらと答えた。

			「そもそも、これはわたしの役割です。この身は盾。樹海で出会った日から、ご主人様に降りかかる災厄を防ぐためにありました。そのためになら、この身が木き屑くずになったとしてもかまわないと思い定めてきたのです。だから、これはそのときが来たというだけのことなのですよ」

			　言い切ることに迷いはなかった。

			「それに、これは一番損害が少ない選択でもあります。リリィ姉様は、成長著しいユニーク・モンスター。伝説の白い蜘く蛛もであるガーベラや、伝承に謳うたわれるサルビアさんは、強大な力を持つハイ・モンスターですし、ロビビアは勇者の子供です。幼くして眷属となったあやめや、ご主人様に根付いて生まれたアサリナの潜在能力は計り知れません」

			　失われてしまえばその損失は計り知れないし、彼女たちにはこれから先の役割がある。

			　わたしとは違って。

			「一方で、わたしは所詮、ただのレア・モンスターです。他のみんなとは違います」

			　希少ではあっても、唯一ではない。

			　高位の存在でもなければ、特異なわけでもない。

			　極端な話、もう一度、樹海の奥地に舞い戻り、十分な時間と労力をかければ、わたしのような存在を見付けることは可能だろう。

			「なにより、いまではご主人様自身もお強くなりました。そう遠くないうちに、わたしを追い越してしまうでしょう。わたしという盾は必要なくなります。これがわたしの最後の仕事なのだとすれば、いい頃合いだったのかもしれません」

			「……お前の仲間たちは、そのようには考えていないと思うが」

			「ええ。それはわかっています。だから結局、これはわたしの在り方の問題なのですよ」

			　まだ樹海の奥地にいた頃、ご主人様にもお伝えしたことがあった。

			　――わたしはご主人様をお守りするために存在します。そのためになら、この体など木き屑くずになってしまってもかまわない。

			　これがわたしの生まれた意味だ。だったら、当たり前のことを、当たり前に行おう。

			　それに……最後に、思わぬ報ほう酬しゆうもあったのだ。

			　思い返すと、唇がほころびそうになる自分がいた。

			　ああ、そうだ。

			　ついにわたしは、ご主人様に抱き締めてもらえたのだ。

			　こんな状況で不ふ謹きん慎しんだとわかっていても、自分の心は偽いつわれない。

			　嬉しかった。

			　幸せだった。

			　きっと、あの狭い車のなかでのひと時が、わたしという存在の終着点だ。

			　そう思えてしまった。だから、決めたのだった。

			「行ってください、ベルタ」

			　わたしはここで、敵を迎え撃つ。

			　大きな損害を与えれば、敵の動きは鈍にぶるだろう。この身を賭として特攻をかければ、立て直すために一日くらいは時間を稼げるかもしれない。

			　ベルタに一緒に残ってもらったのは、ここに残る口実に必要だったというのもあるが、ご主人様の眷けん属ぞくではないというのが大きかった。

			　姉様たちを説得するのは骨が折れるだろうが、ベルタは違う。彼女にわたしをとめる理由はない。そう考えていた。

			　だから、意外だった。

			「……それで、本当にいいのか？」

			「え？」

			　ベルタが問い掛けてきたからだ。

			「貴様はそれで納得できるのか？」

			　一歩、距離を詰めてくる。腰から伸びる触手が揺らめいていた。

			「貴様に未練はないのか？」

			　紡つむぐ言葉のひとつひとつに、激情の片へん鱗りんが垣かい間ま見みえた。

			　いまのわたしとのやりとりが、ベルタの心のどこか繊細な部分に触れたらしい。

			　怒っているような、もどかしそうな、やるせなさそうな様子だった。

			　その感情の強さが、問いに応えることを迫っていた。

			「ベルタ……」

			　少しだけ戸惑った。

			　この身を賭として、ご主人様を守ること。

			　それは自分にとって当然のことだったから、その是ぜ非ひについて改めて考えたりなどしなかったからだ。

			　もちろん、考えたからといって、答えが変わるわけではない。

			　わたしは、ご主人様の盾だ。それこそが自分の存在意義だ。

			　だから、これでいいのだ。そう答えようとした。

			「――」

			　けれど、言葉は出てこなかった。

			　予想外のことだった。

			　たとえ亀裂が入ろうと動かせるはずの人形の体を、縛り付けるものがあったのだ。

			　内側からこの身に根を張り、心を脅おびやかすもの。

			　それが恐怖と呼ばれる感情だと気付くのに、数秒の時間が必要だった。

			　まさかと思った。けれど、事実は変わらなかった。

			　わたしは確かに恐怖していた。

			　自覚したことで、手足が震えた。

			　わたしはこれから破壊される。かつて覚悟したように、ご主人様の盾として砕かれる。

			　その事実が怖かった。堪たまらなく恐ろしかった。

			　なんで今更、と思った。

			　木屑になろうとかまわないと思った、あの覚悟は嘘うそだったのだろうか。

			　土ど壇たん場ばになって、臆おくしてしまったとでもいうのだろうか。

			　……いいや、違う。

			　そうではない。これは、そういうことではないのだ。

			　さっき、ベルタはこう尋ねた。

			　それで本当にいいのかと。

			　納得しているのかと。

			　そして、未練はないのかと。

			　無論、わたしはこれでいいと思っている。納得だってしている。

			　けれど、そう。そうなのだ。

			　未練だ。

			　未練がこの胸を焦がしていた。

			　わたしはまだ、自分の望みを果たしていない。そう強く感じていた。

			　ある意味、それは当然のことだったかもしれない。

			　以前に、ガーベラとの間にこんなやりとりがあった。

			　――お主は、主殿に抱ほう擁ようしてもらうために、自身を飾っておるのだったな？

			　――いまでもお主は、そこから先を望んではおらんのか？

			　この問いに、わたしは答えた。

			　――いいえ。わたしのなかには、ガーベラの言う通り、確かにその先を望む気持ちがあります。

			　あの時点で『その先』を望む気持ちは自覚していた。

			　ただし、それがなんなのかはわかっていなかった。

			　まずは抱き締めてもらうことで、自分がなにを望んでいるのかわかるだろうと考えていた。

			　そして、その願いは先程叶かなえられた。

			　だったら、『その先』に進むのは、当然の成り行きというものだった。

			　――それでは、ローズ殿は本当に、主殿と抱き合って、接せつ吻ぷんをして、触れてもらって、愛し合うことを望まぬというのか？

			　あのときのガーベラの問い掛けに、わたしは凍り付いてしまった。

			　なんてことを尋ねるのだと思った。

			　だけど、いまならわかった。こんな土壇場になって、気付いてしまった。

			　

			　……ああ、そうだ。

			　その通りだ。

			　わたしは、ご主人様と抱き合いたい。

			　キスをしたい。

			　この身に触れてもらいたい。

			　愛し合いたいのだ。

			　

			　とっくの昔に、わたしはご主人様に恋をしていたのだろう。

			　あまりに鈍にぶくて気付けなかっただけで、これまでずっと恋い焦がれてきたのだ。

			「……ええ。そうですね。わたしはまだ、死にたくありません」

			　想いが口をついて出た。

			「今更になって、気付きました。わたしはご主人様に恋をしていて……だけど、このままだと、その想いを告げることさえなく終わってしまう。そんなのは嫌です」

			　やっと気付けたのだ。この想いを伝えたい。強く、強く、そう望む気持ちがあった。

			　それができないうちに、終わりたくはない。

			　ただの人形でしかないわたしが初めて、心の底からそう願った。

			　けれど……ああ。だからこそだ。

			「それでも行くのか？」

			「はい」

			　ベルタの問いに、わたしは笑顔で頷うなずいた。

			「恋をしているから、ここで終わりたくないと思います。けれど、その分だけ強く、愛しいあの方を守りたいとも思うのです」

			　感情や心というのは、なんとも複雑怪奇なものだ。結果として決意はより固くなっていた。

			　だから迷いも躊躇ためらいもなかった。

			「さようなら、ご主人様」

			　遠ざかっていく愛しい人のことを想って、静かに胸を押さえる。そこにあるペンダントの感触が、どうしようもない愛おしさと、絶望に立ち向かう勇気を与えてくれた。

			「お慕したいしております。たとえ、この身が朽くちようとも」

			　忠義心からだけではない。この恋心のために、わたしは死地に赴おもむくのだ。

			「どうか健すこやかに」

			　ただ、それだけを願った。

		

	
		
			　

			10　暴走

			　

			　基本的に、この世界の軍隊は各地の領主お抱えの常備軍として成立している。

			　モンスターの脅きよう威いに常に晒さらされているために、そうでなければ生活を維持できないのだ。

			　一般の民衆にもある程度は戦える者がいるが、基本的に彼らは自警団などに属している。

			　村や町の住人からなる自警団と、町に常駐する軍とは協同して人々を守っているし、自警団から軍隊に進む者もいるが、両者は別々の組織である。

			　マクローリン辺境伯領軍も例外ではない。

			　兵士たちは辺境伯家に仕えており、その忠誠心は非常に高い。

			　現辺境伯であるグラントリー＝マクローリンは、自領の民を守るために軍備に投資を惜しまず、兵士の待遇は他の領地に比べて良質なものだ。ルイスのように平民出身の男が責任ある立場にあることからもわかるように、組織自体も健全なもので、特別、末端の兵士たちが不平不満を募らせるような要因もない。

			　普段は領地をモンスターから守るために働いている領軍が、アケルのような辺へん鄙ぴな他国に遣つかわされるのは異例だが、それでも士気が落ちていない理由はそのあたりにあった。

			　むしろ『人々に害をなす偽勇者を討とう伐ばつするため』に、このような場所にわざわざ軍を遣わした辺境伯のことを、なんて立派なご領主様なのだろうと思っているくらいだった。

			　いいや。実際、辺境伯は立派な領主なのだ。

			　少なくとも、そこに住まう人間にとっては。

			　だからこそ、兵士たちの間に疑問が生まれる余地はない。

			　エルフの開拓村を攻撃したことに関しても、彼らはなにも感じていない。

			　エルフ蔑べつ視しは、辺境伯領での常識だ。辺境伯領にはエルフがほぼおらず、『他の領内や国々で人間社会に紛れ込んでいるよくわからない生き物』という認識の者も少なくない。無論、領民の全員が同じ価値観を共有しているわけではないが、そこに疑問を持つ者が少数派であることは間違いないし、そうした人間はルイスがトップを務める領軍からは離れる傾向にあった。

			　加えて、エルフたちには『偽勇者の片棒を担いでいる』という罪状がある。

			　猟りよう犬けんのごとく追い立てることにも躊ちゆう躇ちよはなかった。

			「……あと少しですね」

			　馬上でルイス＝バードはつぶやいた。

			　彼は樹海を進む本隊を率いていた。

			　別働隊には２０００を割いたが、本隊はまだ３０００以上の兵力を残している。

			　今日か、遅くとも明日のうちには決着が着くだろう。

			　長い遠征に従事した兵士たちには、褒賞が与えられることになる。

			　ルイス自身には、偽勇者討とう伐ばつの功こうを以もって、辺境伯の娘のひとりと婚こん姻いんを結ぶ話が内々に進められていた。

			　他の貴族の目もあって、辺境伯家の継承権の低い末の娘が選ばれてはいるものの、それがグラントリー＝マクローリンがルイスに向ける信頼の証であることは明らかだ。辺境伯領でのルイスの立場は盤ばん石じやくなものとなるだろう。

			　もっとも、ルイスはさほど自身の栄達には興味がない。喜びがあるとすれば、これで自分の能力を辺境伯領のためにより良く使えるようになることにあり、辺境伯からそれだけの信頼を向けられているという事実であり、親のように慕したう人物を義理の父にできることだった。

			　その信頼に応えるためにも、この戦いを終わらせなければならない。

			　決意を新たにしたルイスのもとに、伝令の兵士が駆けてきた。

			「ルイス様。ご報告があります」

			「どうした」

			「前方に妙なものを見付けたとのことです。どのように対処すべきかと指示を仰いでおります」

			「妙なもの？」

			　ルイスは眉を寄せた。馬をとめて、腰に下げてあった望遠鏡を覗き込む。

			　なるほど、確かに妙なものがあった。

			　一言でいえば、艶つやのない黒い箱だ。

			　素材は金属だろうか。角に丸みのある平べったい直方体を重ねたような形をしている。

			　近くにある木との比較から、高さは人間の身長くらいはあるだろう。

			　あからさまに、不審だった。

			　まだかなり距離があって詳細は見て取れないが、少なくとも、自然にある物体ではない。

			　一見して、なにをするものなのかはわからない。とはいえ、この状況に、この位置だ。恐らくは、逃げている真島孝弘一行の反撃の一手だということは察することができた。

			　人が入るのに十分な大きさがあるから、なかに何者かが潜んでいるのかもしれない。

			　あるいは、なにかの罠か。

			　もっとも、どちらであってもかまわなかった。

			　あんな不審物に迂う闊かつに近付く理由なんてないのだから。

			「遠間からの攻撃で吹き飛ばしてしまえば、なんの問題もない」

			　ルイスはつぶやくと、伝令の男に指示を出そうとした。そのときだった。

			「なんだ……？」

			　ルイスの喉のどの奥から、怪け訝げんな呻うめき声が漏れた。

			　望遠鏡越しの視界のなかで、正体不明の箱が動き出したのだ。

			　滑るような動きだった。

			　思わぬ展開に息を呑のんだものの、ルイスは優れた指揮官だ。

			　即座に我に返って、目を凝こらした。

			　そうして数秒。その箱のようなものに車輪が付いていることに気付いた。

			「まさか、あれは……物資搬送のための魔動車か！」

			　主に樹海周辺で活動をする軍で用いられており、市し井せいにも軍の中古品が払い下げられて流通しているものだ。今回の辺境伯領軍の遠征でも、荷車として使用されている。ルイスがすぐに気付かなかったのは、車輪を保護するように側面に板が取り付けられており、車輪が見えなかったためだった。通常は見ないような奇抜な形をしていたのも、見誤った原因となった。

			　そして、奇妙なのはそれだけではなかった。

			「速い……？」

			　最初は人間の歩く程度の速さだった。

			　しかし、徐々に駆け足くらいの速度になり、常人では追い付けない領域へと達していく。

			「いや。しかし、そんなまさか……」

			　魔動車は、あまり速度が出ない。それが常識であり、ルイスが驚くのは当然のことだった。

			　あれは、この世界の住人では、誰も見たことがないものなのだ。

			　もっとも、別の世界からの漂流者であれば、その限りではないが。

			　きっと、ここに転移者がいれば『自動車みたいだ』と思ったことだろう。

			　その印象は、おおむね正しい。この奇怪な魔法道具の製作者は、忠義を捧げる主から元いた世界の話を聞かされて、自動車という存在に憧れを抱いていたからだ。

			　ルイスは舌打ちを漏らした。

			「くっ……魔法攻撃で打ち壊せ！」

			　あのなかに敵がいるとすれば、近付かれるわけにはいかない。

			　あまりにも意味不明な状況に対応が遅れたが、まだ巻き返せる範はん疇ちゆうだ。

			　辺境伯領軍は優秀だ。事前に、もしも敵襲があったときの方針については通達してもいる。ルイスが伝令を走らせるまでもなく、大隊長の命令により前衛が隊列を組み始めた。同時に、並んだ盾のうしろから、後衛が敵を迎撃する。主に放たれたのは魔法の弾丸だった。車両は金属板のようなものに覆おおわれていることから、矢では効果が薄いと判断したためだった。

			　雨あられと炎の弾丸が降り注いだ。

			　魔動車の思わぬ速度のせいで、全弾命中とはいかない。

			　だが、あれだけの数があれば下手でも当たる。何度も車体の表面で火柱があがった。

			「よし」

			　望遠鏡を覗いて、ルイスが頷うなずいた。

			　しかし、その数秒後に、眉み間けんに深い皺しわが生まれた。

			「……なんだと？」

			　魔法攻撃を受けながらも、奇怪な車はびくともしなかったのだ。

			「そんな馬鹿な……」

			　ルイスが愕がく然ぜんとするのも無理はない。

			　実のところ、黒い車体の外装はすべて、リリィの黒槍と同じ素材でできていた。

			　概念としては、すでに装甲車に近い。

			　あんなものが出てくるとは、たとえ辺境伯領軍でなくても考えはしない。

			　用よう意い周しゆう到とうと褒め称えるより前に、なんでそんなものを準備していたのか疑問に思うレベルだが、真実はもっと突飛である。

			　なぜならば、この車の開発コンセプトは、『ガーベラが振り回しても壊れない』だからだ。

			　かつて『韋い駄だ天てん』飯いい野の優ゆ奈なを撃退する策の一環として、ガーベラが魔動車を振り回して粉々にした出来事から生まれた、突とつ飛ぴな発想の産物だった。

			　つまりは、装甲車どころか、鈍器寄りの代物である。もはや意味がわからない。

			　真面目でしっかりしているのでわかりづらいが、あれで開発者の少女は天然だった。

			　大抵は誰かがどこかでとめるのだが、この件については、「いずれ自動車を作ってみせる」と意気込む眷けん属ぞくの姿に和なごんだ彼女の主が、うっかり「車は鈍器じゃないぞ」と訂正しそびれてしまい、気付いたときには手遅れだった。

			　無論、それをこの場でいちから作ったわけではない。

			　部品については、ディオスピロに初めて訪れた頃に作り過ぎてしまった余りが、魔法の道具袋のなかに何台分もあった。また、動力源である魔石は、予備に購入したものを使用している。要するに、異常に硬い外装以外は通常の部品を使っていた。

			　それではルイスを驚きよう愕がくさせた速度はどこから来たのかと言えば、他の技術の流用だった。

			　すでに一度、使われてもいる。

			　以前に聖堂騎士団との防衛戦で使用された、戦装『ファイアワークス』――あれは、魔石を使い潰すことで高出力を実現する魔法道具だった。それを、この場面でも使ったのだ。

			　というより、もともと、戦装『ファイアワークス』のほうが、この特製の魔動車を製造する過程で生まれた副産物なので、厳密には技術の再輸入というのが正しい。

			　問題点があるとすれば、まだこの魔石は模造品を作ることができないことだ。速度を出すたびに魔石を購入する必要があり、金額を考えれば日常生活で使う機会はなく、製作者はしょんぼりしていた。まさかそれが、こんなところで役に立つとは当人も考えていなかったのだ。

			「とまらない……！」

			　片道切符の暴走車は、どんどんと距離を詰めていった。

			　さすがにいくらか損傷し始めたが、速度は落ちない。むしろ、さらに速くなっていた。

			「……おい。待て」

			　ルイスの顔面から血の気がひいた。

			　敵がなにを考えているのか、予想ができてしまったからだ。

			「待て。待て。まさか……」

			　その予想は外れない。

			　どころか、人形少女の暴走は、それをはるかに超えてきた。

			　突然、車体の後部が爆発したのだ。

			　こうしているいまもぶつけられている魔法攻撃の成果ではない。

			　車自体に仕込まれた模造魔石によるものだった。

			　目的は推すい進しん力りよくを得ることだ。最後の距離を、文字通りの爆発的な速度で吹っ飛んでいく。

			　――ご主人様、どうでしょうか、この設計。ロケットは浪ろ漫まんなのですよね。

			　――誰から聞いた、そんな話。ああいや、いい。また幹みき彦ひこだな。

			　この魔法道具を紹介されたとき、主である少年は頭を抱えていた。親指を立てる親友の姿が思い浮かんで、深い溜め息をつかずにはいられなかったのだ。

			　そのあとで、嬉しそうな眷けん属ぞくの少女の様子を見て、ふっと肩の力を抜いて笑った。

			　――……まあいいか。

			　――ええっと。どうかなさいましたか、ご主人様。

			　――なんでもないよ。お前が楽しそうなら、おれはそれでいいんだ。

			　普段の落ち着きを忘れてうきうきしていた少女は首を傾げて、その無む垢くな仕草に少年はいっそう嬉しそうに微ほほ笑えんだ。優しく温かいひとときだった。

			　……ルイスと彼が率いる辺境伯領軍にとっては、その結果はたまったものではなかったが。

			「ひぃっ、わぁああああ！」

			　前衛の兵士たちの悲鳴があがった。

			　モンスターに襲しゆう撃げきされることなら覚悟していた。しかし、こんなわけのわからないものが突っ込んでくるとは夢にも思っていなかったのだ。

			　逃げる暇なんてない。すでに元のコンセプトだった自動車から大きくかけ離れたナニカは、正面から辺境伯領軍の前衛に突っ込んでいった。

			　盾を構えていた最前列が、一瞬も堪たえられずに吹き飛ばされた。

			　そのうしろにいた兵士たちは、なにが起こったかもわからずに拉ひしやげた。

			　車体の前面が潰れ、つんのめるように後輪が跳ね上がった。それでも運動エネルギーはなくならない。何度も跳ねるようにして転がっていった。

			　その進路にいた兵士たちは圧し潰され、跳ね飛ばされ、口々に悲鳴をあげた。

			　そうして最後に、引っ繰り返って車はとまった。

			　大惨事だった。

			　方々から傷付いた兵士たちの呻うめき声があがり、無事な兵士は理解しがたい現状を目の当たりにして言葉を失っていた。

			　10秒ほどして、車の扉が蹴り開けられた。兵士の何人かが、ひぃっと声を漏らした。

			　これだけのことをしでかしたのだ。きっと、とんでもない化け物に違いない。

			　そう考えれば、いくら勇敢な兵士といえども、凍り付くしかなかったのだ。

			　そんなふうに身構えていたからこそ、現れた人物を認識したときの兵士たちの衝撃は、魔動車による特攻をかけられたときと同じくらいに大きかったかもしれない。

			「……さて。作戦は成功ですね」

			　地面を踏んだのは、美しい少女だった。

			　みつあみにした髪が風に揺れ、繊せん細さいに整った顔立ちが周囲を見回す。身に纏まとうのは、場違いな侍女服だ。王宮の奥で、貴人に仕えているのがしっくりくる人物だった。

			「初めまして、皆様」

			　すっと少女は一礼した。洗練された仕草だった。

			　主に恥をかかせないように。人間社会に紛れて大事な主の傍にいるために。

			　違和感がないように練習した仕草は優美で、とてもではないが、車両で戦列に突っ込むなんて滅茶苦茶をしでかした人物には見えない。そのギャップが、兵士たちの思考を硬直させた。

			「わたしはローズと申します」

			　頭を上げたローズは、堂々と名乗った。

			「我が主、真島孝弘の第二の眷けん属ぞくにして、その身を守る盾」

			　それこそが、誇りの拠より所なのだと示すように、強く笑う。

			「愛しいあの方を守るために参りました」

			　かつての木製人形は主を想って、ここに大輪の花のように咲き誇った。

			　無論、それはただ綺き麗れいなだけの花ではない。大事なものを守るための棘とげを備えている。

			　長手袋を付けたローズの手が、エプロンのポケットに差し込まれると、繊細な容姿に不似合いな巨大な戦せん斧ぷを引きずり出した。

			「あらかじめ、申し上げておきます」

			　どんと石いし突づきが地面を打つ。ローズは良く通る声で宣言した。

			「戦意を失った方は、武器を捨ててお逃げください。あえて背中を追うつもりはありません」

			　あくまで戦いは守るために。武器を持ちこそすれ、己の役割は盾である。それ以上でも、それ以下でもない。ローズはそう弁わきまえている。

			　いいや。そうあることを望んでいるのだ。

			　敵を許すとか許さないとかは、主が考えることだ。

			　自分はただ彼を守ることだけを考えればよい。

			　ただ、彼を想っていればいい。

			「参ります」

			　忠義と慕ぼ情じようを胸に燃やして、人形少女は戦場に飛び込んだ。

		

	
		
			　

			11　人形少女の戦い方　　～ローズ視点～

			　

			　戦斧を握り締めて、わたしはひとり敵軍のただなかに飛び込んだ。

			　周りはすべて敵しかいない。大軍にぽつんとあいた針の穴。それが自分の立ち位置だ。

			　覚悟はとっくに済ませている。この期に及んで後退はない。

			「……物量戦ですね」

			　雲うん霞かのごとき敵軍を眺めて、つぶやきひとつ。怖おじることなく踏み入った。

			「押し通ります！」

			　斧を振るって、敵兵を薙なぎ倒す。

			　巨大な半月状の刃が、前に道を切り開いていく。悲鳴と怒号が交錯した。

			「くそっ、なんだあいつは！」

			「すごい力だ！　見た目に騙だまされるな！」

			「眷けん属ぞくと言っていたぞ!?　あれがモンスターなのか!?」

			　信じられないらしい声があがるが、その通りだ。

			　わたしはモンスターだ。この身は人の姿を模しているだけで、本質は怪なる人形である。

			　仲間内では特別に力のあるほうではないけれど、それでも人に比べれば、素の腕力は強い。

			　もっとも、ただそれだけだと考えているのなら、それは大きな間違いだが。

			「シィ――ッ！」

			　気合い一閃、斧を繰り出す。

			　常に重心を意識して、踏み込みと合わせて、全身で斧を振るう。

			　武器の重さを遠心力に換えて、思い切り叩き付ける。

			　武芸百般のシランさんから手ほどきを受けたのは、なにもご主人様だけではない。さいわいなことに、わたしの肉体運用は人間のものに近く、武術を身に付けることが可能だった。

			　無論、シランさんのような繊細な剣技には遠く及ばないものの、基本を押さえているだけでも、まったく話は違ってくる。腕だけで振るっていたときとは比べものにならない威力のこもった一撃は、胸当てくらいなら易やす々やすと砕くことができた。

			　盾で防御されても関係ない。思い切り叩き付けて、その隣にいた数人ごと、一度にまとめて薙なぎ倒してやる。

			　呻うめき声を背後に残して、わたしは次の敵兵に襲い掛かる。

			　倒した兵士に、とどめは刺さない。別に情けをかけているわけではなく、そのために足をとめてしまえば、あっという間に周囲を敵に囲まれて、圧おし潰されてしまうからだ。

			　わたしは状況を楽観視していなかった。

			　敵は辺境伯領軍。ふたつに軍を分けているとはいえ、その兵力が膨ぼう大だいなことは変わりない。

			　さっきの突撃は派手だったが、実際に削けずれたのは、せいぜい20名くらいのものだろう。敵の正確な兵力は把は握あくできていないが、その総数に比べれば、損害なんて微び々びたるものだ。

			　けれど、それでもかまわない。

			　そんなこと、やる前からわかっていた。

			　だからこそ可能な限り派手に突っ込んだ。あれは、敵を動揺させるのが目的だったからだ。

			　その目的は果たされている。敵の動きは精彩を欠き、対応は遅れ気味だった。

			　この隙すきに、なるべく長いこと戦場を引っ掻かき回す必要がある。わたしがここで長く敵の足留めをしていればしているほど、ご主人様たちが逃げ切れる可能性は高くなるはずだからだ。

			　結果的に、敵にとどめを刺すことができずにいるが、これも問題はない。

			　たとえば１００人いる兵士のうちひとりが犠牲になったところで集団は機能する。けれど、30人が怪け我がをすれば、立て直しにはそれなりに時間がかかるはずだ。

			　現状も同じことが言える。

			　極少数の敵に致ち命めい傷しようを与えるために足をとめるよりは、多くの敵に怪我を負わせたほうが、今後のことを考えれば効果的な一面もある。

			　足留めのことを考えても、とにかく長く戦い続けることだ。

			　相手が死なずとも、こちらも死なない状況を作り続ける。

			　それだけを自分に言い聞かせて戦列を蹴け散ちらした。

			　すると、こちらに突っ込んでくる一団が見えた。

			「これ以上、好きにはさせん！」

			　正面切って走ってくる男が叫んだ。この男が一団を率いているのだろう。部隊長といったところだろうか。部下を率いて、果か敢かんに攻めかかってくる。

			「ここでとめるぞ！」

			「いいえ。押し通らせていただきます」

			　いい気迫だが、こちらもとまるわけにはいかない。

			　斧を握っているのとは逆の手で、エプロンのポケットからナイフを取り出した。

			　迫りくる敵に、取り出した勢いのまま投げつける。これもまた、シランさんから教わった投とう擲てきの技術によるものだった。

			　とはいえ、扱いなれた斧とは違って、こちらは付け焼き刃だ。射程は短く、真っ直ぐ飛ばせれば上出来という程度のものでしかない。ナイフは先頭の男が掲げていた盾に弾かれた。

			「こんなもの！」

			「効かないでしょうね」

			　あんなナイフで敵の一部隊をどうこうできるとは、こちらも最初から考えていない。

			　だからこそ、仕込んであった。

			　弾かれたナイフの柄つか尻じり。

			　そこに埋め込んでおいた模造魔石が強く輝きを放ち、砕け散る。

			「うおぉ!?」

			　どんと大きな音を立てて爆発した。

			「出し惜しみはなしです」

			　これもまた、戦装『ファイアワークス』の派生形だった。

			　模造魔石を使い切りにすることで、瞬間的な高出力を実現しているのだ。

			　大量の模造魔石を連結させたわけではないので『ファイアワークス』に比べて威力は劣るが、その分だけ取り回しはしやすい。先日の『ファイアワークス』の行使で模造魔石の残りが心こころ許もとないので、本数はあまり用意できなかったが、出し惜しみはしないと決めていた。

			　小規模な爆風に煽あおられた男と部下たちが体勢を崩した。そこにわたしは、吹き付ける風に髪をなびかせながら突っ込んだ。先頭の男を蹴り倒し、続く兵士たちを薙なぎ払いながら進む。

			　突破する。

			　その先で――わたしは、苦い笑みを浮かべた。

			「……これが、辺境伯領軍というわけですか」

			　こちらに向けて並べられた槍やりの穂先があった。

			　一部隊がずらりと戦列を整えて、行く手に壁を作っていたのだ。これまでとは違い、戦う準備を整えていた。

			「う、ぐっ……行かせるな！」

			　先程、蹴り飛ばした男の声が聞こえた。

			　どうやら彼の部隊がわずかに時間を稼いでいる間に、友軍が槍やり衾ぶすまを作り上げたものらしい。

			　思った以上に対応力が高い。戦列を整えられてしまったいま、突破は難しくなっていた。

			　とはいえ、ここでとまれば、敵に更なる余裕を与えるだけだ。

			「突っ込みます」

			　他に手はなかった。

			　先程と同じナイフを投げつけ、模造魔石を爆発させる。二度目ともなれば敵も予想しており、その分だけ効果は下がるが、ないよりましだ。爆風を目め眩くらましに、正面から激突する。

			「うっ……」

			　斧の一撃は前列の一部を薙なぎ倒したが、そこで足がとまった。突き破れない。

			　それならばと再度の攻撃を試みるが、その前に鋭い穂ほ先さきが無数に突き込まれた。

			　避け切れる数ではない。両腕で咄とつ嗟さに受けとめる。

			　鋼鉄の穂先が、勢いよく肌にめり込んだ。

			「突き殺せ！」

			　このままではまずい。

			「くっ」

			　思い切り体を捩ねじる。ずるりと穂先が体から引き抜けた。

			　人形の体から血が流れることはなく、砕けたかけらがわずかに零こぼれ落ちた。

			　槍やりの間合いから逃れるために、その場から下がる。

			　この戦いが始まってから初めての後退だった。

			　直後、うしろから声がした。

			「もらった！」

			　先程、突破した部隊のうち、無事だった者が追いすがってきたらしい。

			　対処する時間が惜しい。

			「邪魔です！」

			　手札をもう一枚切ることにする。

			　独こ楽まのように振り返りざま、エプロンのポケットから取り出した球体を放り投げた。

			　人の頭くらいの大きさの白い球体だ。これも無数に製作した魔法道具のひとつだった。

			　内部には、風属性の模造魔石を仕込んである。兵士たちの頭上で、魔法道具が炸裂した。

			　勢いよく、白いものが撒まき散らされた。

			「うおっ!?」

			「な、なんだ、これ？」

			　べたべたと兵士たちの体に絡みついたのは蜘く蛛もの糸だ。

			　この魔法道具は、ガーベラの蜘く蛛もの繭まゆを加工したものだった。内部に風属性の模造魔石が仕込んであり、発動すると蜘蛛糸を撒き散らす仕組みになっている。ある程度以下の相手にしか通じない、ただの足留めだが、この場面では有効だった。

			　追手の足が鈍にぶったのを確認して、さらに半回転。

			　もう一度、眼前の部隊に向き直る。再度の突撃。

			　薙なぎ倒し、悲鳴をあげさせ、報復の槍やりを身に受けて、引き下がる。

			「まだ……まだ！」

			　三度目。戦列が崩れた。

			「これ……で！」

			　人の壁を食い破る。

			　確かな手応えを得て、前に進んで――

			「……まあ、そう来るでしょうね」

			　――その先には、また別の部隊が待ち構えていた。

			　戦列を食い破られようと、それは全体のごく一部に過ぎない。

			　何事もなかったかのように、辺境伯領軍はそこにあった。

			　これが数の力の恐ろしさだった。

			　巨大な湖にコップ一杯のインクを垂らすようなものだ。

			　奮戦の熱は虚しく消え去り、あとには何も残らない。

			　冷ややかな徒労感が心を打ちのめしにくる。

			　さらに、少しずつ、敵軍から最初の一撃で与えた動揺がなくなってきていた。

			　今度は少し、待ち構える部隊までの間に距離がある。偶然というわけではないだろう。

			　この開けた空間を抜けなければ、わたしは攻撃を仕掛けられない。全速力で駆け出した。

			　けれど、どうしても数秒の時間がかかってしまう。その間、この開けた空間にいるのは、自分ひとりだけだ。敵がこのチャンスを逃すわけなかった。

			「放てぇ！」

			　後衛から魔法と矢が飛んできた。

			　この展開は読んでいたが、どうしようもなかった。避け切れない。

			「ギィ……！」

			　矢が全身に突き立ち、魔法の直撃までもらった。

			　咄とつ嗟さに身を庇かばった左腕から、嫌な音がした。

			　かろうじて、走る足はとめずにいられた。

			　無理矢理に魔法と矢の雨のなかを掻かい潜くぐり、斧を敵の戦列に叩き付ける。

			「怯ひるむな！　突き殺せ！」

			　槍の反撃がくる。損傷する。部隊に指示を出していた男が笑った。

			「ずいぶんと手こずらせてくれたが、ここまでだ！」

			　そう言われてしまうのも、仕方のない状況ではあった。

			　槍やりを受け止めた腕が、がくがくと震えていた。力がうまく入らない。

			　焦げた長手袋の下、左腕はひどく損傷し、ひび割れていた。

			　指はいくつか落ちて、満足にナイフも握れない。

			　右腕はまだましだったが、いまの攻撃で肘ひじの球体関節に、槍の穂先がめり込んでいた。

			　これでは、武器を振るえない。

			　戦えない。

			　諦あきらめるしかない。

			　普通なら――人間なら、そうだっただろう。

			「まだです」

			　けれど、この身は人形にして盾だ。

			　少女にして怪物だ。

			　だから、こんなところでは終わらない。終われない。

			「今日のわたしは、出し惜しみなしですよ」

			　愛しいあの方のために。

			　すべてを出し切って、為すべきことを為すと決めているのだ。

			　この身が木き屑くずと化すそのときまで戦い続ける。

			　そのための、これが切り札だった。

			　

			「戦装『マトリョーシカ』」

			　

			　それは、少女を模る人形の名を与えた魔法道具。

			　すなわち、人形であり、少女であるこのわたしそのものを魔法道具と化す魔法道具――

			「――換装」

			　腕に突き立った槍の穂先を引き抜いて、その場を飛び退くと魔力を駆動させる。

			　途端、ひびが入り、損傷した腕が割れた。壊れたのではない。もともと定められていたように、二の腕からふたつに分かれたのだ。

			　割れた腕の内側には、模造魔石が仕込んであった。

			　刻まれた効力は『収納』だ。

			　ふたつに割れると同時に、模造魔石の効力は失われ、収納されていたものが飛び出す。

			　スペアの腕が。

			「再接続」

			　がちりと音をたてて、肩から腕が繋がれる。

			　繋がったばかりのその手で、割れた腕と一緒に地面に落下する途中だった斧を掴んだ。

			　指先の感覚、腕の振り、ともに問題なし。万全の状態で斧をかまえる。

			「換装終了。戦闘を再開します」
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			　対峙する兵士たちが、呆然とこちらを見ていた。

			　当然の反応だろう。消しよう耗もうさせたはずの敵が、一瞬で万全の状態に戻ったのだから。

			　回復魔法でも、こんなことはありえない。

			　唖あ然ぜんとした彼らに対して、わたしは微ほほ笑えみを向けてみせた。

			「申し訳ありませんが、こういう体ですので。まだ終わりではありませんよ」

			　この身は、ご主人様をお守りする盾だ。

			　そのためになら、木き屑くずになってもかまわない。

			　そう思い定めて、ここまで来た。

			　この魔法道具は、その誓いを現実のものとするものだ。

			　具体的には、内部空間をいじる魔法の道具袋の模造魔石を利用している。

			　袋のなかに袋を入れておく入り子構造自体は、これまでずっと利用してきたものだ。

			　この形に応用するのに少し時間がかかったが、どうにか実用段階には達していた。

			　その結果が、この『瞬間的な復元能力』だった。

			「この身は主を守る盾。たとえ何度砕かれようとも、戦い続けましょう」

			　最初から、わたしは言っていた。これは物量戦なのだと。

			　スペア・パーツの保有数は、両腕、両脚ともに１００以上。

			　１０００の兵士が立ち塞がるのなら、百度この身を新生して立ち向かおう。

			　肉体的な疲労は人形の身にはなく、ご主人様のことを思えば、心が折れることもありえない。

			　戦いはまだまだこれからだった。

		

	
		
			　

			12　人形少女の奮戦　　～ローズ視点～

			　

			　どれだけの時間、戦い続けただろうか。もはや時間の感覚は失って久しかった。

			　戦いは続いていた。

			「シィ――ッ！」

			　雨のように叩き付ける魔法と矢を掻かい潜くぐって、地面を蹴る。

			　並んだ盾に斧を叩き付け、報復の刃を受ける。

			　これ以上は無理だと判断すれば、手足をすげ替えて仕切り直しをする。

			　その繰り返し。

			　繰り返し、繰り返し、繰り返し……。

			　体力に限界のある生身であれば、どれだけ強きよう靭じんな肉体を持っていたとしても、とっくに膝をついていただろう。もう20回は、敵の戦列を崩していた。

			　けれど、それだけやっても、敵の数は減らなかった。

			　実感を得るほどに削けずるには、そもそも、数が多過ぎた。

			　また、倒した者の大半は命を奪うまでに至っておらず、どんどん戦線復帰してきていた。

			　別に、それでかまわなかった。

			　わたしの目的は、殲せん滅めつではない。進軍の妨害と時間稼ぎだ。

			　敵軍は消しよう耗もうしている。兵士たちは怪け我がを負い、疲労を蓄積させている。死なないまでも、骨折したり気絶したりして、戦闘力を失った者も相当数出ているはずだ。

			　時間稼ぎについても成功している。単純にここで戦っている時間もそうだし、怪我をした兵士が進軍できるだけの応急処置を施ほどこすだけでも、相当の時間がかかるだろう。

			　無論、こちらも相そう応おうに消耗してはいた。

			　辺境伯領軍に当初の動揺はすでになく、戦いは激しさを増すばかりだった。

			　スペア・パーツは消費され、残数は30を切っている。

			　とはいえ、これは逆に言えば、あと30回は状態をリセットできるということだ。

			　まだまだ戦いを続けることはできる。悪くないペースだとも思う。

			　……いいや。はっきり言ってしまえば、思いのほか、良いペースだった。

			　戦装『マトリョーシカ』による継戦能力の上昇は、期待以上のものだった。

			　シランさんから教わった武術が、その効果を十全に発揮させていた。

			　戦ってみて、確信した。

			　非常に限定された条件下ではあるが――『十分な準備期間が与えられた』うえで『数で押してくる相手に対する長時間戦闘』に限れば、いまのわたしの戦闘適性はかなり高い。

			　準備さえしてあれば、即時に回復可能な体。

			　何本も用意してあるスペアの武具。

			　豊富な使い捨ての魔法道具の数々。

			　人形のこの身は息切れすることはなく、疲労を溜めることもなければ、怪け我がによる体力低下もない。

			　大軍との戦いにおいて、これ以上の適性を持つ者はリリィ姉様くらいのもの……いいや。可能性だけなら、もうひとりくらいいるかもしれないが、なんにしても、この状況にわたしが大きな適性を持っていることは間違いない。

			　これは仮の話ではあるが、わたしたちが万全の状態で辺境伯領軍と戦うことができたなら、正面から対抗することだって可能だったかもしれない。

			　無論、ご主人様が倒れたうえ、村のエルフたちが同行しているために、リリィ姉様とガーベラが治療と防衛にかかり切りにならなければならない現状では、そんなの夢物語ではあるが。

			　そんなことを考えられるくらいに、現状はうまく行っていた。

			　あと少し頑張れば、辺境伯領軍が今日中にご主人様たちに追い付くのは難しくなるはずだ。

			　あと少し、もうちょっと。

			　それが終われば――終われば？

			　ふとした思考が、泡のように浮かび上がった。

			　ああ、そうだ。予定していたよりも、余裕はあるのだ。

			　だったら、あるいは、あるいはだが……。

			　

			　この状況から逃げ出すことも、可能なのではないだろうか。

			　

			　その考えは、甘かん美びなものだった。

			　わたしは決死の覚悟でこの場にやってきたけれど、別に死にたいわけではない。

			　死にたくない。心の底から、そう思う。

			　だから、考える。

			　戦装『マトリョーシカ』を利用した戦いは予想より効果的だ。予定していたところまで敵を消しよう耗もうさせた時点で、まだこちらには余裕があるかもしれない。また、逃げるときにも、その効果は期待できるだろう。

			　やるべきことをやったあとで、この戦場から逃げ出せる可能性は十分にあった。

			　すべての貯蔵を使い切ってもいい。大事な人たちのもとに帰るのだ。

			　事情を知った姉様たちは怒るだろう。真菜には泣かれてしまうかもしれない。

			　ご主人様は……どうだろうか。わたしたちにはとても優しくて、ある部分では甘くもある人だけれど、こんな勝手なことをしては、さすがに怒るかもしれない。ひどく叱られてしまうかもしれない。

			　……ああ。それは、なんて幸せなことだろうか。

			　もう一度、愛しい人に会えて、その人が自分のことを想って怒ってくれるのだ。

			　こんなに幸福なことなんてない。

			　謝りたいなと思う。

			　許してもらえるまで、何度でも謝るのだ。

			　そして、許してもらえたのなら伝えよう。

			　やっと自覚できた、この想いを。

			　

			　そんな素敵な願望が胸に満ちて――その願望ごと、人形の身が打ち砕かれた。

			　

			「ギィ!?」

			　軋きしむ悲鳴。激突から破砕に至る音の連なり。

			　兵士と交戦中だったところに、凄すさまじい衝撃があったのだ。

			　とても堪たえ切れずに、わたしはのけぞった。

			　認識したのは、一抱えもある岩石だった。

			　魔法だ。攻撃魔法によって、岩石の砲弾を撃ち込まれたのだった。

			「ギ、ガ……ッ」

			　そのまま、背後に吹き飛ばされる。

			　体が地面に叩き付けられる――その寸前、ぐるりと身を捻ひねって着地した。

			「……危な、かった」

			　寸前で防御に回した右腕が粉砕されていた。もう少しで、体を砕かれるところだった。

			　防御が間に合ったのは、ただ幸運であったからに過ぎない。

			　即座に戦装『マトリョーシカ』を発動して腕を換装すると、手放してしまった斧の代わりを、エプロンのポケットから引きずり出した。

			「いまのは……」

			　思い出して、戦せん慄りつした。

			　あの威力。そして、兵士たちと交戦中のわたしに命中させた精密性。

			　面制圧の結果として当たったのではない。あれは狙撃だった。

			　その意味するところは、明らかだ。

			　わたしは自分の甘い願望が、たったいま砕かれたことを思い知った。

			「……会わずにいられるかもしれないと思っていたのですが、残念です」

			　恐れていたものが、ついにやってきたのだった。

			「聖堂騎士団」

			　兵士の列の一部が開けて、重厚な全身鎧よろいに身を包んだ騎士の一団が姿を現していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここは我々に任せろ」

			　現れた騎士の数は、20ほどだった。

			　大した数ではないが、彼らを一般兵と同じに考えることはできない。

			　聖堂騎士団に所属する騎士たちは、いずれも勇者の末裔『恩おん寵ちようの血族』だ。持ち合わせた才能を、幼少時からの訓練で磨き上げた戦闘のエキスパートたち。場合によっては、かつての勇者の能力さえ受け継いだ、最悪の敵だ。わたしは斧を構えて向き直った。

			　まず検討したのは、逃げることだった。

			　別に手柄や名誉のために戦っているわけではないし、なるべく戦闘を長引かせることを狙っている以上、強敵との戦闘は避けるべき事態だったからだ。

			　けれど、すぐにその案は放棄せざるをえなかった。

			　そのためには、周囲の兵士が邪魔だったのだ。

			　盾で壁を作る彼らは、二度、三度と攻撃を仕掛けなければ崩せない。その間、騎士に無防備を晒さらすのは論外だ。

			　こうなる前に兵士との乱戦に持ち込めれば良かったのだが、このように先制攻撃を受けてしまい、捕捉された以上はどうしようもない。正面から戦うしかなかった。

			「なかなか遭そう遇ぐうしないので、ひょっとしたら、聖堂騎士団はこちらの軍団には同行していないのかもしれないと思っていたのですが……それはさすがに、むしが良過ぎる話でしたか」

			「出てこられなかったのは、お前がうまくやったからだ」

			　騎士のひとりが言葉を返した。

			　反応は期待していなかったので、少し意外だった。

			「予想だにしない攻撃で、こちらの対応を遅れさせた。そのせいで、情報伝達に乱れが生じた。結果、移動し続けるお前を捕捉するのに、ずいぶんと時間が掛かってしまった」

			　平坦な目付きの男だった。このように好きに喋しやべっているところを見ると、彼がこの場にいる聖堂騎士の指揮官なのだろう。さっきの「ここは任せろ」という声も、思い返せば彼のものだった気がする。

			「まさか単身、突っ込んでくるとは思わなかった。美しい献身だな」

			　言葉ほどは、声に感銘の色はなかった。淡々としている。わたしが言うのもなんだが、人形のような男だった。最精鋭の聖堂騎士にしては覇は気きがない。

			　ただ、だからといって、気を抜ける相手ではなかった。

			「奮戦は見事だったと言っておこう。悲しいことに、それもここまでだが」

			　男の言葉に応じて、騎士のうち半数が前に出た。

			　残りの半数は、前衛に補助魔法をかけ始める。

			　聖堂騎士団得意の戦術だった。以前の開拓村の防衛戦では、これを避けて、戦装『ファイアワークス』で先制攻撃を行った。しかし、今回はそうはいかない。

			「行け」

			　人形のような男が後衛から下した命令に従い、騎士たちが襲い掛かってきた。

			　シランさんのような例外を除けば世界最高クラスの騎士の動きは、この戦場で初めて相あいまみえるものだった。

			「……くっ」

			　飛び込んできた騎士の一太刀を、わたしは斧の柄えで防いだ。

			　時間差を付けて、側面に回り込んだ別の騎士が剣を突き入れてくる。

			　飛び退いて躱かわし、そこで右腕に衝撃。３人目の攻撃だった。

			　斧を持った右手首を斬り飛ばされた。

			　やられた。

			　すぐに換装する――その直前に、身を屈めた。

			「喰らえ！」

			　薙なぎ払いが、頭の上を通り過ぎた。

			　右の手首から先を失ったため武器はなく、体勢を整えている時間もない。

			　前に出た。

			　薙ぎ払い攻撃を仕掛けてきた騎士に、下から押し上げるように体当たりをする。

			　浮き上がった騎士の体を振り回して、追撃をしようとした騎士に押しやる。

			　そこでようやく、右腕を換装。

			　武器を取り出す暇はない。素手で目の前の騎士の喉のどを突いた。

			　げっと声があがった。

			　だが、それだけだ。

			　普通の人間なら首の骨を折るくらいに強く突いたが、ダメージは小さい。身体能力強化の補助魔法の恩恵によるものだった。

			　怯ひるんだ騎士と交代で、挟み込むようにふたりの騎士が攻撃を仕掛けてくる。

			　いまのわずかな攻防の間に、わたしはエプロンのポケットに左手を突っ込んでいた。

			　取り出したナイフを、一方の騎士に投げ付ける。

			　ナイフ自体は回避されたが、柄尻の模造魔石が爆発する。

			　背後からの爆風で、騎士の体勢が崩れる。追撃のチャンスだが、それはできない。

			　もう一方から迫っていた騎士が剣を突き込んできたからだ。

			　避けようとしたが、速い。

			「ギィ……ッ」

			　分厚い剣身が、よじった脇腹に突き立った。

			　まずい。

			　胴体は戦装『マトリョーシカ』の仕込みがない。つまり、即時の換装は不可能ということだ。これまでは、許容できないレベルの攻撃は、手足を犠牲にして誤ご魔ま化かしてきたのだが、ここでついに直撃を喰らってしまった。

			　さらに、追い打ち。

			　左の脚が太ふと腿ももから、繋いだばかりの右腕が肘ひじから吹っ飛んだ。

			　動きがとまったところで、後衛から岩石の弾丸を撃ち込まれたのだ。

			　左足一本分の支えを失った体が傾く。騎士たちが迫ってきて――

			「まだッ！」

			　――口のなかに含んでいたものを、わたしは鋭く吐き出した。

			　小型の模造魔石だった。

			　わたしは別に、声せい帯たいと口で言葉を作っているわけではない。訓練をすることで、見た目に違和感なく口を動かせるようにしただけだ。実際、のっぺらぼうの頃だって話をしていた。だから飾りの口内に武器を潜ませておくことは容易だった。

			　自分自身も巻き込む形で、吐き出した模造魔石が爆発した。

			　ごろごろと転がって、窮きゆう地ちを脱する。全身から細い黒こく煙えんをあげつつも、身を跳ね起こした。

			　そこには、爆発に巻き込まれかけて足をとめ、たたらを踏む騎士の姿があった。

			　左脚と右腕は換装済みだ。襲い掛かる。

			「この野郎！」

			　騎士は素晴らしい反射速度で、迎撃の剣を振るった。

			　魔法で強化された一撃を、左手を犠牲にして受けとめる。

			「なん……っ!?」

			　剣身を握り締め、引き寄せるようにして前へ。

			　新たに取り出したナイフを、目を見開く騎士の喉のどに突き込む。

			　短い悲鳴をあげて、騎士が背後に倒れ込んだ。

			「やっ……た」

			　これで、ようやくひとり。

			　あれだけの攻防を経て、やっとだった。

			　とはいえ、達成感を得る余裕はない。一撃で使い物にならなくなった左腕を換装すると、新しい斧を取り出した。

			　およそ、彼我の戦力差は把は握あくできた。

			　一歩間違えれば戦闘不能に陥る攻防をやり切って、ひとりの敵を倒せる程度。それも、多大な消しよう耗もうと引き換えだ。聖堂騎士団は、やはり強い。ひとりひとりが保有する戦闘力は、一般的な兵士をはるかに凌りよう駕がしている。魔法の補助を受けたいま、わたしとほぼ同等か、それより上の戦闘能力を持っていると考えていい。

			　かろうじてわたり合えているのは、手足を犠牲にできる特性のお陰だった。

			　とはいえ、このままでは、凄すさまじい勢いでスペア・パーツを消しよう耗もうしてしまうだろう。わたしの貯蔵が尽きるのが早いか、敵が全滅するのが先か。どちらにしても、わたしに先はない。

			　やはりご主人様にもう一度会うことはできないらしい。残酷な夢を見たものだった。

			　わたしは自嘲し、すぐに気持ちを切り替えた。

			　最初から覚悟はしていた。

			　わたしの戦闘能力に持続力はあっても、リリィ姉様やガーベラほどの爆発力はない。聖堂騎士団が出てきた時点で、こうなることはわかっていた。

			　叶かなわない夢に落胆はしても、ショックは受けないし、戦意になんら曇りはない。

			「かくなるうえは、ひとりでも多くを道連れにするだけです」

			　斧を手にして足を肩幅に開き、なにがあっても対応できるように油断なく敵を見据える。

			　そんなわたしに、声をかけてくる者があった。

			「……なるほどな。思った以上に強いものだ」

			　先程も話し掛けてきた人形のような男だった。

			　部下に攻撃を指示することなく、平坦な目をこちらに向けている。

			　それどころか、騎士たちはやや距離を取っていた。まるで出番を譲るかのように。

			「警戒すべきは蜘く蛛も。スライム。あとはドラゴン。そのように聞いていた。思わぬ強敵だ。下手をすれば、相打ちに持ち込まれかねない」

			　こちらを認めるような言葉を淡々と続ける。

			　その物腰に、なぜだろうか、不吉なものを感じた。

			　男の纏まとう雰囲気に、思い出すものがあったのだ。

			　これは、そう。

			　飯野優奈や深ふか津つ明あけ虎とらといった、転移者たちにも似た底知れない魔力の高まり――

			「こちらも手札を切らなければならないか」

			　――それはすなわち、世界を救う勇者の御み業わざの再現。

			　その力を受け継いだ彼らは、『恩おん寵ちようの愛し子』と呼ばれる。

			　男は腕を伸ばすと、地面に手をかざした。

			「『天使人形』」

			　地面から光が立ち昇った。

		

	
		
			　

			13　人形の抗い　　～ローズ視点～

			　

			　地面から立ち昇った光のなか、３体の裸体の人型が姿を現した。

			　頭の先から足元まで、つるりとした体に男女の区別はない。

			　無個性な顔立ちは、全員がまったくの同一だった。

			　不気味さと神聖さとを等分に感じさせるその光景と、それを作り出した人間の言葉が、わたしの記憶を刺激した。

			「……『天使人形』？」

			　聞いたことのある名称だった。

			　確かトラヴィスの部下の騎士が使用した能力が、そのような名前だったはずだ。

			　実際に目撃したのは、ご主人様やリリィ姉様たちだ。

			　襲われる故郷を見て我を失い、暴走したシランさんを追い掛けて辿り着いた村で、遭そう遇ぐうした聖堂騎士のひとりがそのような能力を使ったと聞いていた。

			「まさか生きていたのですか。その後の戦場で姿が見られなかったので、てっきり死んだと思っていたのですが」

			　その後の防衛戦において、どの戦場でも『天使人形』の能力が使われることはなかった。

			　だからてっきり、どこかで能力を使う暇もなく、倒れたのだろうと思っていた。

			　あの戦いでは、ガーベラとリリィ姉様が森のなかで、何人もの騎士を不意打ちで倒していたし、ロビビアは家ごと騎士を潰し、わたしも戦装『ファイアワークス』で何人もの敵を一撃で吹き飛ばしていた。なので、そのいずれかに巻き込まれた可能性は十分にありえたのだ。

			　けれど、そうではなかった。

			　彼は生きており、いまわたしの前に障害として立ち塞がっていた。

			「『天使人形』のオットマー＝ヴァラハだ。こちらも手札を切らせてもらうぞ」

			　名乗りをあげた男――オットマーが、自身の人形に命令を下した。

			「行け」

			　人形たちが滑るように走り出した。その手には、翼を思わせる意匠の槍やりが握られていた。

			　距離を詰めると、無言で槍を繰り出してくる。

			　合わせてこちらも斧を振るい、槍の穂先を弾き返した。

			　武器の特性上、威力はこちらのほうが上だ。けれど、取り回しは敵に軍配が上がった。

			　強く弾いたはずの穂先が、鋭い軌跡を描いて返ってくる。

			　その槍捌さばきを見れば、容よう易いならざる敵であることはすぐにわかった。

			　それも、相手は単独ではない。

			　同一の存在である３体の天使人形の連携は、騎士たちを凌りよう駕がしていた。

			「……くっ」

			　躱かわし、打ち返し、受け止めて防ぐ。それでも追い付かず、穂先が体を削っていく。

			　話に聞いていたより、はるかに強い。

			　以前に『天使人形』に遭そう遇ぐうしたリリィ姉様とガーベラは、簡単に倒すことができたと言っていた。けれど、これはそんな容易たやすいものではなかった。

			　違いは数だろうか。

			　以前の遭遇では20体ほど生み出されたという人形が、今回は３体しかいない。その分だけ個体が強化されているのか、あるいは、数は少ないが強力な個体を利用しているのか。能力の詳細がわからない以上、はっきりしたことは言えないが、とにかく、状況に応じた手を打ってきたということだろう。

			　そのうえ、人形たちの攻めを見て、先程まで戦っていた騎士たちが隙を窺うかがっていた。そちらにも注意を割かなければならない。打ち合いでは、こちらが不利だった。

			　唯一、こちらが有利な点は、戦装『マトリョーシカ』があることだった。

			　あっという間にぼろぼろにされてしまった手足を、その都つ度ど、換装していく。

			　そうすることで、かろうじて戦闘を継続する。

			　けれど、騎士たちよりも隙のない人形の連携を相手取って、こちらから攻撃するまでには至らない。

			　斧だけでは埒らちがあかない。

			　そう判断して、模造魔石を仕込んだナイフを取り出した。戦闘時間が長くなるにつれて、残数が少なくなりつつあるが、背に腹は代えられない。魔力を込めてナイフを投とう擲てきした。

			　爆発により生じた隙を突こうと、斧の長なが柄えを握り締めて――

			「なっ」

			　――人形が爆風のなかを突っ切ってきた。

			　伸ばした槍やりの穂先でナイフを弾いて、爆発をなるべく遠とお間まで起こすことで、影響を最小限にしたのだ。多少は体勢を崩したものの、生じた隙など一瞬のものに過ぎなかった。

			　即座に立て直せるだけの戦闘能力を持っていたのもあるが、それより大きいのは、爆発に対する本能的な恐れや反射的な硬直がないことだった。

			　球体関節どころか、体に繋つなぎ目さえない『天使人形』は、見た目だけならわたしよりも人間に近いが、その本質はただの操り人形、ただのモノだ。概念としては、飛び道具に近い。何事もなかったかのように距離を詰めると、槍を繰り出してくる。

			　わたしも応じて斧を振るうが、反撃の手段がない以上、ここから先は先程までの繰り返しだ。

			　掌てのひらが砕かれる。指が断たれる。太ふと腿ももに亀裂が入る。

			　そのたびに、手足を換装する。

			　見た目に変化はないが、蓄たくわえは減っていく。

			　削けずられていく。

			　貯め込んでいた物量が、長い時間をかけて積み上げたものが、わたしという存在そのものが、どんどん削り取られていく。

			　追い詰められる。

			「ギィ……!?」

			　腰に一撃。避けきれなかった。

			　このままでは、削り殺される。そう察した。

			「ッ！　あああああ！」

			　危機感が体を突き動かした。

			　手足を換装して、前に出る。

			　不用意とも言える前進だ。その代償は大きかった。

			「ギッ、ガ……ァ」

			　一体の攻撃は弾いたものの、残りはまともに喰らった。

			　左の二の腕と、右足の膝関節が一撃で吹き飛ばされた。

			　覚悟はしていた。

			　だから、手足の破片を撒まき散らしながら、それでも前に進むことができた。

			　活路を開く。

			「ここ……です！」

			　前のめりに倒れるような不格好な状態ながらも、人形の一体を間合いに捉えた。

			「逃がしません！」

			　右腕一本で握る斧を、腕も千切れよとばかりに振り回す。大きく弧を描いた戦斧が、胴体目掛けて走った。

			　陶とう器きの砕けるような、甲高い音がした。

			　人形の左腕が砕け散った音だった。

			「あ……」

			　斧の切っ先は、体まで届いていなかった。左腕を犠牲にして、人形はその身を守ったのだ。

			　左腕を失った損傷は、人間であれば咄とつ嗟さには動けないほどの重傷だったが、その身が人形である以上、それはただ体の一部を失ったというだけのことに過ぎない。

			　わたしはそれをよく知っていた。なぜなら、これまで自分がしてきたことだからだ。

			　それをやり返された。

			　だから、次は手痛い反撃が来るのは予想できた。

			　そうとわかっていても、対処する時間がなかった。

			　腕を失った人形が槍やりを跳ね上げ、穂先が左の顔面を打った。

			　砕けた。

			　その事実を認識したときには、無傷の２体が迫っていた。

			「ガ……ッ!?」

			　十分な溜めから繰り出された一撃が、肩を貫つらぬいた。

			　接続部を破砕された左の腕が落ちた。

			　深刻な破損だった。戦装『マトリョーシカ』は、損傷した腕をすげ替えることはできるが、腕自体がなくなればどうしようもないからだ。

			　そして、もう一体の攻撃は、腰を深々と貫いていた。

			　とても嫌な音がした。

			「ガ、ギ……」

			　貫通した穴を中心に、体に亀裂が走っていた。もともと、何発も攻撃を受けていたところに、会心の一撃を喰らったせいだ。あと少しなにかが違っていれば、体たい幹かんを砕かれていた。足腰に力が入らない。

			　あまりにも手酷いダメージだった。

			　敵がこの隙を見逃すわけがなかった。

			「もらった！」

			　人形たちに連携して、側面に回り込んでいた目め敏ざとい騎士のひとりが、わずかな時間差で飛び込んできていた。

			　その手に握られた剣はこの身を打ち砕き、わたしを戦闘不能に追い込むだろう。

			　これで終わり。

			　……なんてこと、受け入れられるはずがなかった。

			「ぁ……ああああ！」

			　自身の損傷を度外視する人形同士の戦いは、わたしの持っていた優位を失わせた。

			　けれど、わたしにはただの人形にはないものがあった。

			　それは、この想いだ。

			　まだ終われない。負けるわけにはいかない。斧を掴む手に、あらん限りの力を込めた。

			　飛び込んできた騎士に対して、逆袈け裟さに斧を斬り上げる。

			　まさかこの状態で動くと思っていなかったのか、騎士はまともにこれを喰らった。

			　信じられない顔をして、血ち飛沫しぶきをあげて倒れる。

			　わたしはもう、そちらには気を払うことなく、斬り上げた斧を頭の上で回転させた。

			　これはダメージを無視した殴り合いだ。今度はこちらの番だった。

			　目の前の人形の頭に、握り締めた斧を叩き付ける。

			　半月状の刃は、頭頂から胸の半ばまでをふたつに叩き割った。

			　深々とめり込んだ斧を引き抜く暇はない。柄つかから手を放した。

			　これが人間のいうところの、火事場の馬鹿力というやつだろうか。これまでにないほどに、壊れかけた体はよく動いた。

			　ただ、あまりにも無茶な挙動をしたために、堪たえかねた関節が軋きしむ音がした。

			　ともすれば、自壊する危険さえ感じた。

			　かまうことなく振り返った。

			「邪魔です！」

			　さっきこちらの腕を落としてくれた人形の顔面に、握り込んだ右の拳を叩き込んだ。

			　打ち付けた拳が半壊し、人形はもんどりうって引っ繰り返った。

			　入れ替わりに、片腕の一体が槍やりを突き込んできた。

			　その槍を、右腕で受けとめて引き込んだ。

			「ああああああ！」

			　引き寄せた顔面に、思い切り頭突きを打ち込んだ。

			　破滅的な音がして、顔が壊れた人形が背後に引っ繰り返った。

			　その反動で、わたしも逆方向に倒れた。

			「ギッ」

			　背中が地面に打ち付けられる。一瞬、意識が曖あい昧まいなものになりかけた。

			「う、ぁあ……」

			　派手に魔力を使い続けたため、ついに自身を保つだけの魔力が枯こ渇かつしかけているのか。

			　あるいは、度たび重かさなる傷の数々が、わたしという存在を脅おびやかしているのか。

			　……どちらであっても、かまわない。

			　ぎしぎしと音を立てながら、身を起こした。

			「まだ、です」

			　立ち上がろうとしたが、うまくできなかった。無理をしたせいで、腰の亀裂が大きくなっていたのだ。

			　それでも、立ち上がらなければいけなかった。

			　そうしてでも、守りたいものがあったのだ。

			「まだ、戦えます」

			　転倒の拍ひよう子しに体から抜け落ちた敵の槍が、近くに転がっているのを見付けた。

			　壊れた右腕を換装して槍を握る。それを杖代わりにして、身を起こした。

			「まだ、わたしは……」

			　戦える、と。

			　それ以上、続けることはできなかった。

			　次の瞬間、飛来した岩石の弾丸が、わたしの体を撃ち抜いていた。

		

	
		
			　

			14　わたしの望みは叶かなわない　　～ローズ視点～

			　

			　天地が滅茶苦茶に掻かき混ぜられた。

			　砕かれた体からこぼれた破片が、土煙とともにパラパラ舞い上がった。

			「あ……ぅ」

			　気付けば、仰あお向むけに倒れていた。

			　そこでようやく、撃ち込まれた弾丸に吹き飛ばされたのだと理解が追い付いた。

			　わたしは咄とつ嗟さに立ち上がろうとした。

			　立ち上がれるなら戦える。大事なものを守ることができる。

			　しかし、身を起こそうとしたところで気付いた。

			「……ああ」

			　腰から下がなくなっていた。

			　喰らった弾丸は２発。そのうち１発が、腰に撃ち込まれていたのだった。

			　亀裂が入って脆もろくなっていた腰は完全に砕けてしまい、下半身はどこかに飛んでいってしまっていた。即座の修復は不可能な、深刻な損傷だった。

			　なら、せめて片腕だけでも。

			　そう思って意識した右腕は動かなかった。弾丸のもう一発は、右の上半身に激突し、肩も含めた周辺をまとめて粉砕していたからだ。

			　もはや身じろぎひとつまともにできない。

			　状況を理解したわたしのもとに、終わりを告げる足音が近付いてきていた。

			「驚いた。それでまだ生きているのだな」

			　オットマーだった。

			　他の騎士たちの姿は近くになく、人形だけを引き連れていた。

			　先程、壊したはずの人形ではなく、より大きな個体だけが付き従っていた。

			　また新しく人形を作り出したのだろう。オットマーは小さく溜め息をついた。

			「素直に賞賛しよう。まさかここまで消しよう耗もうさせられるとは思わなかった」

			　心なし顔色が悪い。どうやらひどく消耗しているらしかった。

			　人形を作るのには、それなりの魔力を必要とするのかもしれない。

			「だが、これで終わりだ」

			　かがみ込んだ人形が、わたしの服の襟えりぐりを掴んだ。

			　重量の半分以上を失った体は、やすやすと持ち上げられてしまう。抵抗のすべもない。

			　そうして、ぼろぼろになったわたしの姿を高々と衆しゆう目もくに晒さらすと、オットマーは抜き身の剣を天に掲げた。

			「見ろ！　邪悪な敵は打ち倒された！」

			　堂々と胸を張り、己の功績を誇るように告げる。

			「我々の正義の勝利だ！」

			　わっと歓声があがった。

			「聖堂騎士様が敵を討たれたぞ！」

			　苦しい戦いを強しいられていただけに、勝利の味は格別のものだったに違いない。

			　爆発した喜びは、波紋のように辺境伯領軍に広がっていった。

			「聖堂騎士団万歳！」

			「辺境伯領に栄光あれ！」

			　快かい哉さいが響いた。

			　吊るしあげられたわたしは、そんな敵の様子を高いところから眺めていた。

			「……正義ですか」

			　静かにつぶやく。

			　その声が届いたのは、オットマーだけだっただろう。こちらに目を向けてきた。

			「なにか言ったか」

			「いいえ。大したことではありません。ただ、やはりわたしはモンスターなのだなと思っただけです」

			　そんな当たり前のことを改めて思わずにはいられなかったのは、わからないからだ。

			　自分たちの正義に湧く人々が、わたしには理解できなかった。

			「あなた方と違って、わたしには正義なんてものはありません。わたしはただ、大事な人たちと静かに暮らしたいだけです」

			　あれだけ多くの人間たちが、正義を掲げて誇らしげにしているのだ。モンスターであるわたしには理解できないというだけで、きっと、彼らは彼らなりに正しいのだろう。

			　だから、彼らを悪だと弾だん劾がいするつもりはない。

			　……そもそも、そうすることに意味が見出せなかった。

			「どっちが正しいとか、正しくないとか、そんなことはどうだっていいのです。だって、もしそれが絶対の悪だとしても、わたしがご主人様を守りたい気持ちは変わらないのですから」

			　そこに正義も、大義もない。わたしにとって大事なのは、自分たちの平穏な生活が脅おびやかされないかどうか、大切な人を奪われないかどうか、ただそれだけなのだ。

			「トラヴィスは手柄と名誉のために、わたしたちに襲い掛かってきました。彼の部下であるあなたが、同じ動機で戦っているのかどうかはわかりません。あるいは、辺境伯領軍のように、心の底から自分の正義を信じて行動しているのかもしれません。ですが、そんなことはどうだっていいのです。だって、それはそちら側の都合です。奪われる側にしてみれば、正義だろうと悪だろうと、そんなのどちらでも同じなのですから」

			　これがわたしの本音だった。

			「あなたがたは、ただの侵略者です。それ以上でも、それ以下でもありません。大義も正義も知りはしません。所詮はモンスターと、笑うのならば笑うがいいでしょう」

			　はっきりと言って、男の顔を睨にらみ付けた。たとえ両腕を失い、腰から下がなくなって、顔面は半面が砕けた悲惨な状態であろうとも、最期まで屈くつするつもりはなかった。

			「絶対に、ご主人様には手を出させません」

			　宣言する。

			「姉様たちも、気持ちはひとつです。わたしはここで終わりですが、その意志は途切れません。ご主人様は必ずや、あなたたちの手から逃げ延びることでしょう。そう信じているから、これは敗北ではないのです」

			「……それが、お前たちの在り方というわけか」

			　黙って聞いていたオットマーは、溜め息をついた。

			　なにを戯言をと思ったに違いない。それでもかまわなかった。

			　どれだけ侮あなどられて、嘲あざけられて、嗤わらわれたとしてもいい。そう思っていた。

			　……だから、次の言葉は意外だった。

			「笑いはしない」

			「え？」

			「お前は正しい。誰かを守りたいという想いが、間違いであるはずがないのだから」

			　思いもしない言葉に、思考が硬直した。

			「そして、わたしは奪う者だ。そういう意味では、非人間的なのはわたしのほうだ」

			　オットマーは淡々と続けた。

			　しかし、聞けば聞くほど、わたしは混乱させられてしまった。

			「どうしてそのようなことを？　だって、あなたはトラヴィスの……」

			「部下だというのに、か？」

			　言葉尻を引き取って、オットマーは頷うなずいた。

			「疑問はもっともだ。しかし、同時に的まと外はずれでもある。お前は勘違いをしている」

			「勘違い……？」

			　オットマーは周りの人形を目で示した。

			「わたしはこの通り、『恩おん寵ちようの愛し子』の力を持っている。聖堂騎士団には、他にも『恩寵の愛し子』が何人か所属している。だが、その全員が実戦レベルに達しているわけではない。貴重な実戦レベルの『恩寵の愛し子』は、聖堂騎士団でもっとも小さな第四部隊にそう何人も配属されはしなかった。所属していたのは３人だけだ」

			「……３人だけ？」

			　わたしは眉を寄せた。

			「それでは数が合いません」

			　聖堂騎士団第四部隊との戦いで、特に強敵だったのが『恩おん寵ちようの愛し子』たちであり、わたしも彼らの情報は聞いていた。

			　隊長である『聖眼』のトラヴィス＝モーティマー。

			　のちにご主人様を奇襲した『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュ。

			　そして、『見通す瞳ひとみ』のゾルターン＝ミハーレク。

			　この３名が確認されている。

			　これに目の前の彼を合わせると４人になってしまう。それでは数が合わない。

			　いや。そういえば、勘違いと言っていたか。

			　だとすれば……。

			「あなたは第四部隊の人間ではないのですか？」

			「そうだ」

			　わたしの辿り着いた答えに首肯を返し、オットマーは続けた。

			「村への再襲しゆう撃げきの際、わたしの姿を見かけなかったとも言っていたな。当然だ。わたしは襲撃に参加していなかった」

			「……しかし、村で遭そう遇ぐうしたときは、トラヴィスの命令に従って、彼を守ったと聞きました」

			「あの時点では、あの男の指示に従うことがわたしの任務だった。それだけのことだ。いまここにいることもな」

			　嘘うそをついている様子はない。

			　この状況で、わたしに出で鱈たら目めを吹き込む理由もないだろう。

			　オットマーの口調からは、ただ義務感だけが感じ取れた。

			　奇妙な胸騒ぎがした。

			「ということは、なんですか。あの場には、聖堂騎士団の第四部隊以外の人間がいたというのですか」

			　与えられた情報に、思考が混乱しかかる。落ち着けと自分に言い聞かせて、改めて考えた。

			　わたしたちにトラヴィスが襲い掛かってきたのは、利己心と功こう名みよう心しんの暴走だった。

			　そのはずだ。

			　しかし、そこには彼の部下ではない人間が混ざっていた。

			　だとすれば、そこにはひとつの可能性が浮上する。

			　――トラヴィスたち聖堂騎士団第四部隊以外の思おも惑わくがあった、という可能性が。

			　そのオットマーが、正義のために侵攻してきた辺境伯領軍と行動をともにしていた。それがなにを意味するのかまではわからないけれど、とんでもない事実を聞かされたような気がした。

			　ご主人様に伝えなければいけない。そう感じた。

			　けれど、そのための手段がわたしにはなく、そもそも時間が残されていなかった。

			「……来たか」

			　オットマーが視線を巡らせたのだ。

			　その先に、馬に乗ってこちらにやってくる男の姿があった。

			「オットマー様！」

			　部下を引き連れてやってきた男は、馬から降りるとオットマーに駆け寄った。

			「敵を討たれたと聞きましたが」

			「ルイス殿。これが奇襲の犯人だ」

			　天使人形に吊り下げられたわたしを示して、オットマーが応える。

			　どうやら現れたこの男が、敵軍を率いているルイス＝バードらしい。

			　ぱっと見た限りでは、誠実そうな男性だった。人々をモンスターの脅きよう威いから守る領軍の指揮官として、必要な素養のすべてを備えたような人物に見えた。たとえば、これが町で見かけただけだったなら、きっとわたしも好感を持っただろう。

			　しかし、わたしの姿を視界に入れると、その目はひどく冷たいものに変化した。

			「これがモンスターですか。人の姿を模すとは、汚らわしい。なぜ殺していないのですか」

			「……その必要があったからだ」

			　吐き捨てるような侮ぶ蔑べつのニュアンスには反応せず、オットマーはあくまで事務的な口調で告げた。

			「辺境伯領軍は疲ひ弊へいしている。領軍を率いるルイス殿が敵を処刑することで、士気をあげる必要があると判断した」

			　先程、任務だと言っていたが、確かにオットマーの態度からは、それ以上のものは感じられなかった。功名心もなければ、正義感もない。非人間的なようであり、とても人間らしいようにも感じられた。

			「なるほど。そういうことでしたか」

			　ルイスは頷うなずいた。

			「でしたら、ただちに行ってしまいましょう」

			　言うが早いか、剣を抜いた。１秒でも早く、目の前の汚お物ぶつを処分したい。そんな気持ちが透けて見えるようだった。

			　オットマーの天使人形が、片手で吊り上げたわたしをルイスの前に突き出した。

			　ルイスが剣をかまえた。戦士としても一流なのだろう。隙の少ない構えだった。

			　ここまで損傷を負った体だ。一撃で壊されてしまうに違いない。

			「刮かつ目もくして見よ！　この一刀にて、世界を侵す害悪を雪ぐ！」

			　全軍に響き渡れとばかりに、ルイスは宣言した。

			　世界を侵す害悪。ずいぶんな言われようだと笑おうとして、不格好に口の端が引き攣つった。

			　……ああ、そうなのだ。

			　こうなることは覚悟していたけれど、だからといって、なにも感じずにいられるわけではなかった。

			　周囲の兵士たちの視線が集まるのが意識された。彼らの期待が高まるのが感じられた。

			　この場の全員が、わたしの死を望んでいた。

			　ひどく寒々しい感覚がした。ここにはこんなにたくさん人がいるのに、世界でまるでひとりぼっちのように思えた。

			　ご主人様に会いたい気持ちはますます膨ふくらんで、心の軋きしむ音が聞こえた。

			　寂せき寥りようの念は、まるで魂たましいを抉えぐるかのように感じられた。

			　

			　ご主人様。

			　ご主人様。

			　会いたいです。

			　お顔を見たいです。

			　触れたいです。

			　抱き締められたいのです。

			　

			　恋しくて、愛おしくて、この想いが届かないのがつらすぎて。

			「……ご主人様」

			　出さないようにしようと思っていた泣き言が、最後の最後に漏れてしまう。

			　ただただ敵意しかないこの場所では、その声に応える者などありえない。

			　――はず、だったのだ。

			「なんだ」

			　ルイスが声をあげた。それは決して、悪を断罪する直前の男の出すようなものではなかった。そこにはただ、困惑だけが満ちていた。

			　多分、きっと、他の誰もが同じだった。

			　ただひとり、このわたしを除いては。

			　これは別に、わたしが特別だったというわけではない。

			　わたしは知っていただけだった。

			　信じていたし、恐れてもいた。

			　わかるのは当然だった。

			　

			　だって、これは恋しいあの人のことなのだから。

			　

			「……『霧きり』だと？」

			　呆然とルイスがつぶやいた。その姿さえ、すでに白く塗り潰されていた。

			　見世物にするために、天使人形に吊り下げられていたわたしの視界さえ、すべて白い。

			　見渡す限りにひしめいていた辺境伯領軍を、白く重い霧きりのヴェールが覆おおい尽くしていた。

			「ああ……」

			　自分が犠牲になってご主人様を守りたいという、わたしの望みは叶かなわなかった。

			　この事態を防げなかった自分に絶望と失望を覚える。

			　そして、それらすべてを塗り潰してしまうくらいに、喜びは強く、罪深い。

			「ご主人様……！」

			　

			　大事なものを取り戻すために、わたしの主がやってきたのだ。

		

	
		
			　

			15　行き付く先の片鱗

			　

			　――時間は少し遡る。

			　おれはいまだに、灯ともし火びの世界に囚われていた。

			「あ、ぐ……」

			　苦しい抵抗は続いていた。

			　おれのなかに侵入したトラヴィスは、のしかかるようにして首を絞めてきていた。

			「はっ、ははは。いいザマですね、真島孝弘」

			　いまのこいつは、ほとんど怨霊そのものだ。

			　そんなありように相応ふさわしく、歪ゆがんだ口元からは悪意に満ちた呪じゆ詛そが吐き出された。

			「苦しみなさい。ふ、ふふ。はは、はははははっ」

			　首筋にめり込む指をどうにかして引き剥はがそうとするが、全身に力が入らない。

			　それでも無理に力を入れようとすると、全身からピシピシ嫌な音がした。

			　この世界で、灯火と二重映しにあるおれの体には、細かいひび割れが存在する。

			　グールに堕ちたシランの意識を呼び戻したとき、リリィを高たか屋や純じゆんから取り戻したとき、それぞれ生じたものだ。この魂たましいに生じた、消えない傷と言い換えてもいい。

			　ピシピシという音は、これが限界だという魂たましいの悲鳴だった。

			　ぎりぎりのところで、抵抗は続いていた。

			　おれだけの力ではない。暗闇のなかからは無数の蔓つるが伸びて、トラヴィスをとめようとしてくれている。サルビアとアサリナが力を貸してくれているのだった。

			　しかし、彼女たちの助けを得てなお、この状況を打破するには足りなかった。

			　一度はトラヴィス相手に優位を取ってもいたが、現実の世界で『霧きりの仮宿』の魔法を使う無理をしたせいで、この世界における抵抗力は大きく失われていた。

			　もはやどれだけの時間、こうして堪たえているのかもわからない。時間の感覚もなく、延々と苦痛だけが続いていた。

			　苦しむおれを見て、トラヴィスが嗤わらった。

			「あなたがたも、しつこいですね」

			　二つ名の所以ゆえんであったはずの目は失われ、火に炙あぶられた蝋ろうのように成り果てた体は、すでにまともな形を保っていない。そんな状態でも、苦しむおれを見て笑っていられるのだから、おぞましい逆恨みとしか言いようがなかった。

			「もう諦あきらめたらいかがですか」

			「……馬鹿を言え」

			　粘着質な言葉をかけてくるトラヴィスに、言い返した。

			　諦めるつもりなんて、毛頭なかった。

			「大丈夫か。サルビア、アサリナ」

			「……ええ。まだやれるわ」

			「サマー……」

			　呼び掛ければ、応えてくれる声がある。

			　酷ひどく疲ひ弊へいしているが、ふたりとも抗う意思は捨てていない。

			「ありがとう」

			　その事実に後押しされて、目の前の醜しゆう悪あくな顔を睨にらみ付けた。

			「おれたちは負けない。トラヴィス。お前こそ諦めたらどうだ。もう体が保てなくなってきているんだろう？」

			　勇者の遺産である『霊薬』は、確かに恐るべき効果を発揮した。

			　魂だけになって侵入してきたトラヴィスは、おれの内部を思うがまま痛めつけた。

			　けれど、それも永遠ではない。

			　いまのトラヴィスは火の点いた蝋ろう燭そくと同じだ。いつかは燃え尽きて消える。

			　事実、初めて現れたときに比べれば、トラヴィスの体は崩れていた。

			　出来の悪い粘土細工じみた印象はますます強まって、人の形を失いつつあった。

			　自覚はあったのか、トラヴィスの顔が引き攣つった。

			　けれど、すぐにその口元は元の通りに歪ゆがんだ。

			「……ええ。そうですね。確かに、あとは時間の問題です」

			　こちらの言い分を認めるようなことを言う。けれど、こいつは素直に自分の負けを認めるような人間ではない。実際、口元はにやにやと嫌な笑みを浮かべていた。

			「わたしは消える。あなたは生き延びる。この手であなたの魂たましいを握り潰したかったのですが、そこは残念でなりません」

			　警戒を強めるおれに対して、トラヴィスは笑みを深めてみせた。

			　嗜し虐ぎやくに満ちた、狂った笑みだった。

			「しかし、だからといって、それがそのままわたしの敗北とは限らない。ええ。これは決して、敗北などではありません」

			　執着心の塊のような口調で告げる。

			「むしろ、あなたには生き延びてもらったほうが面白い」

			「トラヴィス。お前……」

			　なにが言いたいのか。詰きつ問もんするより前に、変化は起きたのだ。

			「え？」

			　暗闇のなか、おれのもの以外に、ひとつの灯火が生まれた。

			　いいや。正確に言えば、灯火は生まれたのではなく、輝きを強めたのだった。

			　もともと、この世界はおれと眷けん属ぞくたちで共有しているものだ。眷属たちの灯火は常に近くに存在している。当然、これまでもだ。

			　それが感じ取れなかったのは、恐らく、『霊薬』の力を借りたトラヴィスが邪魔をしていたためだろう。男の妄念と執念が、おれの周りを黒く閉ざしていたのだった。

			　けれど、不意に燃え上がった赤く美しいその灯火は、邪よこしまな黒い帳とばりを貫つらぬいて、ここまでその光を届かせるだけの特別な熱量を持っていた。

			　その燃焼は力強く、それでいて、どこか儚はかない。

			　直感した。これはきっと、燃え尽きることを覚悟した輝きなのだと。

			「……ローズ？」

			　パスのお陰だろう、相手の正体を察するのは難しいことではなかった。

			　灯火と二重映しになって、見慣れた少女の姿が現れた。

			　突然の事態におれは戸惑い、ついで目を奪われた。

			　暗闇のなかに現れたローズが、とても嬉しそうに笑っていたからだ。
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			　これまで見たこともないくらい、雰囲気が華やいでいた。

			　きっとなにか大事な宝物を得たのだろうと、察するのに十分な表情をしていた。

			　見る者すべてを恋に落としてしまうほど魅力的な笑顔だった。そこには、年頃の少女の持てる輝きのすべてがあった。

			　そして、決定的なことに、彼女の笑顔はこちらに向けられていた。

			　ひたむきな眼まな差ざしは、おれだけを映し出していた。

			　その意味を薄らと理解して――胸のときめきより、全身を襲う悪お寒かんが先に立ったのは、ローズの笑顔が『覚悟した者』のそれと感じられたからだった。

			　不吉な予感がした。もう二度と、ローズの顔を見ることはできないような。

			　そして、そんな予感を裏付けるようにローズは告げたのだ。

			　――さようなら、ご主人様。

			　口にされたのは、別離の言葉だった。

			　胸を締め付けるような、切なげな眼差しをしていた。

			「……待て、ローズ。待つんだ」

			　なにがあったのか、理解できたわけではなかった。

			　けれど、喪失の予感はもはや確信にも近かった。

			　胸を錐きりで突かれ、抉えぐられるような感覚がした。ただ恐ろしかった。この瞬間だけは、痛みも、苦しみも、他のなにもかもを忘れた。

			「待ってくれ」

			　必死に声をあげた。思いとどまらせようとした。けれど、言葉は届かなかった。

			　おれたちの間にあるものは、本来、双方向の繋がりだ。

			　しかし、いまのおれは毒に蝕むしばまれていて、こちらから気持ちを届ける余力がなかった。

			　だから、決定的な言葉をとめられなかった。

			　――お慕したいしております。たとえ、この身が朽くちようとも。

			　それは疑いようのない愛の告白だった。

			　同時に、自らの破滅を覚悟した誓いの文句でもあった。

			　きっとローズは、胸に花開いたその想いを届けたいと、強く強く願ったのだろう。これは、その結果起こった出来事だった。想いの為した奇跡と言ってもいい。恐らくは本人も思わぬかたちで、彼女の願いは叶かなえられたのだ。

			　ただ、それはむしろ、ある一面では残酷なことだった。

			「待っ……」

			　伸ばした手は届かない。

			　とめる言葉がかけられない。

			　告げられた想いに応えるすべすらない。

			　おれは無力で、なにをすることもできなかった。

			　――どうか健すこやかに。

			　その言葉を最後に、ローズの姿は掻かき消えた。あとには、ただ暗闇だけが残された。

			「ああ……」

			　おれはもう、なにを考えることもできずに、暗闇を見詰めることしかできなかった。

			「健けな気げなことですね」

			　呆然としたおれの耳に、滴したたる毒のような声が届いた。

			「追い詰められて、行く先を失って、これからあの娘は死にに行くのですよ」

			　トラヴィスが芝しば居いがかった口調で、認めたくない事実を突き付けてきた。

			「足留めのための捨て駒です。ああ。なんという悲劇なのでしょうかねえ。淡い想いは叶かなうことはなく戦場に果てて……ゴミのように朽ちていくわけです」

			　丹念に傷口に塗り込むように、言葉を重ねる。

			「そんな彼女の犠牲のすえに、あなたは生きていかねばならない。喪失の痛みに打ちのめされて、癒いえない悲しみは心を膿うませ、あなたを長く苦しめるでしょう」

			　ああ、確かにその通りだ。

			　喪失の予感は、ただそれだけで胸に穴を開けていた。この予感が現実になったとき、きっと、それは二度と埋まることのない大きな穴になるのだろう。トラヴィスの言うことは全面的に正しかった。反論の余地もなかった。

			　……だから、疑問があるとしたらひとつだけだった。

			「ふふ。薄汚い化け物には似合いの末路ですねえ。あなたにとっては、受け入れがたい悪夢ですか。せいぜい苦しみなさい。魂たましいが腐り落ちるその日までね。ふふ、ははっ。ははははは！」

			　トラヴィスは楽しげに笑い続ける。

			　おれは首を絞められながら、その苦痛はもはや意識にすらなく、歪ゆがんだ男の笑みにはただ無感情な視線を向けるだけだった。

			　純粋に、不思議に思ったのだ。

			　

			　どうしてこいつは、おれが事態をただ見ているだけと思っているのだろうか？

			　

			　……まあ、どうでもいいか。

			　こんなやつのことなんて、どうだっていい。

			　それきり、おれはトラヴィスから興味の一切を失った。

			　これはただの障害物だ。邪魔で目め障ざわりな異物だ。

			　取り除かなければならないと思った。だから、そうした。

			「あなたが苦しむ様を思うと、わたしはもう笑いが……ぁあ、あああ!?」

			　楽しそうに喋しやべっていたトラヴィスの声が、突然、悲鳴に変わった。

			「なっ、なん、なぁあああ!?」

			　信じられない様子でわめく。それも当然のことだっただろう。

			　トラヴィスの両腕は、手首で砕けていたのだから。

			「……うるさいな」

			　舌打ちが漏れた。

			　先程までもぐだぐだとわずらわしかったのだが、これはこれで耳障りだった。

			「少し黙れ」

			　トラヴィスだったモノのかけらを握り潰して放り捨てると、その手で顔面を鷲わし掴づかみにした。

			「ひ……っ」

			　ようやく状況が呑み込めたのか、トラヴィスの顔が恐怖で歪ゆがんだ。

			「き、貴様、なぜ……!?」

			　トラヴィスの顔いっぱいに、驚きよう愕がくが広がっていた。

			　理解の及ばない事態に対する恐慌の色があった。

			　それらを無感動に眺めてから、素っ気なく言った。

			「別に。そんなの、聞くまでもないことだろう」

			　特別なことをしたわけではない。必要なのは、ただ決意だった。

			　もっとも、その決意というのは――たとえるなら、目もくらむような断崖絶壁から、身を投げ出すようなものだったけれど。

			「……馬鹿な」

			　トラヴィスが信じられないといったふうにつぶやいたのは、ようやく気付いたからだろう。

			　灯火の世界に、破滅の音が響いていた。

			　おれの全身に走る細かいひびが、バキバキ音を立てながら、深い亀裂へと変わっているのだ。

			　自分自身が損なわれる感覚が、はっきりと感じられた。

			　わかっていたことだった。

			　得られた力と引き換えに、おれはすでに多くを失っているのだと、以前に水みず島しまさんから指摘を受けた。このままではまた失うことになると、加藤さんには泣かれてしまった。

			　逆に言えば、代償さえ許容すれば、まだおれの能力には先があるということだった。

			「こ、怖くはないのですか」

			　トラヴィスがわめいた。

			「あなたは……あなたは、狂っている！」

			　まったく、的外れなことを言っている。おれは目を細めた。

			「なにを言ってる。怖くないわけないだろう」

			　壊れていく一秒一秒は、震え上がるほどに恐ろしい。

			　自分が喪うしなわれる薄ら寒い感覚は、いっそ狂ってしまえればと思うくらいだった。

			　おれは別に、そんな強い人間ではない。これが普段の出来事であれば、震えあがってしまっていたはずだ。

			　けれど、いまこのときは、躊ちゆう躇ちよも後悔もしなかった。

			「だ、だったら、どうして……!?」

			「決まっている。そんなことより、もっと怖いことがあるからだ」

			　おれはもうなにも失いたくないのだ。

			　もう二度と、みんなと会う前の孤独な自分に戻りたくない。

			　それが、真島孝弘の願いの原点だ。

			　だったら、どれだけ怖くても、この場面で躊躇ためらうことだけはありえない。

			「消えろ、トラヴィス」

			　目の前の邪魔者を排除するために、おれは全身に力を込めた。

			　そのたびに、容よう赦しやなく全身から破壊の音がした。

			　自分自身が砕けていく。

			　ただし、それは単なる喪失ではなかった。

			　この世界における自身の像の破損は、あくまで人間としての真島孝弘のものだ。

			　能力を深めることによる『魂たましいの変質』。その本質は喪失ではなく、変容にある。

			　割れて、砕けて、壊れて、変わる。

			　ひなが卵の殻を割るように。あるいは、さなぎが裂けて羽化するように。

			　トラヴィスは両目を失っていたが、それでもなにか感じ取るものがあったのだろう。あるいは、そこにあったのは、おれという存在がいずれ行き着く先だったのかもしれない。

			　わななく唇が、怯おびえ切った様子で声を紡つむいだ。

			　

			「……化け物め」

			　

			　見えない目は、最期の瞬間になにを見たのか。

			　感じる絶望と恐怖のほどは、どれだけのものだったのか。

			　興味はないし、知るつもりもないが、それはトラヴィスがこれまで犯してきた悪行に相応ふさわしい最大の悪夢だったはずだ。

			　おれは手のなかにあるものを握り潰した。

		

	
		
			　

			16　目覚め

			　

			　トラヴィスだったものは消失した。おれはひとり暗闇のなかに取り残される。

			　内なる外敵は打ち砕いた。

			　けれど、おれ自身の崩ほう壊かいはいまだにとまっていなかった。

			　破滅の音は続き、剥はく離りしたかけらが暗闇のなか火花となって瞬またたく。

			　おれはそれをとめるでもなく、なるがままに任せていた。別に、投げやりになったわけではない。これは必要なことのように思えたのだった。

			　こうなったことで、やっと理解した。おれはこれまで元の世界にいた頃の記憶を失ってきたが、それはこの現象の本質ではなかった。

			　この崩壊の終端に、おれは別のなにかに変わるのだ。

			　無論、そうなってしまえば、いまここにある自分なんてかけらも残りはしまい。

			　恐ろしいことだった。

			　だけど……。

			　なにもかも失って、それに見合っただけのものを得て、望みを叶かなえる。

			　だとすれば、それは悪い取引ではないのかもしれない。

			　たとえ、その時点で『真島孝弘』がなくなってしまっていたとしても。

			　みんなを守りたい、失いたくないという願いは叶えることができるのだ。

			　だったら、それでいいと思えてしまった。

			　結局のところ、おれはそういう性分なのだと理解した。

			　このまま、みんなを守るだけのモノになったとしても、それは――

			　

			「――駄目よ、旦那様」

			　

			　突然、背後に気配が生まれた。

			「それは駄目」

			　腕が伸びてきて、ふわりと抱き締められた。

			「サルビア？」

			　どうやらトラヴィスがいなくなったことで、自由を取り戻したらしい。

			　サルビアはうしろから、豊かな胸におれの頭を抱え込むようにしていた。

			　どこか懐かしいような感覚があった。

			「それ以上、自分を損なってはいけないわ」

			　叱るように言われてしまう。ただ、その口調とは裏腹に、抱ほう擁ようは柔らかなものだった。

			　与えられる安心感が、過熱していた思考をゆっくりと冷やしていく。

			　ひび割れ、砕けたおれの頬ほおを、慈いつくしむように細い指が撫なでた。

			「もう十分よ、旦那様。それ以上は、誰も望んでなんてないわ」

			　……ああ。確かに、そうかもしれない。

			　おれはずいぶんと失ってしまった。

			　今回のことを知れば、みんな悲しむだろう。それは望むところではなかった。

			「大丈夫。もしも足りないところがあるとすれば、わたしが……いいえ。わたしたちが補うもの。旦那様がすべてを背負う必要はないわ」

			「サマー！」

			　元気の良い鳴き声と一緒に、アサリナも姿を現した。

			　がじがじと、耳のあたりに噛かみ付いてくる。

			「サーマー」

			　不満いっぱいに抗議をする声が、焦しよう燥そうに駆られていた気持ちを落ち着かせてくれた。

			「……ああ。そうだな」

			　全身の崩ほう壊かいと変容が収まっていった。

			　ぎりぎりのところで、変化は決定的なものとはならなかった。

			　それでかまわなかった。失っただけのものは得ていたからだ。

			 

			「手間をかけたな。サルビア、アサリナ」

			　障害だったトラヴィスは打ち砕いた。これ以上は必要ないし、本末転倒だ。

			　……いつかはそれでも足りなくなるときがくるかもしれないが、それはいまではなかった。

			「戻ろう」

			「ええ。そうね」

			　サルビアは頷うなずくと、頭を抱き締める腕にきゅっと力を込めてきた。

			　おれの脳のう裏りに過よぎった考えに勘付いたのかもしれない。

			　危険な場所に行こうとする子供をとめるような仕草だった。

			　おれは後頭部を柔らかな胸に押し付けるようにすると、ぽんぽんと彼女の手を叩いた。

			　暗闇のなかを浮上し始める。

			　さあ。大切なものを取り戻しに行こう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――そうして、おれは目を覚ました。

			　場所は、ずっと寝かされていた魔動車のなかだ。すぐに身を起こした。

			「ご、ご主人様!?」

			　傍にいたリリィが驚きの声をあげた。

			　これまでずっと面倒を診みてくれていたのだろう。疲れ果てた顔をしていた。

			「悪い。心配をかけた」

			　労ねぎらいの言葉をかけて、その体を引き寄せた。リリィの全身にさざなみが走った。
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			「……ご主人様」

			　抱ほう擁ように押し出されるように漏れた声には、歓喜と安あん堵どがあった。負担をかけてしまったことを実感し、ひどく申し訳なく思った。

			「もう大丈夫だから」

			　耳元で言って、短い抱擁を解いた。

			　もっと言葉をかけてやりたいのはやまやまだが、残念ながら時間がなかった。

			「あ。駄目だよ。まだ起きたら」

			　立ち上がろうとすると、リリィが慌てた声をあげた。

			「心配ない」

			　とめようとするリリィを押さえて、おれはすくりと立ち上がった。ここのところ、ずっと寝たきりだったのに動作はスムーズで、毒に侵されていた体にも違和感はなかった。

			「……え？」

			　リリィが呆気に取られた顔で見上げてきた。

			「そんな。いくらなんでも、こんな早く回復するはずが……」

			　ずっと治療をしてくれていただけに、これがどれだけ奇妙なことかわかるのだろう。

			「これじゃあ、まるでわたしとか、ガーベラみたいな……」

			　さっとリリィは蒼あお褪ざめた。彼女もおれの能力については知っている。治療のためにずっと近くにいたこともあって、なにが起こったのか理解できたのだろう。

			「ご主人様……」

			「その話はあとだ」

			　泣きそうな顔で言うリリィに、おれは首を振ってみせた。

			　これは望んだことだった。後悔はなかった。

			「ついてきてくれ。みんなに話がある」

			　言って、車を出た。

			　外に出ると、視線が集まった。

			　みんな驚きの表情を浮かべて固まっている。

			　最初に我に返ったのは、ロビビアだった。

			「孝弘！」

			　彼女は誰よりも早く駆け寄ってくると、胸に飛び込んできた。

			「孝弘！　孝弘ぉ！」

			　みるみるうちに、普段は勝気な目の端に涙が盛り上がった。

			「よかった。よかった。う、うぅ……ああ、あぁあああ！」

			　まるでどこにでもいる子供みたいに、泣き始める。

			　体のそこかしこに、血の滲にじんだ包帯が巻かれていた。

			　母と故郷を失いながら、戦い続けてきた証だった。

			　張り詰めたものが切れてしまったのだろう。彼女はわんわん声を上げて泣き続けた。

			「……ごめんな、ロビビア。もう大丈夫だから」

			　泣きじゃくる小さな体を抱き返してやりながら、集まってくるみんなに目をやった。

			　ガーベラ、シラン、加藤さん、あやめ、ケイ。

			　リアさんをはじめとした村のエルフたちも、おれたちのことを見守っていた。

			　傷付き、疲労しているものの、みんな無事でいてくれたことにほっとする。

			　ただし、そのなかにローズの姿はなかった。

			「お……おお。本当に、回復したのだな」

			　近付いてきたガーベラが、うめくように言った。

			「それはよかった。本当によかった……だが、素直に喜んでもいられんか」

			　安あん堵どに緩んだ表情は、すぐに曇った。

			　その横では、加藤さんがいまにも死んでしまいそうなくらいに蒼あお褪ざめた顔をしており、ケイに肩を抱かれていた。

			　ちらりとそちらに目をやってから、シランが口を開いた。

			「孝弘殿。お話があります。目覚めたばかりだというのに、このようなことはお伝えしづらいのですが……」

			「気を遣わなくていい。ローズが敵の足留めをするために出て行ったんだろう」

			　先んじて言うと、シランは口に手を当てた。

			「ご存知……なのですか。いったい、どうして」

			「パスのお陰だ。もっとも、詳しい経緯までは把は握あくしていないが」

			　端的に告げる。

			「おれはローズを迎えに行かなくちゃならない。悪いが、説明を頼めるか」

			「それは……」

			「わたしから話をしよう」

			　おれが求めると、別のところから声があがった。

			「最後にあの人形に会ったのはわたしだからな」

			　歩み出てきたのはベルタだった。同時に、場の空気が硬いものになった。

			　その理由はすぐ、ベルタ自身の口で明らかにされた。

			「『霧きりの結界』の異変が判明したあとのことだ。あの人形は、罠を張って敵の足留めを提案した。わたしを護衛兼、移動手段として指名したうえで、必要な作業が終われば合流すると言ってな。しかし、いざふたりきりになると、あいつはこのまま残ると言い出した。わたしはあいつを置いて、ひとりで戻ってきたというわけだ」

			　淡々と話をしたあとで、ベルタは二対の目を細めた。

			「……落ち着いているのだな。てっきり、恨み言のひとつも言われるかと思っていたが」

			「おおよそ、ローズの考えは想像できるからな」

			　おれは溜め息をついた。

			　実際、これが突然のことならうろたえたかもしれない。だが、あの灯火の世界で、おれはローズの笑顔を見ていた。

			「リリィたちでは引き止められてしまうと考えて、ローズはベルタを選んだんだろう。あいつの性格なら、利用するようなかたちになってしまったことを申し訳なく思っていたはずだ。それなのに、おれがベルタを責めるのは違うだろう」

			「……よくわかっているのだな。しかし、そこまでわかっていて、お前はあの人形のところに行くのか？」

			　ベルタはさらに問いを重ねてきた。

			「あの人形は自分が捨て駒になってでも、お前を守ることを望んでいた。それでも行くのか？」

			「ああ。そのために、おれはここにいる」

			　そのための対価はすでに支払っている。迷いはなかった。

			「そうか。ならば、もはやとめまい」

			　ベルタは鼻を鳴らした。

			　意外なことに、そういう彼女はどことなく嬉しそうに見えた。ローズと最後に話をしたのは彼女だという話だが、そのときに、なにか感じるものでもあったのかもしれない。

			「だが、状況はそう簡単ではないぞ」

			　ベルタはすぐに雰囲気を引き締め直した。

			「あの人形のところに行くためには、辺境伯領軍を相手取らなければならない。ふたつに軍を分けたとはいえ、数千の大軍だ。加えて、こちらには例の追跡部隊が迫っている」

			「孝弘殿。ベルタの言うことはもっともです」

			　シランが口を挟んだ。

			「つい先程、追跡部隊からの攻撃がありました。危ういところで、戻ってきたベルタが加勢してくれたおかげで、ことなきを得ましたが……それに、ふたつに分けられた敵軍のもう一方についても、放っておけば追い付かれてしまいます」

			　エルフたちを執しつ拗ように付け狙う追跡部隊と、ふたつに分かれた辺境伯領軍。これらを同時に対処しなければならないということだ。言うまでもなく困難なことだった。それは、この場にいる誰しもが肌で実感していた。

			　だからだろう。そこで、これまで黙っていたエルフたちの間から声があがったのだ。

			「孝弘様。少しよろしいでしょうか」

			「リアさん？　どうかしましたか？」

			　リアさんは逃亡生活でやつれた顔に笑みを浮かべ、夫であるメルヴィンさんと一緒に歩み出てきた。

			「問題を解決する方法がひとつあります」

			　疲れ果ててはいても、芯の通った声だった。

			「伯母様。それは」

			「わたしたちのことは気になさらず、ローズさんを迎えに行ってください」

			　シランがとめようとするが、リアさんはかまわずに告げた。

			　穏やかな笑顔は覚悟の表れだとわかった。

			「これはみんなで話し合って決めたことです。みなさんは、どうにか我々を助けようと尽くしてくださいました。もう十分です」

			「このままでは、共倒れですからな」

			　メルヴィンさんも口を開いた。

			「追跡部隊と、辺境伯領軍の片割れのことを気にしていらっしゃいましたが、我々がいなければ、そこを考慮する必要はなくなるでしょう。孝弘様は全員でローズさんのところに向かえばよろしい」

			　実際、メルヴィンさんの言う通り、おれたちだけなら、行動には自由が利く。

			　エルフたちを置いていけば、相手をするのは、ローズが戦っている辺境伯領軍の本隊だけで済む。これが有効な手段なのは間違いない。失われるものを考えないのであれば、だが。

			「いつまでも孝弘様たちに甘えているわけにもまいりません。我々は我々で、どうにか切り抜けてみせます」

			　ただやられるつもりではないと、メルヴィンさんは言う。

			　とはいえ、できることといえば、戦える者で捨て身の足留めをしている間に、ひとりでも多くを逃げ延びさせるくらいのものだろう。無論、辺境伯領軍との交戦の結果、大怪け我がをしているメルヴィンさんが、その程度のことを理解していないはずがない。

			　彼らがこういう人たちだから、返す言葉に迷うことはなかった。

			「ありがたい申し出です」

			　厚意は嬉しく思った。

			「ですが、受けることはできません」

			　メルヴィンさんとリアさんが、戸惑いの表情を浮かべた。

			「……孝弘様」

			「おれはすべてを守るって決めましたから」

			　誰かを失うなんてまっぴらだ。おれはローズを失わないし、そのために誰かを犠牲にしたりもしない。そう決めていた。

			「そんなことが、孝弘殿にはできるというのですか」

			「おれひとりの力では無理です」

			　メルヴィンさんの問い掛けに、かぶりを振った。

			　この身を流れる魔力は、これまでになく力強い。

			　けれど、他のチート持ちと比べれば、いまだに劣ったものでしかない。

			　たったひとりで状況を引っ繰り返すような力は、おれにはない。こればかりは才能だろう。そろそろ思い知っているのだが、本来、おれは戦いに向いていないのだ。

			「だけど、みんなの力があれば話は別です」

			　戦いには向いていないとわかっていて、それでも守り抜きたいものがあった。

			　だから、自身をかえりみることなく手を伸ばした。

			　己をぎりぎりまで費やして、得られたものは決して軽くない。

			　すでに状況は変わっている。いいや。変えたのだ。

			　それを理解したうえで、みんなで協力すれば、十分に勝算はあった。

			「みんなで生き残りましょう。力を貸してください」

		

	
		
			　

			17　少年のもたらしたもの

			　

			　ローズの強襲は辺境伯領軍本隊に少なからぬ疲ひ弊へいを強いた。

			　しかし、それも『天使人形』オットマーの参戦により叩き潰された。

			　自分たちの正義が勝利した。そう確信した兵士たちの熱狂は大きなものだった。

			　それだけに、周囲の一切が霧きりに包まれたとき、兵士たちは動揺した。

			　数メートル先も見通せない深い霧だ。突然の事態に、兵士たちはざわついた。

			「落ち着け！　持ち場を離れるな！」

			　その動揺が恐れに変わる前に、ルイスは浮き足立つ部下たちを抑えた。

			「単なる目め眩くらましだ！　落ち着いて対処すればどうにでもなる！」

			　確かに視界は悪くなったが、なにも見えないわけではない。

			　それに、この状況は予想されていた。真島孝弘の持つ特殊な魔法――霧による視界の剥奪は聖堂騎士団からルイスに伝えられていたし、追跡部隊が攻撃を邪魔された件についても報告を受けていた。当然、事前に兵士たちにもこの情報は知らせてあった。

			　知らないことは恐ろしい。

			　だが、知っているなら乗り越えられる。

			　兵士の動揺を抑えるために、各所で大隊長たちがルイスと同様の指示を出し始めた。

			　さらに、ルイスは状況の把は握あくを進めた。

			「この魔法が使われたということは、ここに真島孝弘が来ていると。エドガール様の奇襲で倒れていたはずだが、しぶといことだ。いや。しかし、だとすれば……」

			　ルイスの眉が寄せられる。

			「なるほど、同行していたエルフを見捨てたか」

			　戦況把握についても澱よどみない。

			　エルフたちがすでに疲労困こん憊ぱいの極致にあることを、ルイスは正確に把握していた。

			　真島孝弘の配下のモンスターは、追跡部隊の攻撃からエルフたちを守るだけで手いっぱいだと報告も受けている。

			　また、追跡部隊とは別に、２０００人の別働隊も迫っているのだ。この状況で、３０００人の本隊に攻撃を仕掛けるだけの戦力を捻ねん出しゆつすれば、エルフたちを守ることはできない。

			　真島孝弘はエルフたちを見捨てたのだ。

			「ふん。所詮は薄汚い偽者だな」

			　ルイスは吐き捨てると、口元を引き結んだ。

			「しかし……そうなると、最悪、眷けん属ぞく全員で攻撃を仕掛けてくることもありえるか」

			　守りを固める必要があると、ルイスは思考する。

			　先程、ローズが特攻をかけたときには、兵士たちが戸惑っているうちに一撃を喰らってしまった。あのようなことがないようにしなければならない。

			　追加の命令を検討し始めるルイスに、この期に及んでも緩みはない。追跡部隊から定期的に得られる情報から、真島孝弘が現状保有する戦力を正確に把は握あくし、そのなかで極めて妥当な判断を下している。彼はできる範囲で、最善を尽くしていたと言っていい。

			　

			　……けれど、それはあくまでも彼が知る限りにおいての話である。

			　

			　ルイスは知らなかった。

			　すでに状況は大きく変わっていた、ということを。

			　いや。正確に言えば、変化自体を認識してはいた。

			　霧きりの魔法が使われたことで、真島孝弘の復活を察することはできていたからだ。

			　しかし、それを単に『ひとりの少年が目を覚ました』としか考えていなかった。

			　それがどれだけ大きな覚悟の産物であり、状況にどれだけの変化をもたらすのかまでは、理解が及んでいなかった。

			　あるいは、それも当然の帰結であったかもしれない。なぜならルイスは、あくまで真島孝弘を偽勇者としてしか認識せず、その在り方を理解しようとはしなかったからだ。

			　たったひとりの少年の復活により、絶望的だった状況は変動する。

			　すでにこのとき、その最初の一手は放たれていたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルイスの率いる本隊から離れた別働隊は、順調に行軍を続けていた。

			　本隊と同じく、別働隊の士気は高い。二手に分かれ、真島孝弘一行の進路に回り込んで挟み撃ちにする作戦は空振りに終わったものの、確実に標的を追い詰めていることは間違いない。

			　別働隊を率いているのはルイスの腹心であり、能力的に申し分のない人物だ。ルイス自身が指揮するのと、そう大差ない働きが期待されていた。

			　そのはずだったし、現にそうだった。

			　彼はルイスにほぼ近いレベルで部隊を指揮し――結果、防戦一方を強いられていた。

			「防御を固めろ！」

			「魔法兵は迎撃準備！」

			　すみやかな指示がくだり、兵士たちが緊迫した面持ちで空を見上げる。まるでそこから、なにか恐ろしいものでも現れるかのように。

			　その恐れは現実のものとなる。

			　兵士のひとりが叫んだ。

			「来たぞ！」

			　勢いよく指差した先、空に小さな点があった。

			　空高くから、辺境伯領軍目掛けて、なにか棒のようなものが落ちてくる。

			　視力に優れた者であれば、それが黒塗りの槍やりだということに気付けたかもしれない。

			　投とう擲てきに適した形状というわけでもないのに、黒槍はすさまじい速度と正確性で、辺境伯領軍を目指して空を駆けた。

			「放てぇ！」

			　辺境伯領軍の魔法兵が、準備していた魔法を空に向かって撃ち放った。

			　その多くは風の魔法だった。遠距離攻撃を仕掛けてくるモンスターに対する有効な方策として、魔法兵一般に訓練されるものだ。ある程度の範囲を守るために迎撃力自体は高くないが、弓矢や投槍程度なら通しはしない。

			　そのはずなのに、黒槍の進路はほとんど逸それることさえなかった。

			　槍の周りに、自然のものではありえない風の流れがあったのだ。

			　それは槍の進路を定め、勢いを加速させ、魔法の防御を貫つらぬいて、攻撃を目標まで届かせた。

			　――着弾。

			　運悪く直撃を受けた兵士が掲げていた盾を、槍は紙のように貫いた。鎧よろいも肉体も、なんの障害にもならなかった。穂先が地面を砕き、巻き上げ、近くにいた兵士を軽々と吹き飛ばした。さらには、黒槍にかかっていた魔法は着弾の瞬間に弾けて、周囲に風の刃を撒まき散らした。

			　巻き込まれた兵士たちの悲鳴があがった。

			　その様を、ゆうに50メートル以上も離れた場所で、少女は人外の聴覚で聞き取っていた。

			「ん。命中したみたいだね」

			　亜麻色の髪を揺らして、リリィは頷うなずく。当然、先程の攻撃は彼女の手によるものだった。

			　真島孝弘復活による状況の変化。そのひとつが、リリィの参戦であることは言うまでもないだろう。

			　リリィはこの逃避行の間、ずっと真島孝弘の治療に付きっ切りだった。

			　それもまた、ある種の困難な戦いだった。

			　その戦いから解放されたいま、リリィは自由を取り戻していた。

			「じゃ、もう一回」

			　辺境伯領軍が蒼あお褪ざめるようなことを言うと、地面に並べて用意していた黒槍を掴む。

			　リリィに託たくされた仕事は、辺境伯領軍の別働隊を足留めすることだった。

			　無理をすることなく、遠距離攻撃を叩き込み続けて、敵の足をとめる。言ってしまえば、これまで追跡部隊相手にやられていたことをやり返しているのだ。それも、何倍も効率的に。

			　辺境伯領軍別働隊にとっては、まったく悪夢と言っていいだろう。ただし、当のリリィはといえば、自分の戦線復帰をそれほど大きなものとして捉えてはいなかった。

			　継続的に魔法による治療を行っていたために魔力残量が心許ない自身の現状を正確に把は握あくしていたのもある。

			　だが、そんな客観的な事実の前に、より本質的なところで、リリィは状況を理解していた。

			　すなわち、自身の復帰はあくまで、愛しい少年が犠牲を払って生み出した大きな変化の、ほんの一端でしかないのだと。

			　実際、より大きな恩恵を受けた者が、彼女の隣にいたのである。

			「シランさん、お願い」

			「わかりました」

			　乞こわれて、シランは頷うなずきを返した。

			　その動作はきびきびとしていて、澱よどみがない。エドガールの襲しゆう撃げきによって真島孝弘が倒れてしまったために、引きずられてまともに動けなくなっていた少女の姿はそこにはなかった。

			「リリィ殿。位置は先程のままでかまいません。細かいところは、こちらで調整しますので」

			　言いながら、自らの精霊に指示を送る。精霊の感覚を介して、辺境伯領軍別働隊の位置を遠距離から把握。さらに、リリィが投とう擲てきを誘導している風属性の魔法を補助して、威力と命中精度を上げてやる。

			「――やぁ！」

			　気合い一投。リリィが投擲した槍やりが、防御を固めていた軍の一角を再び吹き飛ばした。

			「また命中ですね。お見事です」

			「ううん。シランさんの補助のお陰だよ」

			　投げつけた槍は、すでに５本。そのすべてが、辺境伯領軍の兵士を吹き飛ばしていた。

			　とはいえ、正直なところ、被害自体はそう大したものではない。

			　魔法による防御を貫つらぬく際に、こちらのかけた魔法もある程度は相殺されているというのもあり、一撃で与えられる被害は、怪け我が人を含めてもせいぜい10人そこそこだ。

			　ただ、無視できるほどに生なま易やさしくもない。

			　魔法の防御があり、兵士たちが身構えていればこそ、あの程度の被害で済んでいるとも言えるのだ。無視して移動を始めれば、被害が拡大することは目に見えている。だから防御を固めずにはいられない。

			　足留めは十分に成功していた。

			　このままでは埒らちが明かないと、辺境伯領軍側も理解はしているはずだ。

			　それでは、どうするか。

			「そろそろかな」

			　リリィがつぶやくのと同時に、シランがぴくりと身じろぎをした。

			　精霊を介して、敵の動きを読み取ったのだ。

			「……来ました。２００名ほどの兵士がこちらに向かってきます」

			　さすがに、何度も攻撃を仕掛けていれば方角を読まれる。

			　予想はしていたので驚きはなく、リリィはただ伝えられた数に反応した。

			「へえ。思ったより多いね」

			「果断というべきでしょうね。あちらも、こちらが少数であることは理解しているはずです。ならば、決死隊をぶつけて、手を塞いでいる間に前に進もうというのでしょう。２００という数字は、こちらを評価してのことでしょうね」

			　淡々と語るシランに対して、リリィは首を傾げてみせた。

			「助けは要る？」

			「いいえ。わたしひとりで十分です」

			　躊ちゆう躇ちよなく、シランは即答した。

			「リリィ殿は、少しお待ちを。いまのうちに休憩をしていてください」

			「……うん。そうだね」

			　実際、リリィは長い戦闘に堪たえられるような状態ではない。

			　素直に引き下がったリリィを残して、シランは森を駆け出した。

			　足取りは軽く、力強い。

			　このところ、ずっと空っぽだったアンデッドの体に充じゆう溢いつする魔力を感じていた。

			　無意識に唇をなぞった指先に、熱を錯さつ覚かくするほどに。
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			　慕したう少年から与えられたものに満たされる感覚は心強く、同時にとても甘美だ。

			　そして、なにより胸を切なくさせた。

			　今日までに彼が『霊薬』のせいでどれだけ消しよう耗もうしていたか、魔力供給を彼に頼っているシランにはよくわかっていた。

			　目を覚ましてすぐに、これほどの魔力を自分に回せるはずがないと知っていた。

			　だから、なにが起きたかにもすぐに気付いた。

			　いいや、そうでなくても、シランは気付いただろう。

			　なにせ最初に少年に警告を発したのは、ほかならぬ彼女だったのだから、

			　失われたものを思えば、引き換えに得られた力の価値が理解できる。

			　無駄にはしないと強く誓う。

			　与えられた力だけではない。その力を生み出した少年の想いこそが、シランの心に火を灯すのだ。そして、それは決してシランひとりだけのことではない。

			　少年が灯した想いの炎は広がっていく。

			　ひとつひとつは小さくとも、それこそが状況を大きく変えていくのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その頃、辺境伯領軍が繰り出した追跡部隊は、変わらず真島孝弘一行を付け狙っていた。

			　今回派兵された辺境伯領軍のなかで、追跡部隊は異質な存在だ。厳密には、彼らは辺境伯領軍の兵士ですらない。というのも、辺境伯麾き下かの騎士団に属する騎士だからだ。

			　もっとも、マクローリン辺境伯に忠誠を捧げる彼らは、主命をもって派兵された以上、本来は別の指揮系統の者の指示であっても従う。彼らはグラントリー＝マクローリンの正義に剣を捧げているからだ。そういう点で、彼らはまったく騎士らしい騎士と言えた。その剣が振り下ろされる先が、開拓村に住むなんの罪もないエルフであったとしても。

			　そして、保有する能力に関しても、彼らは騎士として一流のものを備えていた。

			　この世界での騎士団と軍の役割分担ははっきりしており、軍が町や村を守るのに対して、騎士団は森に踏み入ってモンスターを討とう伐ばつすることを主な任務としている。今回の追撃戦においても、追跡部隊を構成する騎士たちは存分にその特性を生かして森を踏破し、『偽勇者』真島孝弘とその配下のモンスター、開拓村エルフたちに対して効果的な奇襲を繰り返していた。

			　それに加えて、聖堂騎士団第四部隊の残党も力を貸しており、陣容としては万全のものを用意していた。

			　実際、これまで行ってきた奇襲の手応えは、確かなものが得られていた。

			　敵の抵抗は非常に頑強だったが、もはや限界は近い。あと少しで落ちる。そう確信を抱きながら、彼らは次の襲しゆう撃げきポイントに回り込んだ。

			　しかし、そこでイレギュラーが発生した。

			「……こないな」

			　ふたつに分かれた追跡部隊同士、襲撃を示し合わせた刻限になっても、エルフたちの姿が見られなかったのだ。もっとも、この程度は予想の範はん疇ちゆうだった。

			「休憩でも取っているのか」

			　エルフたちの体力がなくなっていることは、すでに把は握あくしている。

			　足をとめたのなら、むしろ好都合とも言えた。

			　基本的に、追跡部隊の目的は足留めだ。後続の本隊や別働隊が追ってくるまで、敵を釘付けにしておけばそれでいい。動きがないのなら、放っておいてもよいくらいだった。

			　……無論、この時点で追跡部隊は、本隊がローズに、別働隊はリリィに足留めを喰らっていることをまだ知らない。そう時間をかけずに追い付いてくるだろうと認識していた。だから、無理をする必要はないと考えて、攻撃を控えてもおかしくはなかった。

			　攻撃がなければ、エルフたちに護衛は必要ない。真島孝弘はエルフたちに戦力を割かずに見捨てたのだろうとルイスは予想したが、仮にその通りだったとしたら、ここで攻撃がないことでエルフたちにも生存の目が出てくる。

			　しかし、ここで追跡部隊は敵の挙動をきちんと確認することを怠らなかった。

			　彼らは自分たちの職務に忠実で、手を抜くことなどありえなかったのだ。

			　エルフたちに幸運の余地はない。

			　……もっとも、そんなもの、最初から真島孝弘は頼りにしてはいなかったのだが。

			　彼は敵を過小評価していなかった。

			　よって、幸運なんかに頼ることなく、ちゃんと手を打っていた。

			　ルイスの予想では、エルフの護衛に手を割かずに見捨てたと考えられていたが、とんでもない。むしろ、実際に打った手は、その真逆と言ってよかった。なぜならば――

			「おお。来たようだな、歓迎するぞ」

			　――樹海最強の白い蜘く蛛もが、この場には残っていたからだ。

			「歓待の準備はできておる。ここは通さぬ。かかってくるがいい」

			　ガーベラは不敵な笑みを浮かべて、姿も見せない敵に向けて言い放った。

			　無論、彼女もわかっている。いくら自分が強くても、遠距離攻撃に徹する追跡部隊をひとりでふたつ相手取っては、エルフたちを守り切ることはできない。実際、これまでは他に仲間がいる状況でさえ、同行するエルフたちから怪け我が人を出さずにいることは不可能だったのだ。

			　ならば、これは絶望的な状況か。

			　ガーベラが残ったことは、ただの気休めでしかないのか。

			　そんなことはない。

			　ガーベラはそう確信していたし――それだけの状況を作り上げてもいた。

			「なんだ、これは」

			　追跡部隊の騎士が声を漏らした。

			　目の当たりにしたものの異様さは、彼らをして愕がく然ぜんとさせるものだったのだ。

			「蜘蛛の巣だと……？」

			　白い糸が、森の木々を縦横に繋いでいた。

			　糸の太さは指ほどもあり、独特の模様を描く巣は幾いく重えにも張り巡らされて、広い範囲を覆おおっている。これはまさしく『蜘蛛の結界』とでもいうべき代物だった。

			　面積で言えば、標準的な家屋の２、３軒、簡単に包んでしまえるくらいはあるだろう。

			　その広大な蜘蛛の巣のうえに、巨大な白い蜘蛛が八本脚を広げて鎮ちん座ざしていた。

			　スケール感が狂った光景は、現実味に乏しい。

			　そこで笑う美び貌ぼうの少女は、異形であるがゆえに、この光景にあまりに似つかわしかった。

			「どうした、攻めてこんのか」

			　巨大な蜘蛛の巣の中央には、エルフたちが固まっている。

			　見た目だけなら、化け物に囚われた哀れな村人だが、もちろん、そんなわけがない。

			「虚こ仮け脅おどしを……！」

			　異様な光景に呑のまれていた騎士たちが、自分たちのなすべきことを思い出した。

			　手にした矢をつがえ、魔法陣を展開する。蜘蛛の巣を警戒して足を留めたため、いつもより距離があったが、それでも攻撃は届く距離だった。

			「放て！」

			　ふたつに分かれた部隊が、それぞれエルフ目掛けて矢と魔法とを放った。

			　これを防ぐ手段は、ガーベラひとりにはない。

			　そもそも、防ぐ必要がなかった。

			　放った矢と魔法は、そのほとんどが蜘く蛛もの巣に絡め取られていたからだ。

			　たとえ、目の粗あらい網あみでも、いくえにも重ねればどこかで引っ掛かる。張り巡らされた蜘蛛の糸は、周辺は疎そだが、中央に近付くほど密度は高くなっており、引っ掛けずにエルフたちまで届けることは困難だった。少なくとも、魔法攻撃は確実にどこかで引っ掛かってしまう。

			　無論、そんなのは見ればわかる話で、騎士たちは矢に比べてはるかに威力がある魔法なら、蜘蛛の巣を引き千切れると予想していた。けれど、樹海深部の白い蜘蛛の糸は、彼らの予想をはるかに上回って強きよう靭じんだった。ダメージが皆無というわけではないが、幾重にも重なった蜘蛛の巣を突き破るのには、非常に時間がかかるだろう。

			　それでは、矢はどうか。

			　魔法に比べて多く放たれた矢は、大半を巣に絡めとられながらも、いくらかはエルフたちのもとまで届いていた。

			　けれど、悲鳴はあがらなかった。

			　代わりにあがったのは、号令だった。

			「来たぞ！　かまえろ！」

			　声の主は、開拓村の長であるメルヴィンだ。

			　負傷しながらも指揮を執とる彼に従い、まだ動けるエルフたちが盾をかまえた。

			　騎士とは比べられないにせよ、危険な樹海に住む開拓村のエルフたちは戦いを知らないわけではない。距離があるために威力が落ちているうえ、十分に数の少なくなった矢なら、盾に隠れてやり過ごすことくらいはできた。

			　追跡部隊は勘違いをしていたが、エルフたちは疲ひ弊へいして足をとめたわけではなかった。

			　足をとめざるをえなくなったわけではなくて、その前に、自分たちの意思で足をとめていた。このまま逃げ続けて疲ひ弊へいを続けるよりは、まだ抵抗する力があるうちに戦おうと覚悟を決めたのだった。

			　こんな展開、追跡部隊は予想していなかった。

			　寄よる辺べである故郷を追われ、敵にはこの世の正義の象徴である聖堂騎士団が力を貸していてなお、諦あきらめることなく逃げ続けた事実だけでも驚嘆に値するのに、まさかこれほどの士気を保っているとは思ってもみなかったのだ。

			　言うまでもなく、そこには、ひとりの少年の働きがあった。

			「次が来るぞ、気を引き締めろ！」

			　同どう胞ほうを鼓こ舞ぶするメルヴィンの耳には、真島孝弘との会話が残っていた。

			　このままでは共倒れになるだけだから、自分たちのことは気にせずローズを迎えに行ってほしいといったメルヴィンに、真島孝弘は言ったのだ。

			　自分はもう誰も失うつもりはない。だけど、自分ひとりでは力が足りない。

			　力を貸してほしいのだと。

			　その言葉には力があった。少年がなにを失ったのか知らないエルフたちでも、感じ取れるだけの決意と覚悟があった。それが、彼らの心に火を点つけた。

			　みんなで生き残るために戦おうと、立ち上がったのだった。

			　士気の高さは、抵抗の頑強さに直結する。矢がすぐ近くの地面に突き刺さる恐ろしい音が聞こえてもエルフたちは怯ひるまなかった。

			　この距離ではどうしようもないと、追跡部隊は判断した。

			　一度退いて、ふたつの部隊は合流する。

			　またすぐに分かれて、移動を開始した。

			　さいわい、蜘く蛛もの巣は広範囲に張り巡らされているだけあって、ひとつひとつの巣の合間には隙すき間まが十分にあった。防壁というよりは、ある種の迷路に近い。もっとエルフたちに近付くことは可能だった。

			　近付けば近付くだけ、エルフたちとの間にある蜘蛛の巣のベールは薄くなる。

			　気を付けるべきは白い蜘蛛の存在だが、追跡部隊は戦力をふたつの部隊に分けている。体がひとつしかない以上、両方の部隊に対処することはできない。

			　彼らは蜘蛛の領域に足を踏み入れた。

			　蜘蛛糸をどうにかできないか、短剣で斬りつけて確認した者もいたが、そう簡単には斬れなかった。それどころか、粘ねばつく糸に剣を巻き取られて、武器を失う羽目になってしまった。

			　下手に触れると身動きが取れなくなるということだ。

			　動きに多少の制限がかかったことを騎士たちは認識した。

			　もっとも、それは相手も同じことだ。気を付けていれば問題にはならない。

			　常にガーベラを視界に入れながら、追跡部隊は身を隠しつつ移動した。

			　一方はガーベラの正面から、もう一方はその逆側から迫っていく。

			　近付くのは、襲い掛かられても逃げられると確信を持てるだけの距離までだ。そこでも、十分に攻撃は効果的だと判断していた。追跡部隊は慎重だった。

			　ガーベラは動かない。

			　接近に気付いていないのか。気付いていて動けないのか。

			　どちらにしても、もう十分だ。ガーベラの逆側から近付いていた部隊が、無言のまま攻撃の準備を開始する――その直前だった。

			「くぅー」

			　ぴょんと追跡部隊の前に飛び出したのは、まん丸に膨ふくらんだ仔こ狐ぎつねあやめだった。

			「な……っ」

			　嗅覚を利用した感知において、眷けん属ぞくのなかであやめ以上の存在はいない。身を隠して近付いていた追跡部隊だが、あやめの前では、そんな努力はなんの意味も為さなかった。

			　というか、あやめはあんまり状況を理解しておらず、慎重な追撃部隊の移動に対しても「なんかゆっくり動いてるな、変なのー？」くらいの認識でしかなかった。

			　ともあれ、相手が変だろうがなんだろうが、その迎撃を大好きなご主人様に頼まれている以上、あやめに容よう赦しやはない。

			「ぎゃお！」

			　間髪入れず、無数の火球を吐き出した。

			　部隊の騎士たちは咄とつ嗟さに防御したが、巻き上がった爆炎に薙なぎ倒される者が続出した。

			「くそ、蜘く蛛も以外にまだいたのか！」

			　攻撃の対象を、咄嗟に騎士たちはあやめに変えた。

			　風ふう船せん狐ぎつねは大した力を持つモンスターではない。正面戦闘で、これだけの数の騎士で戦えばすぐに倒せる。その判断は正しいものだった。

			　ただし、場所がここではなければの話だが。

			　騎士たちもすぐにそれに気付いた。

			　追跡部隊とあやめとの戦いは、両者ともに得意な戦術から、必然、遠間からの撃ち合いになった。

			　しかし、この場は木々が障害物になるばかりか、蜘蛛の巣が遠距離攻撃の邪魔をしている。

			　この点において、追跡部隊もあやめも条件は同じだ。

			　攻撃を通すためには、射線を通す立ち回りが必要になる。

			　だが、蜘蛛糸はその行動を阻害した。追跡部隊は自由に動き回れない。

			「くぅーぅ！」

			　対するあやめはすばしこく、森を駆け抜ける。

			　まったく行動に支障はない。単純に、体の大きさが違うからだ。

			　あやめが走る高さに蜘蛛糸は張られていない。好きな場所に回り込んで攻撃することが可能であり、敵の攻撃から逃げ回ることも容易だった。

			　ここは自分たちに不利な空間だ。

			　気付いた騎士たちは、歯は噛がみしつつ即座に撤退に移るしかなかった。

			　その決断の速さは評価に値したが、奇襲が失敗したことには違いない。この追撃戦が始まってから初めての、成果のない撤退だった。

			　それでも、彼らは幸運だった。

			　もう一方、ガーベラの正面に向かった部隊は、それどころでは済まなかったからだ。

			「……う」

			　隠れ潜んでいた騎士たちは息を呑のんだ。

			　突然、ぐるりとガーベラがこうべを巡らせたからだ。隠れている騎士たちに、恐ろしいほど整った顔が向けられた。

			　後背を突いたもう一方とは違い、彼らは隠れたまま、まだ攻撃もしていない。それなのに、明らかにガーベラの赤い瞳ひとみは彼らを捕捉していた。

			　どうしてなのか、考えている暇はなかった。

			「撤退！」

			　不測の事態だ。決断は早かった。速やかに彼らは来た道を戻ろうとする。

			　しかし、それにも増して、ガーベラの動きは速かった。

			「馬鹿な……!?」

			　騎士たちの顔が引き攣つった。

			　距離は十分に取っていたはずだった。それにもかかわらず、悪魔のようなスピードで、ガーベラは追跡部隊に迫ったのだ。その動きは、平地を行くよりも速かった。邪魔なはずの蜘く蛛も糸は、彼女にとってのみ、足場として機能したのである。

			「そんな……!?」

			　張り巡らされた蜘蛛の巣は、単なる障害物ではなかった。

			　足を踏み入れた者は行動を阻害される。

			　領域の主であるガーベラの機動力は強化される。

			　さらに蜘蛛の糸はガーベラの脚元に繋がっており、侵入者の存在を伝える役割もあった。

			　この場は正しく『蜘蛛の結界』、ガーベラのための世界だったのだ。

			　もっとも警戒していた白い蜘蛛がこのような戦い方をすることを、追跡部隊は知らなかった。だから、対応もできなかった。

			　こんな恐ろしい戦い方をするのなら、どうして教えてくれなかったのか。

			　情報を集めていた部署はなにをしていたのか。

			　そんなふうに考えるのは当然だったが、この場合、情報収集の不備を責めるのは酷こくだろう。

			　あっという間に騎士たちの目と鼻の先に迫ったガーベラは、くつくつと笑ったのだ。

			「驚くのも無理はない。こんなやり方、あやつに指摘されるまで、妾わらわも忘れておったくらいだからの」

			　ガーベラは樹海最強の白い蜘蛛。

			　圧倒的な戦闘能力で敵を蹂じゆう躙りんするモンスターだ。これまでもその機動力と怪力で、真っ向からチート持ちとさえやり合ってきた。今回もそうするつもりだった。

			　しかし、そこで思わぬところから指摘があった。

			　作戦に口を挟んだのは、ベルタだった。

			　どのような心境の変化があったのか、彼女は今回、自分から積極的に助言をしたのだ。

			　――蜘く蛛もよ。どうして貴様、巣を張らないのだ。

			　それは、素そ朴ぼくな疑問だった。

			　そもそも、アラクネというのは、正面から戦った場合、それほど強いモンスターではない。

			　というより、間違っても正面戦闘をするようなタイプではない。

			　得意なのは搦からめ手だ。蜘蛛の巣を張り巡らせ、地形を味方につけることで、初めてアラクネは真価を発揮することができるのだ。

			　――貴様の戦い方は、剣士が格闘家の真似事をしているようなものだ。それはまあ、体を鍛えているから戦えはするだろう。だが、本来の武器を使っていないことに違いはない。

			　ベルタはガーベラの戦い方をそう評した。

			　実のところ、彼女は出会ったそのときから「なんであいつは蜘蛛の巣を張らないんだろう？」と、不思議に思っていのだった。

			　――貴様はそれでも十分に、いや、十分以上に戦えているがな。……ああ、くそ。そう考えると、腹立たしい。なぜわたしがこのような助言をしなければならないのか！

			　――お、おお？　なんだかよくわからんが、ごめんなさい？

			　自らの王のために、ひたむきに強さを求めているベルタにしてみれば、ガーベラの存在は理不尽そのものだ。

			　モンスターとしてのリソースの大半を蜘蛛糸に費やしているのが、本来のアラクネというモンスターなのだ。それなのに、ガーベラの場合は強くなり過ぎて、待ち構えているより襲いに行ったほうが早くなってしまい、それがそのまま戦闘スタイルになってしまった。

			　まったくの出で鱈たら目めだが、ある意味、当たり前のことでもあったかもしれない。

			「ベルタのやつ、本気で怒っておったからの。ちと怖かったぞ」

			　こんなふうに暢のん気きなことを言っているが、忘れてはならない。

			　

			　彼女こそが樹海深部最強の白い蜘蛛。

			　それすなわち、伝説にさえ謳うたわれた理不尽と出鱈目の化身である。

			　

			「だがしかし、これで終わりだの」

			　ぱきぱきと鳴らした指先には、返り血がべったりと貼り付いている。

			　肌の色が白いだけに、その赤は恐ろしく鮮烈に、見る者の目に映った。

			「……馬鹿な。全滅だと」

			　本来の戦い方を思い出した白い蜘蛛は圧倒的だった。蜘蛛の巣に覆おおわれた彼女の世界で、ふたつあった部隊のうちの一方は、ひとり残らず血の海に沈んだ。

			　もはやどうしようもない。追跡部隊の片割れは撤退するほかなかった。

			「や……やった！　やったぞ！」

			　エルフたちが歓声をあげた。

			　信じられないようにお互いに顔を見合わせ、抱き合って喜ぶ。

			　その様子を、うむうむと頷うなずきながら見ていたガーベラのもとに、あやめが駆け寄った。

			「おお。あやめ、お主も活躍だったな」

			　ガーベラの頭に乗って、あやめは満足げに膨ふくらんでみせる。

			「くーぅ」

			「うむ。これで当面は大丈夫だな」

			　ここまでの打撃を与えれば、まずしばらくは攻撃されることはない。

			　追跡部隊は任務に忠実だ。

			　大きな損害を受けたのなら、それなりのやり方で任務を続行するだろう。

			　たとえば、足をとめたエルフたちを遠巻きに見張るだけでも、彼らは任務を遂行できる。

			　まともに戦闘が可能なのがガーベラとあやめのたったふたりという状況で、いまのようにエルフたちを守ることができたのは、この『蜘く蛛もの結界』があったからだ。

			　ここから出てしまえば、場所の有利は失われる。出ることはできない。

			　とはいえ、これは望んだ状況だった。

			　被害はなく、当面の安全を手に入れた。

			　目的を果たした仲間が戻ってきさえすれば、逃げ出すことも叶かなう。

			　喜び合うエルフたちを見回すと、ガーベラは空を見上げた。

			「こちらはどうにかなったぞ。あとは――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルイスの予想とは裏腹に、エルフたちは守り抜かれた。

			　それどころか、これまでやられるばかりだったのに、一いつ矢し報むくいることさえできたのだ。

			　ひとりの少年の復活によりもたらされた変化は、敵の予想をはるかに上回る成果を生んだ。

			　リリィの戦線復帰。

			　シランの戦力回復。

			　ガーベラへの助言。

			　エルフたちの奮ふん起き。

			　どれもが事態を反転させるのに必要不可欠なものだった。

			　だが、もっとも根本的な変化はまだ語られていない。

			「……行くぞ」

			「ああ」

			　大事なものを取り戻すために、霧きりを纏まとう少年が駆け出した。

		

	
		
			　

			18　取り戻すための戦い

			　

			「……貴様をこうして背に乗せるのも久しぶりだ」

			　森を駆けるベルタが語りかけてきたのは、辺境伯領軍本隊に辿り着く少し前のことだった。

			　周りに他の仲間たちはいない。背中に乗せてくれているベルタと、おれだけだった。

			「そうだな。高屋純からリリィを取り戻したとき以来か」

			　脳のう裏りに当時を思い出しつつ応える。

			　あのときもこうして、背中に乗せてもらっていたのだった。

			「たびたび頼ってしまって悪いな」

			「気にするな。お前が死ねば、我が王は悲しむ」

			　いつものつれない返答があった。けれど、そこからが少し違っていた。

			「いや。そうではないな」

			「ベルタ？」

			「今更、誤ご魔ま化かしても仕方ない。これはわたしの意思だ。王がどうこうではない。このわたしが、お前たちを助けたいと感じているのだ」

			　苦笑交じりではあるものの、どこかさっぱりとした様子だった。

			「なんだ、真島孝弘。意外そうな顔だな」

			「それはまあ。ベルタがそんなことを言うなんて思わなかった」

			「わたしもだ」

			　意見が合ったな、とベルタは低く笑った。少女めいたものを感じさせる笑みだった。

			「もともと、我が王の配下では唯一の出来損ないがわたしだ。王が望むのは、意思を持たないただの駒。だというのに、お前たちと行動をともにして、わたしはずいぶんと変わってしまった。だからだろうな、こんなことを思うのは」

			　しみじみとした口調で語る。そうした態度こそが、彼女の変化の表れのように感じられた。

			「あの人形には、わたしとどこか似たところがある。主人を守るためにある盾と、主人に使い潰されるためにある駒。自身に対する認識は近く、眷けん属ぞくとしての立ち位置も似ている」

			「立ち位置？」

			「わたしは二番目に名前を与えられた眷属だからな」

			「ああ、そういう……」

			　多くの配下を従える工藤だが、名を付けた眷属は10にも届かない。その大半は彼が『蟲こ毒どく』により見出したものだ。

			　おれが知る限りでも、ドーラやツェーザーと言った眷属に名前を付けている。

			　ただ、おれと出会った頃には、すでに工藤はベルタとアントンを従えていた。

			　どちらが先に工藤陸と出会ったのか、順番については考えたことがなかったが、ベルタは二番目に見出されたということなのだろう。確かに、立ち位置はローズと同じだった。

			　そんな相手だからこそ、思うこともあったのかもしれない。

			「要は、勝手な共感だ。あるいは、わたしではないわたし、ベルタの名を与えられなかったわたしであればと……」

			　夢見るように言う。けれど、ベルタはそれを望んでいるわけではなかった。

			「無論、王に仕えるいまの自分を否定するつもりはない。そういうことではないのだ。そのような可能性はありえない。それでいい。幸せなんて望みはしない」

			　聞いているこちらの胸が痛くなるようなことを言い切って――ベルタは振り返った。

			「だが、そうだな。自分に可能性がないからこそ、それが喪うしなわれることが我慢ならなかったのかもしれない」

			　それこそが、彼女がここでこうしている理由。

			　黒く長い髪がなびき、その目がおれを映し出した。

			　

			「だから初めて、わたしはこの姿を晒さらすことに決めたのだ」

			　

			　双頭の狼の顔は前を見据え、四し肢しは力強く大地を踏みしめて木々の間をすり抜ける。

			　少女の目はこちらを振り返って、間近で見詰めてくる。

			　いつか高屋純との戦いで、飯野と一緒にベルタにふたり乗りしたときのことを思い出した。

			　あのときと同じで、おれの前には少女の細い体があった。

			　けれど、今日、おれの前にある少女は、狼の背中に乗っているわけではなかった。

			　少女の半身は、狼の背中から生えていたからだ。
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			　スキュラというらしい。これまで伏せられていたベルタの本性だった。

			　みんな驚いていたが、特に驚きよう愕がくが大きかったのはリリィだろう。

			　いいや。正確には、驚いていたのは、リリィの内側にいた水島さんのほうだ。それはただ、ベルタの姿が変わったからというだけの驚きではなかった。

			　

			　――轟とどろきさん？

			　

			　一瞬、顔を出した彼女は、小さくそうつぶやいたのだ。

			　轟美み弥や。飯野の親友で、『闇の獣』の二つ名を持つ転移者の名前だった。

			　思わず声が漏れてしまうくらいに、ベルタの真実の姿は彼女に似ていたらしい。

			　そういえば、以前に高屋純が工藤の動揺を誘おうとして、轟美弥の名前を出したこともあった。そのときは理由がわからなかったのだが、その工藤の眷けん属ぞくが、轟美弥によく似た姿をとったとなれば、そこに関連性を疑うのは自然なことだった。

			　これはどういうことなのか。

			　と、疑問に思うのは当然だったが、おれたちは尋ねることをしなかった。

			　なぜなら、なにも問わないことを条件に、ベルタは自身の真の姿を晒さらしたからだ。

			　彼女はおれたちのために、隠し事を明かしてくれた。その信頼を裏切るようなことができるはずもなかった。

			　とはいえ、秘密にしていたという時点で、なにかあったと言っているようなものではあった。恐らく、この秘密こそがベルタの根幹に関わることなのだろう。

			　逆に言えば、それを晒してでも本来の力を振るおうと決断させるだけのものを、彼女はローズに見出したということだ。

			「あの人形は、死にたくないと言っていた」

			　少女の薄い唇が、言葉を紡つむいだ。

			「恋をしているから、ここで終わりたくないのだと。主人の盾を自認するものが、そう口にしたのだ」

			「……そうか」

			「だが、こうも言っていた。その分だけ強く、愛しい人を守りたいとも思うと。そして、あの人形は戦場に赴おもむいた」

			　灯火の世界で想いを告げられたおれには、そのときのローズの姿が想像できてしまった。

			　それはとても尊い献身だ。

			　けれど、その尊さが、わずかに胸にささくれを生み出しもした。

			「……ローズの馬鹿」

			　小さく口にした悪態はほろ苦い。

			「怒っているのか？」

			「少しだけな」

			　尋ねてくるベルタに答えた。

			「あいつはわかっていないから」

			「わかっていない？」

			「ああ。全然。男心がわかってない。だって、そうだろう。あいつがそんなふうに思ってくれているのなら、おれだってそうだっていうのに」

			「……」

			　ちょっと目を見開いたベルタが、口許を薄く笑みのかたちにした。

			　なんだか嬉しそうな表情だった。

			「なるほどな。人形は恋を知った。しかし、まだ知るべきことはあるというわけか」

			「そういうことだ。なにより、直接告白もしないうえに、返答も聞かずに行ってしまうなんて酷ひどいだろう」

			　そんなの許すわけにはいかない。

			　言うべきこと、伝えるべきことはたくさんあった。

			　だから、この手に必ず取り戻す。

			「……捉えた」

			　おれは静かに口を開いた。

			　薄く広げていた霧きりの感知範囲に、辺境伯領軍を捉えたのだ。

			　まずはその全容をおおまかに把は握あくする。思わず声が漏れた。

			「……多いな」

			　雲うん霞かのごとき兵士の群れ。

			　サルビアの霧が伝えてくれるところ、総数は３０００をゆうに超えている。

			　正面からなにもかもを圧おし潰してしまえる数の暴力がそこにあった。

			　魔法で下手に数を把握できてしまうだけに、その脅きよう威いは圧倒的だった。

			「どうする？」

			　ベルタが確認するように尋ねてくる。もちろん、返す言葉は決まっていた。

			「……行くぞ」

			　失ったものは多い。

			　けれど、たとえなにを引き換えにしてでも、失いたくないものがあるのだ。

			　だったら、相手がなにであろうと関係なんてなかった。

			　おれの指示を受けたベルタが、一段スピードを上げた。

			　本性を現した彼女の速度はすさまじい。ガーベラに準ずるほどの速度だった。

			　迷いなく、真っ直ぐに、もはや壁としか見えない敵軍の正面へと向かっていく。

			　当然、敵も気付く。

			　ローズの攻撃を受けていたはずだが、それでも外に対する警戒は絶やさなかったのだろう。

			　まだかなり距離があった。

			　弓であれ、魔法であれ、撃ち込み放題の距離だ。こちらに狙いを定めるべく、指揮官が指示を出して――けれど、これくらいは想定済みだった。

			「魔法『霧の仮宿』」

			　先んじて、その視界を霧で覆おおい尽くしてやる。霧は深く、お互いの姿は見えなくなる。

			　兵士たちに動揺が広がるのが手に取るようにわかった。しかし……。

			「……立て直しが早い」

			　即座に現場の指揮官が指示を出して、兵士の動揺を抑え付ける。攻撃の動きはとまらない。ベルタは急いでくれているが、これは間に合わないだろう。

			　敵の出方を想定していたのは、お互い様ということか。

			　相手の戦力は膨ぼう大だいで、当てずっぽうに攻撃されただけでも十分に脅きよう威いだ。

			　このあたり一面を矢の雨、魔法の雨にしてしまえば、霧きりで視界を失っているベルタは、まともに攻撃を受け続ける羽は目めにもなりかねない。むしろ霧なんて出さないほうが、対処できるだけマシだろう。

			　……もちろん。

			　そんなこと、最初からわかっていたことではあるのだが。

			　それでもあえて、こうした。これが最善だと判断したからだ。

			「確かに、お前たちは強い」

			　迅速に攻撃の準備を整える敵を前に、おれは魔力を駆動させた。

			「これだけの高い水準を保ち、数を揃えて、装備を充実させたお前たちは、数の暴力を体現してるんだろう」

			　稼働させた魔力の規模は過去最大。失われたものと引き換えに得られた力だ。

			「たとえ勇者にしたところで体力は有限だ。時間をかけて揃えた数の力を、大きな犠牲を覚悟してぶつけられれば、いずれ力尽きる。ああ、確かにそれはそうなんだろうな」

			　恐らくはここが、人のカタチを保ったままでおれが至れる限界だ。

			　練り上げた魔力を、霧の魔法に注ぎ込む。

			「だが、何事にも例外はあるぞ」

			　白く、白く、なにもかもを染め上げるほどに――

			　

			「――人を呑のみ込め、『霧の仮宿』」

			　

			　辺境伯領軍は知らない。

			　サルビアの契約者であるおれが唯一使える魔法『霧の仮宿』。

			　これはただの目め眩くらましではなく、感知魔法としての機能が備わっており……しかし、それもあくまで一面でしかないことを。

			「……ひっ」

			　白い霧に包まれながらも、動揺を抑え付けていた兵士が小さな声を漏らした。

			　つがえていた矢が弦つるを離れ、ぽたりと地面に落ちた。

			「お、おい」

			　気付いた隣の兵士が声をかける。しかし、彼にはそれに応える余裕がない。

			　そもそも、話しかけられたことにさえ気付いていない。

			　その目は徐々に見開かれ、表情が大きく歪ゆがんだ。

			「ひぃ……ひゃあああああ!?」

			　身も世もない悲鳴があがった。

			　同僚が制止する暇さえなく、勇敢だったはずの兵士は逃げ出していた。

			「あぁあ、なんで!?　こんな、嫌だぁああ……！」

			　完全に心が折れている。なにか恐ろしいものでも見たかのようだった。

			　事実、彼にとってはそうなのだ。

			　おれがそうした。

			　サルビアの魔法『霧きりの仮宿』には、これまで使ってこなかったひとつの機能がある。

			　それこそが、心を惑わす幻術の力だ。

			　その力を、霧で包んだ辺境伯領軍全体に仕掛けたのだ。

			　霧に心を呑のまれた兵士には、自軍を食い破りながら迫るモンスターの大群が見えている。

			　仲間が無残に殺され、自軍は完全に瓦が解かいし、誰もが敗走する光景だ。

			　これで踏みとどまって戦う無意味さに堪たえられる人間は、そういない。

			　とはいえ、幻術は全員にかかったわけではない。

			　サルビアが全力で魔力を使えるなら話は別かもしれないが、彼女は魔力源をおれに頼っている。いくらなんでも、そこまでの力はおれにはない。そもそも、これまで『霧の仮宿』の魔法を幻術目的で使ってこなかったのだって、通用する相手が限られていたからなのだ。

			　魔法に大した耐性もない一般兵士でも、かかるのはせいぜい２割。いいや、いまのおれなら３割はいくか。それでも、たかだか３割だ。それが真島孝弘の限界だった。

			　しかし……されど３割である。

			　この場に限って、この数字は凶悪な結果を引き起こす。

			「悪いが、ルイス。一千人ほどもらっていくぞ」

			　総勢３０００人を超える辺境伯領軍本隊の３割強。すなわち、およそ１０００の兵士。

			　それだけの人間の意識を、霧の魔法は一口に呑のみ込んだのだ。

			　その結果が、大地を震えさせるほどの叫きよう喚かんの渦うずだった。

			「わっ、わぁあああああ!?」

			「ひぃいいいい！　来るな！　来るな！　来るなぁああ！」

			「助けて！　誰か!?　あああああ!?」

			　口々に悲鳴をあげ、逃げ惑う兵士たち。

			　そんな部下を唖あ然ぜんとして見詰めながら、部隊長クラスの兵士が呆然とつぶやいた。

			「なんだ、これは……」

			　無理もない。

			　実のところ、魔法『霧の仮宿』にはひとつ見逃しがちだが異質な点がある。

			　それが、効果範囲だ。

			　威力はまた別の話として、たとえ第五階かい梯ていの魔法であっても、この規模の大軍をすべて効果範囲に収めることは困難だ。

			　けれど、『霧きりの仮宿』はその困難を可能にしている。さすがは悠ゆう久きゆうのときをさすらった『霧の仮宿』サルビアの魔法というべきだろう。ここに、たとえ効果が限定的であれ幻術の力が乗れば、それは一軍を崩す対軍の武器となりえたのだ。

			　櫛くしの歯が欠けるように、戦列が崩れていく。それも前衛だけではなく、全軍にわたってだ。

			　それはあまりにも異様な光景だった。

			　理解できないことは恐ろしい。最初は幻術にかからなかった兵士たちも、周囲の異常に動揺せずにはいられない。精神が不安定になれば、幻術のかかりもよくなる。さらに、白い霧は彼らの心を呑のみ込んでいった。

			　全軍の４割……いや、５割までを侵食した。予想よりもかかりがいい。

			「これは……ああ、そういうことか」

			　ひとりごちて、ふっと笑みが出た。

			　想定よりもかかりがよかったのは、辺境伯領軍がもともと弱っていたということ。

			　ローズの奮戦の結果だと気付いたからだ。

			　こうなれば、あとは脆もろい。幻術にかかっていない兵士のなかにも、逃げ出す者が現れ始める。もはや迎撃などできる状況ではない。

			　万全だった人の壁はひび割れた。そこに、ベルタが突っ込んだ。

			「ぐぅるるぅ！　おぉおお！」

			　欠けた戦列では、いまのベルタの突進をとめることはできない。

			　双頭からは、氷雪と火炎の吐と息いきが飛び、戦列を崩す。

			　触手が俊しゆん敏びんに飛び交い、たまに突き出される武器を弾き返す。

			　そして、さらに駄目押し。いまの彼女には両腕がある。

			「あのスライムのお下がりというのは気に喰わんがな」

			　ベルタの手には、黒槍があった。

			　使い慣れていないため、槍やりというよりただの棒として扱っているだけだが、兵士たちにしてみれば手数が増えただけで脅きよう威いだ。ベルタをとめることはできなかった。

			「飛ばすぞ。しっかり掴まっていろ」

			　兵士たちを薙なぎ倒してベルタは走る。さすがにただ駆けていたときとは違い、揺れがすさまじい。おれは引き剥はがされないように、必死でベルタの腰にしがみついた。

			　そうして、辺境伯領軍の奥へ、奥へ。

			　おれがあらかじめ指示した方向へと。

			　ローズのいるところへと進んでいく。

			　しかし、そこでベルタが警告を発した。

			「正面！　騎士だ！」

			　進行方向に聖堂騎士団の姿があった。

			　もちろん、すでに霧きりの魔法の感知能力で、状況は把は握あくしていた。

			　先程の『霧の仮宿』の幻惑は、聖堂騎士団には効きが悪かった。錯乱した者も、即座に殴り付けられて正しよう気きを取り戻していた。彼らだけは迎撃の態勢を整えていた。

			　さすがのベルタも、あの一団に対しては、このままの速度で蹴け散ちらすまではいかない。

			　迂う回かいしようとしたのか、足が鈍にぶる。しかし――

			「――駄目だ！」

			　おれは叫んだ。

			「だが……」

			「このまま頼む！　もうすぐ近くにいるんだ！」

			　ベルタがこちらを向いた。

			「……そんな必死な顔をするな」

			　少女の顔が、困ったように眉を寄せた。

			「ああ。わかった。なんとかすればいいのだろう！」

			　威勢よく応えると、ベルタは速度を上げた。ぐんぐんと騎士たちが近付いてくる。

			　ぶつかり合う直前で、ベルタは大地を踏ん張った。これは、投とう擲てきの予備動作――

			「先に行け！」

			　――引っ掴まれて、投げ飛ばされる。騎士たちの上空を越えて、その向こうへと。

			「なっ……撃ち落とせ！」

			「させん！」

			　咄とつ嗟さに対応しようとした騎士たちに、ベルタの炎と氷の吐と息いきによる攻撃が襲い掛かる。

			　その確認もそこそこに、おれは左腕を振るった。すでに射線は通っていたからだ。

			「アサリナ！」

			「サマッ！」

			　伸びるアサリナの先に――見覚えのある人形に吊り下げられるローズの姿があった。

			　ああ。やっと再会できた。

			　湧き上がった喜びは、しかし、すぐに別の感情に塗り潰される。

			「――」

			　本当に限界のぎりぎりまで奮戦したのだろう。

			　ローズは四し肢しを失い、半分くらいの大きさになってしまっていた。

			　胸元を掴まれて、ゴミを扱うかのごとく無造作に吊り下げられている。

			　傷付き、壊れて、損なわれた姿。

			　覚悟はしていたものの、直接目の当たりにした光景に思考が飛んだ。

			「……返せよ」

			　ローズを掴みあげている巨大な人形に、アサリナが巻き付く。

			　即座にアサリナはおれを牽けん引いんした。

			　牽引力はまったく加減なく、全身の関節が吹き飛びそうに痛んだのは指示通り。

			「あぁああああ！」

			　その勢いのままに、右手の剣を叩き込んだ。

			　陶とう器きの砕けるような音が響いた。

			　肩を吹き飛ばされた人形の腕が放り出される。

			　破片を撒き散らしながら、人形が背後に倒れ込む。

			　叩き付けた反動で、おれの剣が手を離れて吹き飛んでいく。

			　人形の傍にいた男が目を見開く。

			　それらすべてを置き去りにして、おれは手を伸ばした。

			「ローズ！」

			「ごしゅ……っ!?」

			　悲鳴とともに落ちてきたのは、なににも代えがたい大切なもの。

			　引き寄せて、抱き留める。

			　その存在を確かめるように、かき抱く。

			　傷付いた彼女の体を壊してしまわないように優しく、手放さないようにしっかりと。

			「ご主人様……」

			　もう二度と離さない。

			　けれど、その前に――。

			「待っていろ」

			　右腕で胸元に抱いたローズに囁ささやいて、背後を振り返った。

			　そこに、巨大な人形が立っていた。

			「……やれ！」

			　叫んだ男は、確かオットマーとか言ったか。

			　とすれば、これは『天使人形』の一体か。見覚えがあると思ったが、サイズが前と違った。

			　まさか見掛け倒しということもないだろう。

			　手元に剣はない。右腕はローズを抱いて塞がっており、ベルタは騎士の列の向こう側だ。

			　けれど、槍やりをかまえて突っ込んでくる人形を見据えて、焦りはなかった。

			　左手を振りかぶる。

			　すでにアサリナは左腕に巻き付いており、強化外骨格としての役割を果たしている。

			　白い蜘く蛛もの暴虐の力を再現する準備はできていた。

			　この体に宿る魔力は、以前に比べて増加している。いまなら、さらに真に近付くこともかなうだろう。

			　それだけではない。

			「サーマー」

			　おれの保有魔力が増えたということは、アサリナにとって土ど壌じようが豊かになったということ。

			　すなわち、彼女もまたひとつステージを進めていた。

			　左腕に巻き付いていたアサリナが、掌てのひらで大きく口を開いた。

			　ある種の動物の牙きばのようにも見える葉の棘とげが、径と強きよう靭じんさを増しながら長く伸びる。

			　振りかぶったおれの左腕は、強きよう靭じんな爪を備えた異形のものに変じていた。

			　リリィの『悪魔ノ爪』の模も倣ほう。無論、本物には届かないが、この左腕には白い蜘く蛛もの暴虐の力が宿っている。

			「……なっ」

			　オットマーが絶句するが、もう遅い。

			「お前たちの正義なんて知らない」

			　真島孝弘という存在の至れる限界値。

			　樹海最強を誇った伝説の白い蜘蛛の、およそ８割。

			　振りかぶった腕を打ち出す。

			「取り戻させてもらうぞ！」

			　異形の爪が、天使人形を引き裂いた。

		

	
		
			　

			19　もう二度と離さない

			　

			　引き裂かれた天使人形が吹き飛んでいく。

			　手足がバラバラと地面に散らばる。

			　おれは振り返り、長く伸びた爪を備えた左手を開閉させた。

			「……さて。次にバラバラになりたいのは誰だ？」

			　異形の爪で牽制すると、こちらの隙すきを狙っていた騎士たちはたじろいだ。

			　たった一撃で残ざん骸がいと化した人形を見れば、突っ込んでくるのは躊躇ためらわれるのが普通だろう。

			　そこに、遅れてベルタが合流した。

			　無理をして騎士たちの壁を突破してきたらしく、いくらか怪け我がをしていた。

			「無事か、真島孝弘！」

			「ああ。お前こそ大丈夫か」

			「当たり前だ」

			　頰にできた裂傷を拭ぬぐいながらベルタは答える。

			　さすがにひとりでこの数の敵を捌さばくのは難しいので、合流はありがたかった。

			「……え？　ベルタ、ですか？」

			　おれの腕のなかで、ローズが戸惑いの声をあげた。

			　初めてベルタのいまの姿を見たのだから、この反応も当然だろう。

			「ああ、そうだ。お前も、無事でよかった」

			「え。あの、はい」

			　好意的な声掛けもまた、これまでの意い固こ地じなベルタからは想像できないものだ。

			　事態を呑のみ込めずにいるローズの表情は可愛かわいらしい。

			　ただ、いまは詳しい話をしてやる時間はない。

			　おれは視線を感じて振り返った。精せい悍かんな男性の姿がそこにあった。

			　ローズにとどめを刺そうとしていた男だった。

			「ルイス様、お下がりください！」

			　部下らしき兵士たちが、男のもとに駆け寄った。

			　どうやらあれが敵軍の指揮官ルイス＝バードらしい。

			　おれを『偽勇者』として始末しようと決めたのはマクローリン辺境伯だが、その名代を務めているのがルイスだ。ある意味で、辺境伯の代弁者とも言える男は、こちらを義憤と憎悪の入り混じった瞳ひとみで睨にらみ付けてきていた。

			「お前が！　真島孝弘か……！」

			　いまにも手にした剣で襲いかかってきそうな気迫だった。

			　しかし、そんなルイスを、オットマーが抑えた。

			「ルイス殿。下がっていてもらえるか」

			「オットマー様……ですが、それでは」

			「この場は我々が戦う」

			　ひどく顔色を悪くしたオットマーの近くには、20体近い天使人形の姿があった。どうやら新しく生成したらしく、先程、壊した大型の人形より弱いだろうが、数はそれなりだった。

			　さらに、他の聖堂騎士たちもおれを包囲するようにして、その剣を向けてきた。

			「ルイス殿は一刻も早く、兵士たちに指示を」

			　視線はこちらに向けたまま、オットマーがルイスに声をかけた。

			「これはまたとない機会なのだ」

			「機会、ですか……？　しかし、我らの軍は……」

			「ああ。軍団は半壊した。恐らくは、この霧きりの効果だろう。しかし、それはこの際、どうでもいい。重要なのは、ここに真島孝弘が飛び込んできたことだ。この男さえ始末できれば、目的は果たされる」

			　オットマーは淡々と言った。大混乱に陥っている周囲の兵士たちの悲鳴はいまだに消えることはないが、そんなものは耳に入っていないかのようだった。

			　これには、さすがのルイスも鼻はな白じろんだ様子だった。

			「し、しかし、オットマー様。戦おうにも、まずわたしは逃げ出した兵士たちを集めなければなりません」

			「いや。逃げ出した者については後回しだ。まずは、真島孝弘を始末する。かなりの兵士が逃げ散ってしまったが、まだ４割程度の兵力は残っているはずだ。１０００人以上の兵士がいれば、ここで真島孝弘を確実に始末できる」

			　オットマーはこの状況においても冷静だった。

			　状況に流されずに、為すべきことを――為すべきことだけを見据えていた。

			　実のところ、オットマーに棄き却きやくされたルイスの判断も、あながち間違いではない。

			　幻術にかかった兵士たちは、てんでばらばらに逃げていった。ただ森で遭難しただけでもまずいのに、ここは樹海だ。辺境伯領軍が強いのは、あくまでも統率されたひとつの群れであるからで、ひとりひとりの力はあくまで兵士の範はん疇ちゆうにある。早急に回収しなければ、彼らのうちかなりの部分は樹海に呑のみ込まれてしまうだろう。

			　オットマーの判断は、彼らを見捨てろと言ったに等しい。

			　ただし、それは単なる無責任さの発露というわけではなかった。

			「包囲を敷しいて真島孝弘を追い詰める。それまでの時間は、わたしたちが足留めをしよう」

			　この場面で一番の危険に晒さらされるのは、少数で戦わなければならない聖堂騎士団だ。

			　当たり前のように、オットマーはその役割を買って出た。

			　そこにはルイスのような熱情はない。

			　かといって、トラヴィスのように、他人を都合のよい道具にしているふうでもない。

			　いや。道具のように扱っているのかもしれないが、そのなかには自分自身も含まれているというべきか。

			　オットマーの判断は、目的の達成だけを考えたものなのだ。

			　人を数として扱い、個人の価値を度外視した思考は、任務に忠実な軍人ならではのものか。それとも、彼自身が操る人形と同じく心を失ってしまっているためか。

			　なんにしても、その指示は効果的だった。

			「くっ……わかりました」

			　ルイスもまた軍人だ。オットマーの指示の有効性は理解できたのだろう。

			　討とう伐ばつ対象がほんの少数で敵地に飛び込んできたのだ。この好機を逃す手はない。

			　ルイスは部下に指示を出すために、その場をあとにした。

			　現時点で、ほぼ瓦が解かい寸前の軍を運用することは難しい。だが、あのルイスであれば、統率を失った部下を纏まとめて、目の前の敵にぶつけることくらいはできると、オットマーは判断したのだろう。恐らく、その判断は正しかった。

			「包囲を維持しろ。適宜、わたしの人形がフォローする」

			　オットマーは、軍の準備が整うまでの時間を稼ぐつもりだ。

			　時間稼ぎをされてしまい、ルイスが犠牲を無視した総攻撃を敢行すれば、この左腕の力とベルタの助力があったところで、逃げ出すことは難しい。

			　そう簡単にはやられはしないにせよ、いつかは体力を失い、圧おし潰されてしまうだろう。

			　それはおれも否定できない事実だった。

			「判断を間違えたな、真島孝弘」

			　オットマーが声をかけてきた。

			「そこの人形を助けに来たために、お前は死ぬ」

			　腕のなかで、ローズが壊れた体を強こわ張ばらせた。

			「残念だったな。見捨てて逃げ去れば、まだ傷は浅くて済んだだろうに」

			　オットマーは淡々と続けた。

			　こちらの戦意を挫くじくつもりなのだろう。

			　もっとも、それが効果的であるかどうかは別の話だったが。

			「わかっていないな」

			　オットマーの言葉を、おれは一笑に付した。

			「傷が浅い？　馬鹿を言うなよ」

			　ちらりとローズに目をやった。

			　こちらもいまひとつわかっていないようだし、この際だから言っておく。

			「それが致ち命めい傷しようだから、おれはここにいるんだ」

			「ご主人様……」

			　腕のなかからこちらを見上げてくる存在が愛おしい。

			　そう感じれば、この場面で揺らぐものなんてなかった。

			「……なるほど。覚悟はできているようだ」

			　オットマーが声を低くした。

			　話をしている間も、天使人形たちはじりじりと近付いてきていた。

			　その向こうでは、騎士たちがこちらの隙を窺うかがっていた。

			　隙があれば攻撃を仕掛けると示すことで、こちらの気力と体力の消しよう耗もうを狙っているのだ。

			　向こうの目的は時間稼ぎだが、楽をさせるつもりはないらしい。

			　そんな一いつ触しよく即そく発はつの場面で、口を開いたのはベルタだった。

			「ああ。確かに真島孝弘の言う通りだ」

			　狼の背中から生えた少女の半身は、高いところからオットマーたちを見据えていた。

			「こいつらはなにもわかっていないらしい」

			「……なんだと」

			　その視線になにか感じるものがあったのか、オットマーが小さくつぶやいた。

			　落ち着き払ったベルタの態度には、追い詰められたふうはまったくなかったのだ。

			　その目がちらりとこちらに向けられた。

			「来たな」

			「ああ」

			　端的な言葉の意味を正しく理解して、おれは頷うなずいた。

			「多少は持久戦をしなければいけないものと覚悟していたんだが、予想より早かったな。どうやら頑張ってくれたらしい」

			「なにを……」

			　言いかけたオットマーの表情が強こわ張ばった。

			　おれたちの周囲に影が落ちたからだ。

			　上空になにかいることに気付き、オットマーが霧きりに覆おおわれた空を仰ぎ見る。

			　その目前に――巨岩とも見み紛まがうものが降りてきた。

			「な……っ!?」

			　大きく広がる翼が霧を掻かき混ぜる。

			　全長は10メートル近く。その大部分は甲こう殻かくに覆われ、いかにも頑強だ。

			「グルゥ、ガァアアアア！」

			　咆ほう哮こうする顎からは炎がこぼれて、火の粉がちりちりと空気に舞った。

			　オットマーが目を見開いた。

			「まさかこれは……ドラゴンだと!?」

			「グッ、ゴオォオオオ――ッ！」

			　ドラゴンはおれたちを守るように大地に降り立つと、驚きよう愕がくする騎士たちに炎の吐と息いきを浴びせかけた。

			　それで倒れる聖堂騎士ではないが、虚きよを突かれた彼らは防御と後退を余儀なくされる。

			　ドラゴンの咆哮がびりびりと空気を震わせるなか、年とし端はも行かない少女の声が聞こえた。

			「孝弘――ッ！」

			　炎を吐き出すドラゴンの背中から、小さな影が飛び出した。火炎の赤を背景に、それよりなお色鮮やかな赤毛を持つ少女が、真っ直ぐにこちらに向かって跳んでくる。

			「ロビビア！」

			　名前を呼んだ直後、ぎゅっと彼女が抱き着いてきた。

			「孝弘！　ローズ！　無事だったか!?」

			「ああ、大丈夫だ。よくやってくれたな」

			「ん。おれ、ちゃんと伝えたぞ」

			　ロビビアがぐりぐりと頭を胸にこすりつけてくる。

			　普段はしない仕草から察するに、情じよう緒ちよ不安定のところもあるようだが、為すべきことは為し遂げてくれたようだった。

			　その成果が、この現状だった。

			「あの姿のままだと喋しやべれないからって、エラから伝言だ」

			　炎を吐いて敵を牽制するドラゴンをちらりと見て、ロビビアは言った。

			　どうやらロビビアを連れてきたあのドラゴンは、彼女の姉のエラだったらしい。

			　こちらに一いち瞥べつをくれたドラゴンの言葉を、ロビビアは代弁した。

			「『里を失ったいま、わたしたちが頼れるものはありません。孝弘様は妹たちを守ってくださいました。その恩に報いるためにも、わたしたち竜の一族はともに戦います』だってさ」

			「そうか。ありがとう、エラ」

			　礼を告げると、降り立ったドラゴンが応えるように吠えた。

			　おれはそちらに笑顔を向けてから、抱き着いてくるロビビアの背中に腕を回した。

			「ロビビアも。頑張ったな」

			「ん」

			　おれがロビビアに頼んだのは、逃げ落ちていた竜の一族との接触だった。

			　無論、どこにいるかわからない彼らと接触できたのは偶然ではない。

			　このあたりの地域には『霧きりの結界』があった。そのなかで、竜りゆう淵えんの里のドラゴンたちが暮らすことができたのは、彼らにだけは霧の内部のことがわかったからだ。

			　しかし、術を編んだ張本人である『霧の仮宿』サルビアは、そのうえをいく。

			　なにせ、ある意味で言えば、『霧の結界』は彼女そのものだ。魔法『霧の仮宿』の、規模を大きくしたものといっても過言ではない。

			　おれは彼女に頼んで、綻ほころび掛けた瀕ひん死しの結界に接続してもらうと、兄弟たちが大怪け我がをしていたために、逃げ出すこともできずにいたエラたちを見付け出してもらったのだ。

			　彼女たちのうち、大部分が近くにいたのは幸運だった。

			　そのお陰で、行き場のない彼女たちを助け出し、必要な者には治療を施ほどこしたうえで、戦える者には協力を求めることができたのだから。

			　今頃、怪我してる者については、一緒についていったケイが手当てをしているはずだ。

			　そして、まだ戦える者は、こうして末の妹の嘆たん願がんに応えて駆け付けてくれたのだった。

			「ド、ドラゴンが……!?」

			　方々から悲鳴があがった。

			　霧の向こうに、悠々と空を行く巨大な影があった。

			　その数は７体。

			　統制をどうにか取り戻そうとし始めたばかりだった辺境伯領軍に、炎を吐き付ける。

			　強大な力を持ちながら、これまでずっと隠れ住んでいた竜の一族が、ついにその牙きばを剥むき出しにしたのだ。その光景こそが、すでに崩ほう壊かい寸前だった辺境伯領軍の精神を打ち砕いた。

			「真島孝弘……！」

			　オットマーが呻うめき声をあげた。

			「これがお前の最後の一手か！」

			　組織だった反撃をすることもできず、辺境伯領軍の兵士たちは炎を吹き付けられて右う往おう左さ往おうしている。これでは、ここで聖堂騎士団が命懸けで足留めをしたところで、辺境伯領軍の残存戦力が総攻撃の準備を整えることは不可能だろう。

			　オットマーは大前提を失ったことになる。

			　ならば、どう出るか。

			　おれたちが睨にらみ付ける先で、オットマーはつぶやいた。

			「……撤退だ」

			　同時に、天使人形が一斉に突撃を敢行した。

			「さすが。決断が早いな」

			　予想していたおれは、焦ることなく左腕の爪を振るった。

			　他の仲間たちも、各々、人形を迎撃する。

			　とはいえ、敵もさるものだった。

			　部下に撤退の指示を出したオットマーは、さらに天使人形を追加で繰り出してきたのだ。それで全力を使い果たしたのか、オットマーが倒れかけたところを、他の騎士たちが背負って走り始めた。

			　それだけの無理をしただけあって、おれたちがすべての天使人形を破壊した時点で、聖堂騎士団とはかなりの距離ができていた。

			「……追い掛けるか？」

			　ロビビアが確認をしてくる。

			　本気で追いかければ、敵を全滅させることはできるだろう。

			　しかし、おれは首を横に振った。

			「いや。いまはみんなとの合流が先だ」

			　あくまで現状は、局地戦で勝利したに過ぎない。

			　特に、まだ辺境伯領軍の別働隊は十分な戦力を残している。リリィたちが足留めをしているとはいえ、もたもたしていれば、エルフたちのもとに辿り着いてしまいかねない。早急にリリィたちと合流したのちに、ガーベラたちを迎えに行かなければならなかった。

			「引き上げるぞ」

			　おれはローズを抱えてベルタにまたがり、ロビビアはエラの背中に飛び乗った。

			　ベルタが駆け出したところで、エラの咆ほう哮こうが響いた。

			　他の兄弟たちに撤退を促うながしているのだ。戦いはここまでだった。

			「……もっとも、できればルイスかオットマーのどちらかは、ここで倒してしまいたかったところだけどな」

			　ベルタの背中で揺られつつ、小さくつぶやいた。

			　今日のこのときを凌しのいだとしても、ルイスは諦あきらめはしないだろう。また辺境伯領軍を再編してくるに違いない。

			　聖堂騎士団のオットマーも、それは同じだった。

			「なに。そのあたりはこれから考えればよいだろう」

			　おれのつぶやきを聞いて、ベルタが声をかけてきた。

			「あれだけ被害が出れば、敵も再編には時間がかかる。十分に時間稼ぎはできたはずだ」

			「そうだな」

			　これまではずっと、追い詰められてその都つ度どの対処ばかりを強いられてきた。対応のための時間があれば、また話は違ってくる。

			「……それに、時間さえあれば、状況は変わるかもしれないしな」

			　さらにベルタは付け加えるように言った。

			「状況が？」

			　意味ありげな言葉に、おれは首を傾げた。意図が汲くみ取れなかったのだ。

			　ベルタは少女の半身を振り返らせてこちらを見ると、かぶりを振った。

			「……いや。まだ確定していないことについて、話をするのはよしておこう」

			　なにか思い付いたことがあったようだが、ベルタはそれ以上、そこについては話さなかった。その代わりに、ちらりとおれの胸あたりを見た。

			「それより、いまは話すべきことが他にあるのではないか」

			「……ああ。そうだな」

			　今度の言葉はわかりやすかったので、おれは頷うなずいた。

			　そして、ベルタに乗り込むときも、腕のなかに抱えっぱなしだった存在に目を落とした。

			　ローズと視線が合った。

			「ご、ご主人様……」

			　びくりとした彼女がおれを呼んだ。

			　悪戯いたずらが見付かった子供みたいな反応だった。

			　そんな彼女の反応は小動物めいて可愛かわいらしいものだったが、甘い顔はしてやれない。

			「も、申し訳ありません。このたびは、勝手なことをいたしました」

			「まったくだ」

			　そう返すと、ローズは表情を強こわ張ばらせた。

			　普段だったら、平身低頭して謝っているところだろうが、両手両足がない現状ではそれすらもままならない。ちょっと可哀そうだが、今回は本当に心配させたのだから、これくらい怒ってやらなければならなかった。

			　ローズのことを怒っていると、ベルタに答えたあの言葉に嘘うそはない。

			　だから、そこは本人にもわかってもらうつもりだった。

			「もしも死んでいたら、絶対に許さないところだ」

			　胸に抱き寄せていた軽い体を少し持ち上げると、上から顔を覗き込むようにして言い聞かせる。すると、ローズは覿てき面めんに狼ろう狽ばいした。

			「わっ、あ！　ご主人様！」

			「……怒っているのか甘やかしているのかわからんな」

			　聞いていたベルタが呆れたように溜め息をつく。おれは肩をすくめた。

			「どっちもだ。ローズの場合、こうして甘やかすのが一番効く気もするしな」

			　というか、これは悪くないアイディアかもしれない。

			　どれだけ自分が大事に思われているのか知る、良い切っ掛けになるだろう。

			「……あ、その。ご主人様」

			　そんなことを考えつつ、ベルタと会話をしていると、ローズが弱り切った声をあげた。

			「なんだ」

			「お戯たわむれはおやめください。いまのわたしはお見苦しいでしょう」

			　ローズは四し肢しを失って不自由そうにしながらも、左の半面をおれの首と肩の境さかい目めあたりに押し付けるようにしていた。

			　敵の攻撃を受けて、ローズの顔の左側は壊れてしまっている。見てほしくないと思うのは、乙女心というやつだろう。それを暴あばき立てる趣味はない。

			　なので、おれは一度ローズを引き離すと、対面に座らせ直してから、彼女の右の頬ほおに手をやった。

			　半分は、彼女が隠したいものを覆おおい隠してやるために。

			　もう半分は、揺れるベルタの背中で、顔の位置を固定するためだった。

			「ご、ご主人様……？」

			　甘やかすと決めた。きちんとわかってもらうとも。

			　だったら、一番良い方法はこれだと思ったのだ。

			「もう二度と離れるな、ローズ」

			　腰を引き寄せて、腕のなかに閉じ込める。

			　想いを告げたっきりいなくなってしまうなんてことが、もう二度とないように。

			　知らんぷりをしてくれているベルタに感謝しつつ、おれはローズに顔を寄せた。

		

	
		
			　

			20　正義の証明

			　

			　真島孝弘の襲しゆう撃げきから数日後、ルイス率いる辺境伯領軍は、本隊と別働隊とが合流したうえで、元は『霧きりの結界』に覆われていた地域に野営地をかまえていた。

			　ルイスがその報告を受けたのは、大きな損害を被こうむった軍を立て直すために、野営地を精力的に動き回っている最さい中ちゆうのことだった。

			「……馬鹿な」

			　ルイスは伝令からの報告を聞いて、呻うめき声をあげた。

			「アケル王家が真島孝弘を受け入れるだと？」

			「はい。そのような声明を寄よ越こしてきました。我らが無む辜この国民を攻撃したと抗議をするとともに、彼らを守った真島孝弘を受け入れるとのことです」

			　伝令の言葉に、ルイスに付き従っていた部隊長クラスの部下たちが、表情を硬くした。

			　いまの報告はつまり、アケル一国が敵に回ったことを意味していたからだ。

			「送ってきたのは、フィリップ＝ケンドール第二王子。彼は我らに国外退去を求めています」

			「あの男か……」

			　辺境伯領軍に拘こう束そくされていたフィリップは、霧の幻術によって起こった混乱に乗じて逃げ出していた。

			　そのまま樹海で果てる可能性も大いにあったが、彼は死に物狂いで軍に合流した。

			　そして、辺境伯領軍の行きよう状じようを告発したのだった。

			　王家の一員であるフィリップを拘こう束そくしたこと。

			　そのうえで、罪のない開拓村を攻撃したこと。

			　村から逃げ出したエルフたちを執しつ拗ように追い立てたこと。

			　これらの事実が公表された。

			　辺境伯領に対して歴史的に反感を持ち、今回の軍の越境についても不満を抱いていた民衆の怒りは、あっという間に燃え広がった。

			　その一方で彼らの怒りは、すでに『偽勇者』であり『モンスター使い』として喧けん伝でんされてしまっていた真島孝弘への同情と支持に繋がった。

			　本来なら、モンスターを率いる能力を持つ真島孝弘を受け入れるためには、たとえアケルであっても相そう応おうの時間が必要とされただろう。しかし、辺境伯領軍から開拓村のエルフたちを守ったことで、結果的に彼はアケルの人々から支持を得ることになった。辺境伯領軍にとって、これは皮肉な結果というほかないだろう。

			　フィリップによる真島孝弘一行と開拓村のエルフたちの受け入れはスムーズに進められ、アケルの王家と軍は、辺境伯領軍に国外退去の要請を突きつけたというわけだった。

			　厄やつ介かいなことになったと、ルイスは歯は噛がみした。

			　もともと、こうした事態はルイスの危き惧ぐしていたところでもあった。

			　まったくルイスには理解できないことだが、アケルではエルフも国民として扱われている。

			　辺境伯領軍の行状が知られれば、怒りを買うことはわかっていた。

			　だからこそ、手早くことを済ませるつもりだった。

			　しかし、いまやアケルの王家と軍は、事態を正確に把は握あくするところとなった。

			　ひとまずは国外退去の要請だけで済んでいるものの、これを無視していれば、アケルの軍は戦力を工く面めんしたうえで、さらに強硬な手段に出る可能性があった。常に余裕のないアケルで動員可能な兵力を考えれば、それ自体の脅きよう威いは大したことないが、真島孝弘の眷けん属ぞくを補助するかたちで編成されれば、話は別だった。

			　対するマクローリン辺境伯領軍はといえば、霧きりの魔法で樹海を彷徨さまよう羽目になった兵士の半分以上を回収し、数のうえでは４０００以上の戦力を揃えていた。

			　とはいえ、状況はそう芳かんばしくなかった。

			　本隊に組み込まれていた兵士たちは怪け我がと疲ひ弊へいが激しく、まともに戦えるようになるには十分な休息が必要だった。実際に動けるのは、大半が別働隊として働いていた兵士だけということになるだろう。また、樹海で逸はぐれたオットマーとは連絡が取れておらず、追跡部隊と一緒に行動していた聖堂騎士たちも一時的に引き上げている。戦力は半減してしまっているのが現状だった。

			　状況は大きく変化してしまっていた。

			　その事実を重く受けとめ、ルイスは考える。

			　しかし、それでも……と。

			「どういたしましょうか、ルイス様」

			　部下のひとりの言葉に、ルイスはしばし考え込んだあとで返した。

			「世界の敵を許すわけにはいかない」

			「……アケルとことをかまえるということですか」

			　続けて部下が尋ねた。緊張のせいか、その声は平坦なものだった。

			　しかし、ルイスは迷いなく頷うなずきを返した。

			「もともと、マクローリン様はそのつもりだった。無論、わたしもだ」

			　語る口調は揺るがない。そこには確かに、信念と呼ばれるものがあった。

			「状況が悪化したからと言って、引っ込めるようなものを正義とは言わない。たとえなにがあろうと、正義は貫つらぬかれなければならないのだ」

			「ルイス様……」

			　断固として揺るがない上官の態度を見て、部下たちの表情にも光が差した。

			　さもありなん。彼らもまた、ルイスと志こころざしを同じくする者たちだった。

			「……わかりました！　やってやりましょう！」

			「我らの意地を見せてやりましょう！」

			「決して正義は負けません！」

			　精強な辺境伯領軍。

			　その強さの本質は、潤沢な資金でも練度でもなく、志の高さにあった。

			　少なくとも、辺境伯領の価値観のなかでは、彼らは善良で、献身的で、高潔でさえあった。

			　だからこそ、とまらない。

			「みんな、よく言ってくれた。時間が経てば、アケルの軍は戦闘の準備を進めるだろう。そうなる前に、我らは真島孝弘の滞在する町に攻撃を仕掛ける！」

			　ルイスは高らかに宣言した。

			　それはアケルへの宣戦布告だった。

			　彼らが人と認めている、エルフ以外の人間とも殺し合うということだった。

			　この場にいる全員、それを理解していた。

			　人間のために、人間と戦うのは矛む盾じゆんした行いだ。

			　それは自覚していたし、叶かなうなら避けたいことだと考えてもいた。

			　しかし、それでもだ。

			　彼らはその犠牲を覚悟していた。

			　正義のために自分自身を犠牲にすることを覚悟しているのと同様に、そうして戦うことで出る他人の犠牲もまた、必要なものとして覚悟しているのだ。

			　ゆえに、とまることなどありえるはずもない。

			　彼らをとめたのは、まったく別の要因だった。

			　

			「……なるほど。意志は固いというわけか」

			　

			　ルイスはぞくりと背筋を凍らせた。

			　先程、彼に質問をした部下が、冷たい声をかけてきたからだ。

			　いや。いまの声は、彼の知る部下の声ではなかった。

			　もっと年若い、まるで虫かなにかのように感情の欠けた少年の声だった。

			　事実、そこにいる人物の姿は、背の高い少年のものに変わっていた。衣服さえも、異世界のものになっていた。

			「何者だ！」

			　ルイスは腰の剣を抜き、部下とともに少年から離れた。

			　少年の顔がルイスに向けられた。精せい悍かんな顔立ちに不似合いな無機質な顔だった。とても同じ人間とは思えない。

			　事実、彼は人ではなかった。

			「おれはアントン。正確には、その分体だ」

			「そして、ぼくがその主です」

			　続けて、もうひとり。

			　その場に、少年の形をした絶望が足を踏み入れた。

			「初めまして。ぼくは工藤陸といいます」

			　辺境伯領軍の兵士の装よそおいをした少年だった。

			　兜を脱ぎ捨てたことで、戦いとは無縁そうな線の細い顔立ちが現れる。
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			　だが、その存在の危険性は、見た目から測れるものではなかった。

			「工藤陸……『魔軍の王』か！」

			　ルイスが目を剥むくと、工藤陸は肩を揺らした。

			「そのように名乗った覚えはありませんが、そう呼ばれることはあるみたいですね。まあ、よいでしょう。魔王を自認するぼくにとっては、そう悪い二つ名ではありません。ええ。ぼくこそが、『魔軍の王』工藤陸です」

			　表面上は愉しそうに、目は冷たく凍らせたままで、工藤陸は認めた。

			　その冷えた目を見るまでもなく、彼がなにをしに来たのかは明らかだった。

			「……くっ。邪悪なモンスター使い同士、真島孝弘の救援にきたということか」

			「まあ、そんなところですね。先輩を殺させるわけにはいきませんから」

			　先程まで真島孝弘に攻撃を仕掛けようと気き炎えんをあげていた辺境伯領軍は、たった数秒のうちにただならぬ緊張のなかに叩き込まれていた。

			　誰にとっても『魔軍の王』の登場は不意打ちだったのだ。

			　この展開を読んでいた者は、恐らく、ベルタくらいのものだっただろう。

			　実のところ、数日前に彼女が言っていた『状況の変化』とは、このことだった。

			　辺境伯領軍は時間をかけ過ぎたのだ。

			　あるいは、真島孝弘とその眷けん属ぞくたちはよく持ちこたえたというべきかもしれない。

			　自分の主のことをよく理解していたベルタは、真島孝弘が危機に陥っていることを知れば、主がなんらかのかたちで手を打つだろうと予想していた。

			　もっとも、大胆にも敵陣の真ん中に突っ込むとまでは考えていなかったが。

			「一番危うかったそのときに助けになれなかったのは残念ですが、さすが先輩、無事に切り抜けたということで安心しました。あとは、ぼくが引き受けましょう」

			　工藤陸は不敵に言い放つと、表情を消した。

			「正直なところ、ぼくは少し腹が立っています。先輩を殺しかけた報むくい、存分に受けてもらいましょう」

			「……っ！　汚らわしい魔王が！」

			　無論、ルイスも言われるがままではない。

			　屈辱に歯を食いしばり、怨おん敵てきを睨にらみ付けた。

			「我らを舐めるな！」

			　真島孝弘と同じく、工藤陸もまた許されざる世界の敵だ。たとえ、この場で命を失おうとも倒さなければならない。ルイスは即座に覚悟を決めていた。

			「総員に伝えろ！　『魔軍の王』工藤陸は、ここで打ち倒す！」

			　指示が下れば、あとは早かった。

			　その場に集まっていた部隊長たちが、自分の部隊に指示を出すために駆け出した。

			　近くにいた兵士たちから順番に、命令を受けて武器を手にしていく。

			　ルイスのもとには、本陣に備えていた兵士たちが集結した。

			　先日までは追跡部隊として働いていた騎士たちも駆け寄ってくる。

			　精強で知られる辺境伯領軍ならではの、迅速な対応だった。

			　……もっとも、それらすべての行動は、すでに手遅れだったのだが。

			「なんだ？」

			　野営地のそこかしこから、悲鳴があがり始めたのである。

			「いったい、なにが……？」

			　ルイスは最初、不審を抱いた。

			　戸惑いつつも周囲を確認し、悲鳴をあげる兵士がなにかを見ていることに気付いた。

			　そして、彼らが見ているものに視線を向けた。直後、その目は驚きよう愕がくに見開かれた。

			「なんだ、あれは……！」

			　ひとかどの将であるルイスをして、絶句して凍り付いた。

			　彼が見たのは、こちらに向かってくる『黒い波』だったのだ。

			　ありえないことだった。

			　この地は海岸線からは遠く、氾はん濫らんに気を付けなければならない大きな河なども特にない。

			　しかし、黒い濁流としか見えないものは、確かに平地をこちらに向かってきていた。

			「馬鹿な……！」

			　本陣にいたルイスたちが気付いたときには、広く展開した辺境伯領軍の野営地の近くまで、黒い波は迫っていた。野営地にあるなにもかもが、端から呑のみ込まれていく。

			　ルイスはすぐに腰に下げた望遠鏡を手に取ると、それを覗き込んだ。

			　そして、『黒い波』の正体を見極めると、押し殺した呻うめき声をあげた。

			「『トリップ・ドリル』だと……！」

			　それは、群れを成して地上を回遊する、魚型のモンスターの名だった。

			　あまりにも大規模な群れを形成するため、たとえ勇者であろうと手を出すことはできない。

			　もはやそれは自然災害のようなもので、集落は必ずその経路を避けて作られる。

			　たまに逸はぐれた群れの一部が経路を外れて集落を襲うこともあるが、一部とはいえ、その数は通常手に負えるレベルではなく、壊滅的な被害が出ることがままあった。

			　この群れの規模はそれほど大きなものではないが、それでも数は１０００に近いだろう。

			「こんなものを『魔軍の王』は従えているというのか……？」

			　愕がく然ぜんとするルイスに、工藤陸はにこりと微ほほ笑えんでみせた。

			「紹介しましょう。ぼくの切り札のひとつ『グスタフ』です。もっとも、これは群体としての名前になりますが」

			　実際には、ルイスの認識は少し間違っており、工藤陸はこの群れの全体を従えているわけではない。彼の力にも限界はあるからだ。

			　しかし、全体を支配する必要はそもそもないのだ。

			　工藤陸の支配下にあるのは、先頭の数十体ほどだけだ。

			　トリップ・ドリルは集団で移動する際、基本的に前のものを追っていく。よって、大きな群れから数十体を支配して引き離せば、その後続の一部を誘導することが可能だった。

			　群れを完全に支配しているわけではないため、投入のタイミングが難しいが、うまく敵にぶつけられれば、破壊力は他の追つい随ずいを許さない。

			　勇者の数人を相手にしても蹂じゆう躙りんが可能な、まさに奥の手だった。

			「あ……あ……」

			　有効な指示を出すこともなく、ルイスは立ち尽くした。

			　出せるはずがないのだ。こんなもの、どうしようもない。

			　それでも、立っていられるだけましだった。あまりに絶望的な蹂じゆう躙りんの様を目の当たりにして、部下のなかには膝を屈してしまっている者も少なくなかった。

			　これが彼らの終わりだった。

			「……我らが、負ける？」

			　ルイスは震える声を絞り出した。

			「負ける？　負けるだと？　馬鹿な。正義は負けない。そんなこと、あっていいはずがない！」

			　拳を握り締めて、怒気も露あらわに叫んだ。

			「我らは正義ではなかったのか!?」

			　信仰に生きる多くの者がそうであるように、ルイスは純粋だった。ただ純粋に、己の正義を信じていた。

			　そして、そんな彼の魂たましいの叫びを、工藤陸は否定しなかった。

			「ええ。そうですね、あなたは正義です。それは、このぼくが保証しましょう」

			　優しくさえ感じられる口調で、工藤陸は告げた。

			「なぜなら、魔王であるぼくは悪です。紛れもない、絶対の悪です。それに敵対した結果、殺されるのであれば、あなたがたは正義だということでしょう？」

			「……っ！」

			　ルイスの喉のどが奇妙な音を立てた。

			　真島孝弘やローズとは違って、工藤陸はルイスの正義を肯定していた。受け入れてさえいた。

			　そのうえで、蹂躙すると宣言したのだった。

			　なんという邪悪。このおぞましさこそ、まさに魔王にふさわしい。

			「あぁ……ああああああ！」

			　堪こらえきれず、ルイスは絶叫した。

			「お前はこの世にあってはならない！　ここで殺す！　総員、わたしに続けぇ！」

			　ここで前に出られたことが、ルイスの非凡さの表れだっただろう。

			　実際、もはや逃げられないくらいに『グスタフ』の波は近付いていたが、この瞬間だけなら工藤陸に攻撃を仕掛けることは可能だった。

			　ここまで侵入してきたせいで、アントンの分体を除けば、周りに配下のモンスターたちの姿はない。たとえ蹂躙されてしまったとしても、その前に工藤陸を殺すことさえできれば、ルイスの正義は完かん遂すいされる。

			　そして、そんな指揮官の行動は、壊え死ししていた兵士たちの精神を蘇よみがえらせた。

			「お、おおぉおおおお！」

			　兵士たちが鬨ときの声をあげて突撃を敢行した。

			　騎士たちに至っては先行するルイスを追い越して、先んじて工藤陸に攻撃を仕掛けた。

			「このっ、人類の敵め……！　死ぬがいい！」

			　その場にいるのは、工藤陸の他にはアントンの分体だけだ。

			　邪魔をする時間は与えないとばかりに、騎士たちは工藤陸に殺到する。

			　もっとも、そう焦る必要はなかった。攻撃を受ける主を、アントンは助けようともしなかったからだ。

			　ただ、感情のない目で事態を見詰めていて――

			「なに……!?」

			　――攻撃を仕掛けた騎士が、驚きよう愕がくの声をあげた。

			　工藤陸の着ている服の袖口から飛び出した、緑色をした泥のようなものが、打ち込んだ剣を受けとめていたからだ。

			「そのままとめておきなさい、ツェーザー」

			　その場から一歩も動くことなく、工藤陸は指示を下した。

			　剣を打ち込んだふたりの騎士が焦った声をあげた。

			「なっ、抜けない……!?」

			　彼らの剣は緑の泥に埋まってしまい、びくとも動かなくなっていた。

			　顔を引き攣つらせた騎士たちに一いち瞥べつをくれて、工藤陸は告げた。

			「それでは次です。フリードリヒ、展開」

			　命令に従って、工藤陸の背中から伸びるものがあった。

			　四方に展開された石の羽だった。

			　蜻かげ蛉ろうのものに似た二対の羽は、本来なら『ファイア・ドラゴンフライ』という名のモンスターのもので、羽の色は透き通った赤色をしている。しかし、工藤陸の背中に現れたそれは四色で、その質感もむしろ『エレメンタル』と呼ばれる系列のモンスターのものに近かった。

			　炎の赤。風の緑。水の青。地の黄色。輝く羽から魔力の気配が立ち昇る。

			　これこそが『蟲こ毒どく』により生み出された結晶『エレメンタル・ドラゴンフライ』のフリードリヒ。工藤陸が自身のために用意した攻撃手段だった。

			「発射」

			　解き放たれたのは、魔法の乱舞。

			　攻撃を仕掛けようと近付いてきていた者は、残らず薙なぎ払われた。

			　あとには、勇敢な騎士と兵士だったものが倒れ伏す光景だけが残った。

			「……慣らし運転の相手としては、悪くありませんでしたね」

			　工藤陸は目の前の惨状を見渡した。

			　わざわざ彼が敵地の真ん中にやってきたのは、新しい力を試すためでもあったのだ。

			　結果は上々。期待通りの成果を確認する。

			　その視界に、動く者があった。

			「が……あぁ、おのれぇ……」

			　血塗まみれのルイスだった。彼も魔法攻撃に巻き込まれていたのだった。

			　どうにか生きていたのは、部下が彼を守ったことと、幸運の結果だった。

			「しぶといですね」

			「……貴様ァ！」

			　ルイスは焼けただれた手で剣を握ると、工藤陸に襲い掛かろうとした。

			　執念だけがルイスを突き動かしていた。しかし、その前に影が立ち塞がった。

			　工藤陸の影に潜んで、万が一に備えていた影絵の少女、ドーラだった。

			「もう終われ」

			　ドーラは両腕を刃に変えるとルイスを斬った。

			「あ……がぁ」

			　体の前面がおびただしいまでの血に染まる。

			　致ち命めい傷しようだ。それでも、ルイスは倒れるのを堪こらえようとした。

			　しかし、執念もそこまでだった。

			「マク、ロー……リン、様。わた、しは……正義を……」

			　最期に口にしたのは、敬愛する主の名だった。

			　ルイス＝バードは地に沈んだ。

			　こうしてアケルに派兵された辺境伯領軍は壊滅したのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、すぐにトリップ・ドリルの大群があたりを蹂じゆう躙りんし始めた。

			　被害を受けていなかったのは、工藤陸の周りだけだった。

			　トリップ・ドリルの大半は支配下にはないので、彼自身も攻撃の対象になるのだが、近付いたものだけを即座に支配して他よ所そに向かわせることでやり過ごしているのだった。

			　辺境伯領の兵士や騎士は、みんな逃げるか倒れるかしてしまった。

			　もはや危険はないと見て、ドーラが主に視線を向けた。

			「王よ。お怪け我ががないようでなによりです。これで辺境伯領軍も終わりですね」

			「ええ」

			　配下の言葉に、工藤陸は鷹揚な頷うなずきを返した。

			「とはいえ、すべてがこれでおしまいというわけにはいかないでしょう。これからどうなるか。聖堂騎士団や、辺境伯……あるいは、それ以外の勢力も。状況はまだ大きく動くでしょうね」

			　冷たい目には、なにが映っているのか。

			　終わってしまった場所から、魔王は悠々と歩き出した。

			「ぼくも動きましょう。目的を果たすために――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――なんですと？」

			　マクローリン辺境伯領最大の街、鉱山都市ヌルヤス。

			　その中央に座すヌルヤス砦とりでの一室で、辺境伯グラントリー＝マクローリンは、思わぬ来客を迎えていた。

			　ソファに座った来客のひとりは少女だった。

			　長く綺き麗れいな黒い髪と、意志の強い顔立ち。

			　いまは緊張した面おも持もちで、事態の推移を見詰めている。

			　もうひとりは少年だった。

			　整った顔立ちに、均整の取れた長身。

			　辺境伯に対する態度は、堂に入ったものだった。

			「ですから、抗議をしにきました」

			　静かでありながら、断固としたものを感じさせる口調で少年が言う。

			　目の前にいるのは、この世界で最高クラスの権力者のひとりだ。その彼に対して、丁寧な口調とはいえ、堂々と物を言ってみせる。それが許される立場に少年はいた。

			　この世界で勇者として敬われる転移者を１００人も集めた規格外の組織、探索隊。

			　そのリーダーである『光の剣』中なか嶋じま小こ次じ郎ろう。そして、『韋い駄だ天てん』飯野優奈。

			　このふたりが、この場に顔を揃えていたのだった。

			「こっちにいる飯野から、話は聞きました」

			　視線で隣に座る少女を示して、中嶋小次郎は話を進めた。

			「辺境伯は『偽勇者』真島孝弘を討とう伐ばつするために、軍を差し向けたのだと」

			「ええ。それで、抗議というのはその一件についてでしょうか。でしたら、いくら勇者様の言葉だとしても聞くことはできませんな」

			　はっきりと辺境伯は言ってのけた。

			　以前に飯野優奈が抗議をしたときと同じだった。取り付く島もない。

			　これが勇者個人からの要請であれば、結果は同じだっただろう。だが、今回は違っていた。

			「勘違いしないでください。これは探索隊としての抗議です」

			　中嶋小次郎の言葉に、初めて辺境伯に反応があった。穏やかな皺しわが震えたのだ。

			「それは、どういう……」

			「探索隊は勇者の一団として、すでに帝国で名が知られています。様々な貴族たちとのパイプもあります。すでに複数のルートから、真島孝弘に関わる今回の一件については不当であることを、広く伝えるように頼んであります。聖堂教会にも、近いうちに話がいくでしょう」

			　ひとりの個人が抗議をしたところで、それは勇者という立場に拠よったものでしかない。

			　相手がそれを尊重して要求を呑んでくれればいいが、我を通してしまえば終わりだ。

			　けれど、これは違う。

			　探索隊という世界ですでに大きな支持を得ている組織から、立場ある辺境伯への要請だ。

			　それも、探索隊は広く世論を巻き込んでいる。

			　無視できない状況を作り出して、中嶋小次郎は要求した。

			「辺境伯。真島孝弘と和解するために、対談の席を設けてください」

			　ひとりの少年を中心にして、世界が動き出そうとしていた。
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			番外編　真島孝弘の使者　～ケイ視点～

			　

			　孝弘さんが復活し、辺境伯領軍の追撃をついに退しりぞけた翌日。

			　わたしたちはアケル西部に広がる樹海のなかで野営を行っていた。

			　連日の回復魔法の使い過ぎで疲れて眠っていたわたしは、起きてすぐにロビビアちゃんに声をかけられた。

			「……え？　孝弘さんがですか？」

			「ん」

			　なんでも話があって、孝弘さんが待っているらしい。

			　寝過ぎてまだぼけーっとしながら空を見れば、そこには赤焼けが広がっていた。

			「……わたし、どれだけ寝てました？」

			「丸一日くらいだけど」

			「そうですか。……丸一日!?」

			　寝ぼけ眼まなこが醒さめて、一発で飛び起きた。

			　まずい。疲れていたのはあるにしても、丸一日は寝過ぎだった。

			「あ、あわわわわっ。それも孝弘さんを待たせちゃってるなんて」

			　だらしのない子だと思われてしまう。

			　それは駄目だ。普段でも褒められたことではないが、孝弘さんが相手はもっと駄目だ。いけない。とっても恥ずかしい。

			　慌ててわたしは起き出した。魔法で桶おけに水を張って、わたわたと顔を洗う。

			「起こしてくれてもかまわなかったのに」

			「孝弘が疲れてるだろうからって」

			「それはそうだけど……って、ああ！　寝ぐせが付いちゃってる！」

			「寝ぐせ？」

			　慌てているわたしを、ロビビアちゃんはあぐらを掻かきながら見上げてきた。

			　あくび混じりに言う。

			「そんなもん、あんまり変わらないだろ」

			「変わるよ！　酷ひどい！」

			「お、おう。それは悪かった」

			　面めん喰くらった顔でロビビアちゃんは返した。が、どうもこれは理解していない。

			　前々から思っていたが、ロビビアちゃんはどうにも女の子としての自覚が足りない。デリカシーも足りていない。むうっと、わたしは頬ほおを膨ふくらませた。

			「変わるんだよ。それに、孝弘さんの前なんだし」

			「孝弘の前だとなんか違うのか？」

			「……違うもん」

			　とはいえ、あまり待たせるわけにもいかない。せめて少しでも見苦しくないように、跳ねた髪を濡らして撫なでつけながら、わたしは孝弘さんのもとに向かったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「使者ですか」

			「ああ」

			　わたしが疑問の声をあげると、魔動車に敷かれた寝具のなかで半身を起こした孝弘さんは頷うなずきを返した。

			「おれたちは、ひとまず辺境伯領軍の追跡から逃れることができた。こうして樹海に潜んでいる限り、そう簡単には見付からないだろう。だからいまのうちに、アケルに連絡を取っておきたいんだ。最低限、開拓村のエルフたちの保護は頼んでおきたいからな」

			「村のみんなの……孝弘さんはどうなんですか？」

			「それはまあ、可能であれば協調路線を取りたいところだが、そこは相手の出方次第だな。アケルとしても考えはあるだろうし。あまり高望みはしないよ」

			　あくまで開拓村のみんなのための行動ということらしかった。

			「ただ、開拓村のエルフを大勢引き連れて、ぞろぞろ移動していたら、また辺境伯領軍に捕捉されるかもしれない。少人数で話を付けたいところなんだが……おれが動くとなると、みんな付いてくるって言うからな」

			「当たり前だよ。この状況なんだから」

			　孝弘さんの隣で、腕組みをしたリリィさんが言った。

			「というか、ご主人様はしばらく安静にしてなきゃ駄目だよ」

			　唇を尖らせる彼女は、車内には身内しかいないので、気楽な半スライム姿だ。スライムに戻っている下半身から、触手が孝弘さんの体に伸びていた。拘こう束そくしているように見えるのは冗談半分なのだろうが、今回も無理をした孝弘さんが経過観察中なのは本当だった。

			「……もう体は元気なんだがな」

			「ご主人様？」

			「わかってるよ」

			　リリィさんがちょっと怖い声で言うと、孝弘さんは仕方なさそうに笑った。その目がこちらを改めて向いた。

			「ともあれ、そういうわけでおれは動けない。そこで、ケイには使者……というか、メッセンジャーになってもらいたいんだ。他にも声はかけるつもりだけどな」

			「あ。わたしひとりじゃないんですね」

			　付け加えられた孝弘さんの言葉を聞いて、わたしは安あん堵どの吐と息いきをついた。

			　もっとも、考えてみれば、わたしみたいなちんちくりんが使者になれるわけがないし、ひとりでは樹海を踏破して町に辿り着くのも危ない。せいぜい役割は、付き添いの雑用程度のものなのだろう。もともと、従者の仕事にはそうしたものも含まれていたので、抵抗もない。むしろ納得がいくくらいだった。

			「受けてもらえるか」

			「もちろんです」

			　当然、断る理由はない。これは村のみんなのための行動であり、孝弘さんの頼みでもあるのだから。

			「頑張りますね」

			　わたしは小さく拳を握ったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……死ぬかと思いました」

			　いきなりだった。

			　アケルへの使者になることを孝弘さんに頼まれた次の日。早朝に出発して、まだ昼にもなっていなかった。

			　へなへなになった体を支えきれず、地面に手をついて四つん這ばいに体を支える。顔面から盛大に血の気がひいていた。生きた心地がしない。

			「大おお袈げ裟さだな」

			　と言ったのは、ロビビアちゃんだった。どこか呆れた顔をしている。

			　その横で、彼女の姉であるエラさんが、緩んだ服を整えながら穏やかな笑みを浮かべた。

			「どうやら空の旅は、慣れていない方には厳しいみたいね」

			「そんなもんか」

			　不思議そうにロビビアちゃんが言うが、これはエラさんの言い分が正しいと思う。実際、へばっているのは、わたしだけではなかった。

			　すぐ傍そばでは、尻しり餅もちをついたリアさんとヘレナさんが、よく似た仕草で胸を押さえているし、アドルフさんはしゃがみこんでこそいないものの、精せい悍かんな顔は青白く引き攣つっていた。

			　わたしも含めて、この６人がアケルへの使者だった。

			　……いまは半数以上がへばってしまっているけれど。

			　傍はたから見ればなにかあったのかと思うところだが、トラブルに巻き込まれたわけではない。ドラゴンの姿になったエラさんに、目的地にある程度近いところまで、ひとっ飛びに連れてきてもらった結果だった。

			「飛ぶのは気持ちいいんだけどな」

			　首を傾げつつ、唯一元気なロビビアちゃんが言った。彼女が背負っている背はい嚢のうが、ガタガタ音を立てていた。そのなかに隠れている彼女の翼は破れていて、まだ癒いえていない。エラさんの背中に乗って、久しぶりに飛んだような気持ちになれて嬉しいのだろう。

			　その気持ちは理解できたけれど、共感はできそうにない。わたしは涙目で口を開いた。

			「……とにかく、少し休んでからにしましょう」

			　ドラゴン形態のエラさんは、下手に目立って騒ぎにならないように人里離れた場所に降りたため、目的地まではまだ３日ほど歩かなければいけない。あえて無理をして、移動できなくなっては本末転倒だ。

			　わたしたちは足腰が立つまで休んでから移動を再開した。

			　目的地はアケルの交流を担う町、ディオスピロである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アドルフさん、リアさん、ヘレナさん、エラさん、ロビビアちゃん。

			　使者としてディオスピロに向かうことになったのは、わたしも含めたこの６人だった。

			　それぞれに、孝弘さんに使者の役目を託たくされた理由があった。

			「アドルフ！　アドルフじゃないか！　お前、生きていたのか！」

			「ああ。孝弘様のお陰で、なんとかな」

			　アドルフさんは、ディオスピロに駐留する軍の指南役だ。彼の手引きによって、わたしたちはスムーズに軍に接触を図ることができた。

			　さらに、思わぬ幸運もあった。

			「なに、フィリップ様が？　フィリップ様がここにいらっしゃるのか？」

			「ああ。今朝のことだ。早馬を駆ってお戻りになられたよ」

			　辺境伯領軍の捕虜になっていた、アケルの第二王子フィリップ様が、ディオスピロに戻ってきていたのだ。孝弘さんは、以前にフィリップ様と協力関係を取り付けている。アケルの王族のなかでは、一番話が早い人物と言えた。

			「よく来てくれたね」

			　実際、フィリップ様との謁見はすぐに叶かなった。わたしたちの訪問が報告にあがった時点で、向こうから会いたいとおっしゃってくれたのだった。

			「孝弘殿から使者の役目を引き受けたと聞いているよ。ご苦労だったね。話の内容は開拓村のエルフのことだとか」

			「その通りです、殿下。ラファ村の代表として、このわたくし、リアが参りました」

			　リアさんが応えた。

			「本当ならこれは村長である夫、メルヴィンの仕事ですが、まだ辺境伯領軍に抵抗した際の怪け我がが癒えておりません。そこで、妻のわたくしが代理で参りました。また、こちらのヘレナはわたくしの孫でして、護衛兼手伝いとして参加させております」

			「ヘレナです」

			　話を振られたヘレナさんが、カチコチになりながら頭を深く下げた。フィリップ様は鷹おう揚ように頷うなずきを返すと、ふと視線を移動させた。

			「そちらの方は……」

			「お初にお目にかかります、殿下。わたしは竜りゆう淵えんの里のエラと申します」

			　視線を向けられたエラさんが会釈を返した。

			　穏やかな笑みを浮かべつつ、王族に対して気き後おくれする様子はない。偉大な母竜を長として生きてきた彼女にしてみれば、王子という立場は敬意を払いこそすれ、恐縮する相手ではないのだろう。

			「今回は護衛として同伴しております」

			「竜淵の里……？　失礼だが、聞かない名だ。他国の方だろうか？」

			「この国の外であることには、間違いありません。殿下はご存知ないと思いますが、我々はずっとアケル北部の国境にある昏くらき森に潜んで暮らしておりました。そこに住んでいたドラゴンの一族、そのひとりがわたしです。いまは暫ざん定てい的てきに長ということになっておりますね」

			「……それでは、まさかきみたちが辺境伯領軍を？」

			「ああ。殿下は辺境伯領軍とやらの捕ほ虜りよとして、あの場にいらっしゃったのでしたね。はい。最後に少しだけ、孝弘様にはお力ちから添ぞえをいたしました」

			「おおっ！　やはりそうだったか。会えて嬉しいよ」

			　フィリップ様は破顔すると、エラさんの手を握った。

			「ありがとう。きみたちのお陰で、わたしは辺境伯領軍の手を逃れることができた」

			　エラさんに向けられる態度は、非常に好意的なものだった。もちろん、王族である以上、内心を態度に出さないことはできるのだろうけれど、これは本当に嬉しそうに見えた。

			　エラさんの正体はドラゴンなので、少し反応を心配していたのだけれど、フィリップ様はすでに孝弘さんの眷けん属ぞくたちとも交流がある。心配は要らなかったようだ。

			　話し合いも順調に進みそうで、ほっとする。それと同時に、なにもできていない雑用係の自分がちょっとだけ不甲が斐いなくもあった。

			　ちなみに、ロビビアちゃんはなにもしていないようでいて、これまでの道中、きちんと護衛として働いている。さらに彼女の場合、孝弘さんの眷けん属ぞくを代表して同行している部分もあった。他に人里に入れる眷属だと、リリィさんは大勢の怪け我が人の世話をしなければならず、ローズさんは今回の辺境伯領軍戦での損壊が激しく修繕の最さい中ちゆうで、シラン姉様は孝弘さんのもとを長時間離れられない体とあって、これはロビビアちゃん以外にできない仕事だったのだ。

			　翻ひるがえって、わたしにできることはあまりない。せいぜい、旅の間の食事の準備くらいだけれど、当然のごとくリアさんとエラさんのほうが料理の腕は上だった。お手伝いはしたけれど、教えてもらうことのほうが多かったかもしれない。

			　とはいえ、落ち込んでいても仕方ない。

			　折角、こうして孝弘さんに頼まれたのだ。できることをやろう。たとえそれが、雑用係だとしてもだ。

			　わたしはそう決意を新たにしたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　……のだけれど、どうしてこうなったのだろうか。

			「それでは、かけてくれたまえ」

			　そういうフィリップ様の正面に、わたしの席があった。

			　机の向こう側に、フィリップ様とディオスピロの軍の重じゆう鎮ちんの方々。こちらは、わたしとロビビアちゃんを真ん中にして、他の面々が脇を固めるかたちだった。

			　席順がおかしい。

			「え？　え？　どうしてですか？」

			「なにを戸惑う必要があるのかな」

			　どうやらフィリップ様はこの状況を疑問には思っていないらしかった。わたしは、ますます困惑してしまう。

			「だ、だって、わたしはただの従者で、騎士見習いで……」

			「ああ。そうだ。人類の砦とりでたるチリア砦で戦う同盟騎士団の、栄はえある騎士候補だね。そして、いまは孝弘殿一行のひとりでもある。だからきみは、そこに座るのが相応ふさわしい」

			　フィリップ様は諭さとすように言った。けれど、それでもわたしはわからない。

			　困った顔をしていると、フィリップ様は少し考える様子を見せたあとで、ひとつ頷うなずいた。

			「そうだな。孝弘殿のお耳にも入るように、ここではっきりさせておこうか。つい先日、わたしがお会いしたときにも増して、この国における孝弘殿の重要性は上がっているのだよ」

			「え？」

			「我々はこれから、マクローリン辺境伯のやりように抗議しなければならない。そうでなければ、民を守れないからね。また、孝弘殿は汚お名めいを雪そそがなければ、これから先も偽勇者として、正義の名のもとに命を狙われることになるだろう。つまり、両者ともに辺境伯の今回の『偽勇者討とう伐ばつ』が、誤ったものであると弾だん劾がいする必要があるわけだ。ここまではわかるかな」

			　こちらの理解を待つように、ゆっくりとフィリップ様は説明をしてくれた。

			　わたしが頷くのを見て、先の言葉を口にする。

			「よろしい。そこで、わたしはエルフを守った孝弘殿の功績を広めることで、汚名を払ふつ拭しよくしようと考えている。そうしたうえで、孝弘殿とアケルが協力し合うことで、影響力を持つ辺境伯にも対抗できるのではないかとね」

			「……」

			　わたしは頭のなかを整理してから口を開いた。

			「つまりは、こういうことでしょうか。フィリップ様は、すでに今後のことを見据えていらっしゃる。そのうえで、孝弘さんの存在を大きなものとお考えになっていて、わたしのことを、その一行のひとりとして見ていると」

			　――背筋に芯が通ったような感覚があった。

			　この対応に、そうした意味合いが含まれているのだとすれば、わたしはわたし個人として、単なる使い走り程度として、この場にいるわけではないと理解できたからだ。

			　考えてもみれば、この場にいる面々は、軍事的な方面には疎うとい。小さな村の村長の家族のエラさんとヘレナさんはもちろん、竜淵の里のエラさんやロビビアちゃんも同じだ。アドルフさんだけは別だが、彼はそもそもフィリップ様の側の人間である。

			　もちろん、本質的にわたしがメッセンジャーでしかないことには変わりない。けれど、わかっている人間が話を聞いて伝えるのと、そうでないのとでは、当然、変わってくるものもあるはずだ。これはわたしの仕事だった。

			「お話はわかりました、殿下」

			　わたしが言葉を返すと、フィリップ様は少し驚いたように目を見開いた。

			　その反応はよくわからなかったけれど、特に悪い印象を抱かれたわけではないらしく、ほうとこぼれた吐と息いきは好意的なものに思えた。

			　もっとも、そこにそれ以上余計な思考を割いている余裕はなかった。いまは、自分の使命を果たさなければならない。すっと息を吸って口を開いた。

			「それでは、孝弘さんから預かったお手紙をお渡しします」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……疲れた」

			　準備された部屋に戻ると、わたしはベッドに身を投げた。

			　ぐったりしてしまう。体力的にはまだ余裕はあるけれど、ずっと気を張っていたので気持ちが疲れてしまっていた。

			　一緒に部屋に戻ってきたリアさんが、くすりと笑みを零こぼした。

			「お疲れ様」

			「……はい。リアさんもお疲れ様でした」

			　やりとりをしながら、リアさんはヘレナさんと一緒に、奥のベッドに向かっていく。エラさんは椅子に腰を降ろしていた。アドルフさんの姿はない。ディオスピロに自分の家があるので、そちらに帰っていた。

			　最後にロビビアちゃんが、わたしの寝転がった隣に腰を降ろした。

			　ぐったりしたわたしの目の前に、竜の尻尾しつぽが投げ出された。

			　くねる尻尾が誘うように見えたのは、疲れていて人肌恋しくなったからかもしれない。ぼうっとしたまま、なんとなく手を伸ばして尻尾に触れると、ロビビアちゃんがびくっとした。

			　口をへの字にした顔が、こちらを向いた。

			「お前……」

			「へへー」

			　へらっと笑うと、仏ぶつ頂ちよう面づらを返された。文句は言われなかった。

			　疲れたわたしに気を遣ってくれているのだろう。ありがたいなと思う。鱗うろこに覆おおわれた尻尾はひやりとしていて感触が気持ち良かった。

			　そこでふと、ヘレナさんがこちらに物言いたげな目を向けていることに気付いた。

			「なんですか」

			「……あんた、意外とすごいのね」

			「ふぇ？」

			　なぜか唐突に褒められた。びっくりして見返してしまう。
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			「なんのことですか」

			「フィリップ様と堂々と話し合っていたから」

			「ああ。その話ですか。……そうでしたっけ？」

			「そうでしたっけってね、あんた……」

			　少し呆れたように言われてしまった。わたしは首を傾げる。

			「必死だったので、いまひとつ実感がなくて。収穫はあったのでよかったですけど」

			　言いながら、今日のことを思い出した。

			　フィリップ様は、孝弘さんからの手紙――書いたのはシラン姉様だが――に目を通したあとで、開拓村のみんなの現状を詳しく聞いてくれた。リアさんはもちろんのこと、ヘレナさんも噛かみ噛かみではあったものの丁寧に説明をしていて、わかってもらえたように思えた。

			　また、孝弘さんとの協力関係について、フィリップ様からは具体的な話をいくつか聞くことができた。使命感に駆られて、わたしは積極的に質問をした。その結果、フィリップ様が本気で協力関係を築こうと、いろいろ考えていることがわかった。

			　すでに国王陛下にも提案の使者を送っているとのことで、早ければその返事が届き次第、開拓村のみんなと一緒に王都に移動することになるだろう。

			　そうなれば、いよいよ、アケル一国が孝弘さんの味方につく。あるいは、孝弘さんがアケル一国の味方になると言ってもいいのかもしれない。協力関係とはそういうことだ。

			　そうしてわたしが、今日の出来事を思い出しているときのことだ。

			　触れていたままだった尻尾しつぽが、気を引くように揺れた。

			「なあ、ケイ」

			「ん。なぁに、ロビビアちゃん？」

			　ベッドの端に座ったロビビアちゃんが、振り返ってこちらに目を向けていた。

			「これで、うまく行くのか？」

			　そう尋ねる姿が、どこか不安そうだったのは、見間違いではないだろう。

			　ロビビアちゃんは、つい先日、故郷を失ったばかりだ。お母さんとも、結局、和解する機会なく死に別れることになってしまった。悲しいだろうし、つらいだろう。孝弘さんもそのあたりは気にしていて、本人が強く希望するまでは、こうして使者として動いてもらうつもりもなかったと言っていた。

			　落ち込んでうちにこもってしまうことなく、自分にできることをやっている彼女は強い女の子だ。ただ、だからといって、なにも感じていないわけではないのだろう。

			　わたしはぽんぽんと彼女の尻尾を撫なでた。

			「大丈夫だよ。今回のことで、ある程度の方針は立ったから」

			　フィリップ様は、開拓村のみんなを守った孝弘さんの功績を、アケルに広く知らせるつもりだと言っていた。辺境伯領軍によって、すでに広められてしまった孝弘さんの偽勇者の汚名は雪そそがれ、正当な評価を受けることになる。

			　ただ、これにはもうひとつの側面があるとも聞いた。

			　辺境伯領軍のせいで、孝弘さんの仲間がモンスターであることは知られてしまっている。これは大きな問題だった。いきなりモンスターの眷けん属ぞくの存在を受け入れるのは難しいからだ。

			　だが、それも『アケルで横暴を振るった辺境伯領軍に立ち向かって、虐殺されそうになった開拓村のエルフを守り抜いた英雄』であれば、話は変わってくる。

			　フィリップ様の一手は、孝弘さんの名誉の回復と、アケルでの地盤の確保を一挙に解決する良策なのだった。

			　ただ、これは見方を変えると、孝弘さんが『アケルの勇者』になるとも言える。

			　……孝弘さんの困った顔が、思い浮かぶようだった。

			　孝弘さんは転移者だけど、勇者ではない。少なくとも、本人はそう思っている。英雄願望はないし、自分にはそんなの無理だと考えている。いっそ諦あきらめていると言ってもいい。そのうえで、諦められないもののためには歯を食いしばる人なのだ。

			　その結果が『アケルの勇者』であるのなら、運命の糸というのは不思議なものだ。

			　とはいえ、孝弘さんがフィリップさんの提案を拒絶することはないだろう。大事な眷属たちの居場所を作るために必要なら躊躇ためらいはしない。そういう人だ。

			　思いっきり苦笑はしそうだけれど。

			　その様子を思い浮かべると、なんだか微ほほ笑えましいような気持ちになった。

			　早くその表情を見たいと思った。

			「安心して。孝弘さんには、良い報せを持って帰れるから」

			「そっか。ならいい」

			　頷うなずいたロビビアちゃんの尻尾しつぽを撫なでながら、わたしは少し先の未来のことを想う。

			　

			　まずは地盤作りと、アケルとの連れん携けいを確立する。

			　そのうえで、手を取り合って辺境伯領軍に対抗する。

			　孝弘さんは大変になるだろうけれど、精一杯手助けをしよう。そう思い、わたしは重くなりつつある瞼まぶたを落とした。

			　

			　――『アケルの勇者、真島孝弘の仲間』であり『アケルの開拓村のエルフの次期族長』という、この国にとって重要なふたつの属性を持つわたしが、どのように孝弘さんの手助けをしていくことになるのかは、また別の話になる。

		

	
		
			　

			番外編　ずっと一緒に

			　

			　フィリップさんの計はからいにより、おれたちがアケルの王都に移動したのは、辺境伯領軍の追跡を逃れてから大体10日後のことだった。

			　少し時間がかかったのは、慎重に事を運んだためだった。

			　まず近くの町に受け入れの指示があり、そちらの準備が整った時点で全員で移動した。

			　ここでようやくエルフたちの身の安全が軍に任せられるようになった。身軽になったおれは、仲間を連れてディオスピロに移動した。

			　そこで再会したフィリップさんとは、改めて話し合いがあった。王都に移動する前にいくつか条件を詰めておく必要があったからだ。

			　そのうちのひとつが、竜りゆう淵えんの里のドラゴンのことだった。彼らは住すみ処かを失い、姿を隠す『霧きりの結界』を破壊された。もう戻る場所がない彼らのことは、どうにかする必要があった。

			　話し合いの結果、彼らはおれの眷けん属ぞく扱いで受け入れられることになった。正確には違うのだが、アケルの人々からすれば違いはわからない。また、当事者のエラさんたちも同意した。

			　そうする間にもフィリップさんは精力的に各所に連絡をしていた。そこには『真島孝弘と、その眷属モンスターが懸命にエルフたちを守った』という話を広めることも含まれていた。

			　正直、そんな簡単にいくのか疑問だったのだが、そこは辺境伯領軍の存在が皮肉にも良い方向に働いたらしい。アケルの人々は領土を越えてきた辺境伯領軍を非常に警戒しており、動向に気を配っていた。そうしてただでさえ敏感になっていたところに、尊敬を集めるアケル王家のフィリップさんが捕ほ虜りよにされていた話と、開拓村が襲われた話が入ってきたため、話はすぐに巷こう間かんに広がったのだ。

			　ただ、実際に自分自身に関する噂話を、この耳で聞く機会はなかった。さすがに王都をうろつき回るわけにはいかず、おれたちは王城で滞在することになったからだ。もっとも、聞かなかったのはよいことだったかもしれない。フィリップさんのところに上がってくる報告では、すごいことになっているという話だった。詳細を聞きたいかと尋ねられたときに首を横に振ったのは、ほとんど反射的な行動だった。

			　とはいえ、そうなることを覚悟のうえでフィリップさんの提案に同意した以上、これは甘んじて受け入れるべき状況なのだろう。実際、これでアケルの人々がリリィたちを受ける土ど壌じようはできた。あとはこの機会をどう活かすかだった。

			　それから数日は、アケルの王家や軍、大臣たちとの会談や会食が続いた。

			　これは、おれだけでなく眷属たちの顔見せも兼ねており、リリィとシランが随ずい伴はんした。常にフィリップさんが傍そばにいてくれたのは助かった。

			　また、アケルの国王陛下にも会う機会があった。

			　王はフィリップさんが歳を取ったらこうなるのだろうな、と思わせる初老の男性だった。話はすでに通っていたため、協力関係を約束して会談は滞とどこおりなく終わった。娘である同盟騎士団の団長さんの話をしたときには、父親としての顔を見せていたのが印象的だった。

			　そうした日々のなか、辺境伯領軍に異変があったことを知り、驚かされることになった。

			　詳しい話はまだわからなかったが、全滅したことに間違いはないらしい。調査に向かった騎士たちが戻るときには、なにかわかるかもしれない。現状でわかっているのは、警戒していた直接的な脅きよう威いが、思いがけず消えたという事実だけだった。

			　とはいえ、ルイス＝バードが率いた辺境伯領軍が全滅したところで、彼らを遣つかわしたグラントリー＝マクローリン辺境伯は健在だ。正義の心は変わらず、むしろ敵意は増しているかもしれない。また、辺境伯領軍にしたところで、あくまでアケルに派兵された一軍のみが――それが多大な被害であるのは事実とはいえ――全滅したに過ぎない。危急の脅威がなくなっても、辺境伯に抗議を行わなければいけないことに変わりなかった。

			　アケルはすでに周辺の同盟諸国と帝国の諸領主、聖堂教会に対して声明を発表している。

			　おれはアケルでの地盤作りを続けながら、日々を過ごしていた。

			　そうしたある日のことだった。

			「そろそろいいと思うんですよね」

			　おもむろに加藤さんが言った。

			　夕食のあと、おれは彼女に呼び出されていた。

			　部屋には、他にローズがいた。彼女はすっかり損傷を修復しており、不思議そうな顔で親友を見詰めていた。

			「真菜？　いったい、なんの話でしょうか。秘密の話があると言っていましたが」

			　どうやらローズは、尋ねて答えてもらえなくても、特に気にせずついてきたらしい。そこには、無む垢くで無防備な信頼があった。

			　ここで彼女が少しでもこの状況を疑ったなら、おれといつも一緒にいるリリィの姿がないあたりから、加藤さんが事前に手を回したと予想は付いただろう。むしろ不審に思うのが当然のところだが、ローズは疑わない。そういう発想を持ち合わせていないからだ。まさか友人が自分を陥れようとしているなどとは、まったく考えすらしないのだろう。

			　この状況は周到に準備されたものだった。

			　それはつまり、ローズには逃げ場がないことを意味していた。

			「はい、ローズさん。それでは、ここに来てもらった理由をお答えしますね」

			　控えめに微び笑しょうして、加藤さんは告げた。

			「おしおきです」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　辺境伯領軍からの逃避行の最後、ローズはひとり残って絶望的な戦いに身を投じた。

			　その事実を知ったとき、加藤さんはいまにも死にそうな顔をしていた。ローズが帰ってきたときには、本気で泣いて怒って抱き着いて、しばらく離れなかった。

			「あのときは、神様に本気で感謝しました。ふふ。おかしいですよね。普段、神様なんて信じてなんていないくせに」

			「真菜……」

			　切なげに語る加藤さんに、ローズがひどく申し訳なさそうな顔をする。

			　加藤さんは儚はかなく微び笑しょうした。

			「だから、そのときに誓ったんです。無茶をしたローズさんに、わたしはおしおきをするんだって。なにがあっても絶対にするんだって。そう誓ったんです」

			「はい……はい？」

			　殊勝に話を聞いていたローズが相あい槌づちを打ち、直後に訝いぶかしげな顔になった。

			「待ってください、真菜。話がわからなくなったのですが」

			「ふふ。残念ですが、ローズさんに発言権はありません」

			　困惑に満ちた言葉を、加藤さんはあっさりと切って捨てた。

			　本気で怒った彼女は怖い。なにせ樹海深部の伝説の『白い蜘く蛛も』と、勇者集団の最上位『韋い駄だ天てん』が揃って怯おびえるレベルだ。

			　徹底的なまでに、加藤さんは相手の弱みに付け込んでみせる。このときもそうだった。

			「それでは、先輩。あとはよろしくお願いしますね」

			「そんな。まさか、ご主人様……!?」

			　慄おののきながらローズがこちらを振り返る。

			　笑みを残して加藤さんは去っていった。

			　ぱたんと扉がなり、ふたりきりで残される。おれは、ふっと笑ってみせた。

			　

			　……いや。さすがに、酷ひどいことをするつもりはないのだが。

			　

			　加藤さんは、どうにも小悪魔的なところがある。純粋なローズをからかうのが面白かったのだろう。ノリノリだった。お陰で状況は混こん沌とんとしているが。

			　ローズがこちらを所在なげな様子で見た。

			「ご主人様。これはいったい、なにを……？」

			「なにって、おしおきだって言っただろう」

			　加藤さんと似たような経緯になるが、おれもローズをこの手に取り戻した日のことは、ちゃんと覚えていた。ようやくここ数日、時間が取れそうだったので、加藤さんと一緒に実行に移したという次第だった。

			　そして、その内容についても、あのとき決めていた。

			「まあ座れ」

			　ベッドに腰かけると、ローズが隣に腰を降ろした。

			　状況を把は握あくできないながらも従順な彼女に向き直ると、改めて宣言した。

			「おれはいまから、お前を甘やかそうと思う」

			「……どういうことでしょうか」

			　ローズは不思議そうな顔をした。

			「ああ、いえ。申し訳ありません。異論があるわけではないのです。無論、ご主人様のお言いつけであれば、なんなりとお受けするつもりです。たとえ確たる理由がなくともです」

			「いや。確たる理由もなくおしおきをする趣味はないから」

			　そうしたことをメイド姿の美少女が口にするのは、なんだかとてもいかがわしいものを感じさせるからやめてほしい。そういう趣味はおれにはないのだ。

			「失礼をいたしました。しかし、ご主人様。甘やかすことがおしおきになるのでしょうか」

			「ああ。なると思うよ」

			　気を取り直して、おれは頷うなずきを返した。

			　実際、これは効果的だろうと確信があったからだ。

			「まずはそうだな。今日はもう、これからなにもしなくていいぞ」

			「……なにも？」

			　ローズがぴくりとして固まった。

			　なにを言われたのかを考えているらしい。最近は珍しい機械的な仕草だった。

			「申し訳ありません。なにもとおっしゃいますと、具体的にはどういうことでしょうか」

			「なにもはなにもだ。なにもかもだよ。仕事はしなくていい」

			　再度、ローズは沈黙した。

			　無表情だが、頑張って考えているのがよくわかって可愛かわいい。数秒して口が開いた。

			「……仕事をしなくてもいいということは、してもいいということですか」

			「そう来たか」

			　じゃあ遊びましょうとはまったくならないのが、ローズらしかった。

			　彼女は眷けん属ぞくとして、なにより存在意義を果たすことを優先する。こうしたところ、彼女の思考は人のものと違っている。おれはこめかみを押さえつつ言葉を返した。

			「言い方を変える。仕事禁止だ。やったら駄目」

			「え。そんな、まさか。じょ、冗談をおっしゃるのはやめてください」

			　ものすごく狼狽うろたえていた。ちょっと可か哀わいそうになるくらいだった。

			　だが、甘やかすわけにはいかない。違った。甘やかすつもりなのだった。

			「冗談じゃないぞ。むしろ、なにかしてほしいことがあったら言ってくれ」

			「ご、ご主人様に、なにかしていただくのですか……!?　そ、そんな。困ります。あまりご無む体たいなことをおっしゃらないでください」

			「言ってない言ってない」

			　酷ひどい要求をされた、みたいな顔をされてしまった。ついうっかりほだされて、甘やかすのをやめてしまいそうになる……普通は逆ではないだろうか。

			「そんなことをおっしゃられましても……」

			　なんにしても、困っているのは事実のようだった。

			　ここまでとは思っていなかったので、おれも少し困っている。

			　これは失敗したかもしれない。いきなりは難しかったということだ。

			　かといって、ここでやめてしまうのも残念なものがある。おれは少し考えて頷うなずいた。

			「……まあ、今回は仕方ないか」

			「ああ。わかっていただけましたか、ごしゅじ……わひゃっ!?」

			　ローズが声を裏返らせた。

			　おれがひょいっとばかりに、ローズの体を持ち上げて引き寄せたからだ。

			　ローズは女性にしては長身だが、いまの魔力で強化した腕力なら難しくない。太ふと腿ももの上で横向きに座らせて、抱きかかえるかたちにした。

			「ご主人様!?」

			　身長があまり変わらないので、そうすると、ちょっと上のほうにローズの顔がくる。見上げて視線が合うと、へにゃりとローズの体から力が抜けた。

			「ご、ご主人様？　これはどういった趣しゆ向こうでしょうか？」

			「自分で言えないなら、こっちから動くかと思って」

			　簡単な理屈だった。

			「そ、それでどうしてこのようなことを……」

			「え？　だって、ローズはずっと、おれに抱っこしてほしかったんだよな？」

			「どうしてそれを!?」

			　ひどく驚いた様子でローズはびくっとした。危うく体勢を崩しかけそうになるのを、うまくバランスを取ってやってから答える。

			「加藤さんから聞いた」

			「真菜――ッ!?」

			「ローズはきっと自分からなにかしてほしいと言い出せないだろうからって言っていたよ」

			「その通りだったのでなにも言えません！」

			　相変わらず用意周到な加藤さんだった。

			　そもそも、今日のこの場を整えてくれたのも、彼女の気遣いだったりする。折角、想いが通じたのに、ふたりきりの時間が取れていなかったのを見て、強引にでもこうした場を作ってくれたのだ。結果が、この時間だった。

			　ローズは抱き上げられた子犬みたいに、手を胸の前で縮めて固まっていた。嫌がっているのではなく、どうしたらよいのかわからない様子だった。

			　その体は人と変わらず柔らかく、ただ触れた各所にある球体関節の感触だけが違っていた。だが、嫌な感じはしない。これはローズの感触だった。むしろ、いままでこうしてこなかったのが惜しいような気持ちさえあった。

			「ローズは人形だから、抱き上げてほしい本能があったってことだろう。言ってくれれば、これまでだってやったのに」

			　両想いかどうかは関係なく、それくらいのことは求められればするつもりだった。

			　けれど、ローズは首を横に振った。

			「それだけではありません。もちろん、人形としての本能は否定しませんが……わたしは、人形としてだけでなく、ひとりの女の子として、ご主人様に抱き締めてほしかったのです」

			「ローズ……」

			　これだけでも、この時間を取った甲か斐いはあったかもしれない。

			　自分がこんなふうに、いじましく想われていたと知ることができたのだから。

			　ローズは首元に手をやると、服のなかで下げていたペンダントを取り出した。いつかデートをしたときに、おれがプレゼントしたものだった。

			「わたしは辺境伯領軍から逃げている間に、ご主人様に抱き締めていただく機会を得ました。自分の願いが叶かなったと思いました。思い残すことはないとも。ただ、それは違っていました」

			　掌てのひらの上に置いた小さな石を眺めながら、ローズはそのときを思い出しているようだった。

			「いざ死地に赴おもむこうとしたところで、自分のなかにある未練に気付きました。そして、それが恋心ゆえに抱いたものだと気付いたのです」

			　その瞬間、爆発的に生まれた歓喜と切なさが、『霊薬』トラヴィスのかけていた闇を貫つらぬいて、おれのもとまで届いたのだろう。

			　あのときに抱いた喪失の予感を思い出すだけで、体が震えた。

			　失ってしまっていれば、こうして彼女が胸に秘めた想いを聞くこともできなかったのだ。

			「……ここにお前がいまもいてくれて、本当によかったよ」

			「ご主人様？」

			「ああいうのは、もうやめてくれ。本当に。おれがどれだけローズを大事に思っているか。伝わってほしいと思うよ。こうしてどれだけ大事にしたって、全然足りないくらいなんだから」

			　確かめるように頬ほおを撫なでる。灰色の髪を梳すいて、唇に触れる。体に回した腕を引き寄せて、触れる場所すべてで彼女の存在を感じ取る。

			　それでも足りない。どうしようもなく足りない。失うことなんて考えたくもなかった。

			「申し訳ありません。ご心配をお掛けしてしまいました」

			「……本当にな。謝ったって、簡単には許さない」

			　だからこその、この時間なのだ。どれだけ思われているか、少しでも知ってほしい。ずっと一緒にいてくれなければ嫌だった。

			　顔を近付けて、恋人同士の距離で告げる。

			「覚えていてくれ。もう二度とおれは、お前を手放さないから」

			「もちろんです、ご主人様。わたしはあなたのお人形で……恋人なのですから」

			　

			　微ほほ笑えみ合い、ここに誓いは交わされる。

			　主人と人形の、あるいは、平凡な少年と無む垢くな少女の誓い。

			　この誓いが破られることは決してない。

			　

			　そうして、ふとおれは気付いて尋ねた。

			「ところで、さっき『未練』って言っていたよな？　辺境伯領軍に立ち向かおうとして『未練』に気付いたって。それって、なんのことなんだ？」

			「えっ？」

			　忘れてはいけない。まだおしおきは続行中なのだ。

			「『抱き締めてほしい』以外にも『恋心』から『してほしい』って思うようなことがあるってことだよな。具体的にはどういうことだ？」

			「そっ、それは……っ！」

			　純真なローズは覿てき面めんに狼ろう狽ばいした。わたわたと胸の前で、意味もなく手を振り始める。

			　この分では、彼女が望みを告げるまでには、かなりの時間がかかるだろう。

			　それでもかまわなかった。

			　急ぐ必要はなかった。もうずっと、おれたちは一緒なのだから。

			　これから何度でも約束された甘い時間は、夜が更ふけるまで続いたのだった。

		

	
		
			日暮眠都（ひぐれみんと）

			大阪府出身。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの六作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一八年七月現在）

			　

			イラストレーション

			ナポ

			一九九四年二月生まれ、長野県出身。好きな食べ物は『ラーメン』。最近趣味として写真始めました。綺麗な写真が撮れるとすごく嬉しいです。（二〇一八年七月現在）

		

	
		
			モンスターのご主しゆ人じん様さま⑫

			発行日：２０１８年７月31日

			著　者：日ひ暮ぐれ眠みん都と

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Minto Higure 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『モンスターのご主人様⑫』（２０１８年７月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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